
1関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機
―
使用前検査成績書

要領 書番 号 :原規規収第 1610071号 99

成績書笛r理番号 :l■ 17

紳 む 年 /月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発電所名 関西電力漂式会社高浜発電所第1号機

1 2検査申講   襟奪申請一覧表のとおり

3検査期日 自今静2年 ケ月を,日

至今熟伊

' 
年/月 ′す日

4検査覇所    使痛前検査記録のとおり

5検査実施著   検査結果r覧表のとおり

成績書管理番号 :卜 17

6検査結果    検査森曽果一覧表のとおり

7添付資料    使用前検査記録

了



検査申請書番号

(申請年月日)

関原発第299号 (平成28年 10月 7目 )

闘原発第484号 (平成30年  3月 20日 )

闘原発第  46号 (平成 30毎i 4月 20日 )

関原発第202号 (平成 30年 7月  4日 )

関原発第259号 (平成 30年 8月 20日 )

関原発第415号 (平成 30年 12月  5日 )

関原発第 504号 (平成31年  2月  1日 )

関原発第 512号 (平成 31年  2月  6爵 )

関原発第 582号 (平成31年  3月 18日 )

関原発第  3号 (平成31年 4月  4日 )

関原発第 68号 (2019年  5月 16鳳 )

関原発第 115号 (2019年  6月 24日 )

関原発第 204号 (2019年  3月 23日 )

関原発第478持 (2020年  二月23日 )

開原発第 510号 (2020年  1月 31日 )

関原発第 542号 (2020年  2月 26日 )

関原発第609号 (2620年 3月 24日 )

関原発第  20号 (2020年 4月  7日 )

関原発第 236号 (2020年 8月 21日 )

成績書管理番号 :卜 17

検査申請一覧表

上記以降fノD変更を検査程絆講書の変更申請により確認し表中に連記する。

Z



検査結果一覧表

成績善管理番号 :1-17

(v

特記事項

T轟 こ

検査立会責任者 印

斜逮 1滓韓吾巧
歩 主学技術者

Iターギレ主T=弓鷺窮/

原子力施設検査官 印

乾′ノす＼髪

検査結果

甍

検査年月日

今和 2年

7月 2'日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録 】

共通事項
成績書管理番号 :卜 17

検査年月田ittZ年  夕 用 芝7日
検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申講書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用白t検

査申請書 (変更中請を

含む。)が準備されてい

ること.

記録確認 Θ―

検査 をする工事の五

程、期日及び場所が中

請書どお りであるこ

と。

記録確認
○

・

|

工事計画の認可番号の

記 載が適切で ある こ

と。

記録確認 ⑬‐

γ



添付資料 3-と

、関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(三号検査)

成績書管理番号 :ユー17

検査年月周:名》静2年 7月 芝9日
検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 Q―
必要な図面等が準備されていること。 図面等確認 Q―
検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲.測定精度を有してい

ること。

記録確認 良。(Э

系統構成が完了していること,

立会/

鰯 ⑧i―

ど



添付資料 8-2

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(三号検査)

成績書管理番号 :Ⅲ 17

検査年月日 :◇和 2年 7月 27H
検 査 場 所 :関西電力株式会在と高浜発電所

検査結果

検 査 対 象

原子炉冷士「系統施設

原子炉縮機冷却設備

容器

主濁己管    別添 1参照の太線枠内の範囲

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

容量確認検査

通水検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

及
撻視

働

備考

t記録確認は、工事言Ⅲ画に基づき中請者が行つた試験・検査の品質記録 (※ )による。

※ 通合性確認検査成績書の線 1番号 lTl-3-0345

b



原 子炉冷去,系統施設

加た:水型発TDll原 r詢 i餓に係るもの (泰気ターどンに係るものを除くっ)にあつて
`=次

F′)事項

9 原了J炉~輸機冷却設備に係る次の帯Trこ

(5)容器の名称、種類、容量、最高使用圧ナジ,最高使用 illlυ変、主要 lヽ法、材僻、l俸雲数及び取、地 顔

・ 山f搬型

変 更 前 変 更 後

名 亨lミ

窒葉ポンベ

(1次系冷角j水 タンク加「F漏 )

蘊 類 穀縦 11な し1租 製容器

本 魚 (i工 1) 9/搬

最 高 使 用 服 力 (I:'〉 MPa

裁 高 使 ナ11温 度 (ア「ゆ ℃

主
要
寸
族

外

1'れ

径

さ

屈
“
l  都  厚  さ mm

嵐  m,  j軍  さ 韓腑

材 料

輩き, 数 1(子備 1)

凝文  付  機  所

保管場が :

取付簡 l,r

(注 t,重大事故等時における使用時
`rジ

値

(イ12)公称 ll農

別添 卜1

○

7



(3)艶配管の名称、最高使用歴力、最高使用温度、外径、厚さ及び柑料

緞

封

変 更 後

材  料

(滋 S,

STPT38

STPT370

(選 岳〕

SttPT38

{虚5)

S25C

外  径 厚  さ

6闘m)    (m10)

(虚 3.5ユ t連慧.5)

2.92T。 2

(注 3】    (蔵 3.■9,

27.2    2.9

〔主ょ白ゞ )ヽ

89,1ヽ

(捜 お.i,お 9〕

5.5

(控3,馬)  (Υキる.■ 9)

(差し込みi(歳小 )

郡の内岱

27.7    4,3

最
‐
高使用

温  度

(℃ )

ri主 4〕

95

段高使用

区  カ

(MPa)

t注 1)

0.34

名 称

窒療ボンペライン

ホース接続 園

l次系

冷却ホタンク

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

外  径|

(mm)

厚 さ 材 料

(mm)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

歴  カ

(MPa)

名 称

②

遭
鶉

Ｔ
∞



S

変 更 後

材  料

STPT370

犀   さ

(田al)

t'iFti〕

2.9

/

/
2.9

外  径

(mm)

〔lit,〕

27,2

/

/
27.2

最高使用

温  度

(℃ )

、rl,1,

95

最高使用

圧  カ

(Va)

1ユ I:11

0,34

名 称

盛素ボンベライン

ホース接続日

二次系

冷却水タンク

原
子
炉
補
機
冷
却
設
傭

変 更 前

厚  さ材  料

(mttl)

外   径

(IIMH)

晟卒高使用

旺  カ

最高使用

温  度

(℃ )(牌a)

名 称

②

渡
郭

Ｔ
弾



・ 僻子

“

懸翌蜃」

ゝ
Ｏ

変 更前 変 更 後

材  料 取付箇所

1保管場所
1■ 1け

C1220T

取付箇所

厚    さ

(組壱a)

tた 10'

5,0

tr二
`t,,

210

i】 1■ ■,

5.0

外   径

(撤 l駐 )

ii!中 i

22.0

t歳 iや

'

8.0

r111,,

22,0

最高使用

温  度

(℃ )

道ヽ章IJ

50

,il1 1 1

S0

最・高使用

歴  ん

(hlPa)

イエ 1)

0,34

(´ !|li

17.16

名 称

③

渡
募

Ｔ
ふ



取付簡所材   料

取付箇所

St'S304500.34

ツ レキシブルホエ ス

l次 系冷襲l水 タンク

寝素供給痢■ m

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

2()A

保管場所
tt四

:

変 更前 変 更 後

(Irlla)(14m)

さ厚後外称名

最高 1吏用

温  度

(で )

最高使用

圧  ノ,

(慨Pa)

ヽ
ゝ

④

車
一筆
郭
一‐
酬



検査結果一覧表

成績書管理番号 :卜 17

ヽ
山

特記事項

丁a t

検査立会責任者 日ユ

秦浅喩磨、ケ斧主任技術者

ネЧ今″」7ゼ /ウイを猶 /8

原子力施畿検査富 卑

彪 永 遊

検査結果

ヽ

&

検査年月日

令和 z年
/2月 2S露



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

共通事項
成績書管テ盤番号 :と -17

検査年月園 :堵鴻静z年 /2月 23日

検 査 場 所 :関西亀力株式会社高浜発電所

検査講確認事項

使用講検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用納検

査申請書 (変更申講を

含む。)が準備されてい

ること。  |

記録確認 0・ ―

検査 をす る工事の工

程.期 目及び場所が申

講書 どお りであるこ

とも

記録確認 〇・二

工事計画の認可番号の

記載が適切であるこ

と.

記録確鳥患 ⑧―

′も



関西電力株式会社高浜発電所第 1号機
(三号検査)

添付資料3-1

使用前検査記録

成績善管理番号 ::-17

検査年月日:神 ≧年 ノ2月 ユニロ

検 査 場 所 :関酒篭力株式会社高浜発電所

検査前確認、事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申講者の品質記録が準備されていること。 記録確認 ⑧・‐

必要な図面等が準備ぎれていること。 図面等確認 Q・ T

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ることき

記録確認 良・〇

系統構成が完了していること。
立会/

鰯 Q

′γ



検査結果

添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(三号検査)

成績書管理番号 :こ -17

｀    検査年月日 :看形静2年 窄 月 二3封
検 査 ナタ場所 :関西亀力株式会社高浜発電所

検 査 対 象

原子炉冷肉]系統施設

原子炉補機冷却設備

主配管 別添 1及び別添 2参照

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

系統機能検査

・通水検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され,据付けされ、所定の性能を有し

ており.技術基準に適合するもので

あること。

ヽ

費
目視

鰤

備考

・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行ちた試験・検査の品質記録 (※ )による。

※適合性確認検査成績書の識別番号 :T卜3-0009.TI-8・ 0014、 Tl-8-0016.TI-3-00,6

′∫



ヽ
鶴

原子炉冷却系統施設
加圧水型発電用原子炉施設に係 るもの (蒸気ター ビンに係 るものを除く。)にあっては次の事項
9 原子炉補機冷却設備に係 る次の事項

(患 )主配管の名称、最高使用圧力、最高使用温度、外径、厚き及び材料

・常設

（↓
掛

］
常

岸
博
湧

時
い
コ
）

頑
」
郭

牌

（Ｐ＼
瑠
）

変 更 後

材  料

変更なし

(滋 S,S〕

SS41

変更なし

(注S16

SSll

(注寸

SS41

外   径 厚   さ

(Elm) (llttl)

(注 日,こ,6)

9,5

(差 3,S,6)

9.5

(と3,1)

9.5

/
9,5

/
9,5

〈注3.5,6)

406.4

(注3.5,6〉

406.4

〈注3,S〉

406.4

/
406.4

/
406.4

最
‐
高使用

温  度

(℃ )

(注4〕

95

(盗 41

95

最高使用

睡  カ

(MPa)

|

くと1)

0。 98

変更な し

(注4)

と,2

く住1)

1.2

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材   料

(Iキ 上
(ユ〕サ2)

0.98 95 406.4 9.5 SS41

1次系

冷却水 ター ラ

A、  B、  C

(注2)

0,98 95 406。 4 9,5 SS41

供給母管

1次系

冷却水クーラ

A、 B、 C

分岐点

厚   さ

(lШ ll)

外   径

(醜m)

最高使用

温  度

(℃ )

名 称

1最高使用

1圧  カ

(MP4)

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

(次ページに統 く)



原子炉冷却系統施設
加圧水型発電用原子静施設に係るもの (蒸気タービン1こ係るものを除く。)にあつては次の事項
9 曇野堤韓警期 電灘i轟諭絶鍛辞曝高使用温度、外径、厚さ及び材料

・常設

ヽ
ヾ

（↓
淵
コ
時
常

畔
円
油

〕
∞
口
）
　
】
重
卵
滓

（ヾ

＼
∞
ｄ

(コnan)

材   料厚   さ

(泣 5,al

SS41

(溝 3.5,

9.5 ‖

(と 3.5,

9.5 1

(注 5,9

SS41

〈注a,

9.5

/

9.5

/
9.5

(温引

SS41

(mm)

外   径

(注 3,S,6)

406.4

(避 3,S,6)

406.4

(注 a.5'

406.4

/
406.1

/
406,4

最高使用

温  度

(℃ )

(注引

95

変更なし

(注4)

95

0。 98

(ィr引

1.2

変更な し

(注4)

1.2

最高使用

圧  カ

(MPa)

変更なし

変更な し

変 更 後

称名

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

材   料

SS41

(mm)(mm)

厚   さ外  径

9,5

(注 a)引
41406.

最高使用

温  度

(℃ )

95

(荘 2)

0.98

SS419.50,98 95

く (注 3)

406.4

最高使用

圧  カ

(MPa)

l次系

冷却水 ター ラ

A、 B、 C

供給母管

1次 系

冷却水 クーラ

A、 B、 C

分岐点

称名

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前



ヽ
当

変 更 後

材  料

SM400B

厚   さ

(饉随)

(淳 3)

9.5

/

9.5

/
812

外   径

(14譴 )

(注 3)

406.4

/

406.4

/

216.3

最高使用

温  度

(℃ )

く,111)

95

名 称

1最高使粛

1屋  々

|(MPa)

〈114〕

1,2変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

外  ・径 さ1材 料

(皿口) (m)

最高使用

温  度

(℃ )

駿高使用

匡  カ

(MPa)

名 称

く注ユl

l決系

冷却水ターラ

A、  B、 C

供給母管

と次系

冷却水クーラ

A、 B、 C

分岐点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

（↓
誉

中
常

解
〕
油

〕
ω
口
）

瀬
工
琳

牌

奮
＼
瑠
）



材  料

(皿n〉

厚   さ

(ml日 )

外  径

最高使用

温  度

(℃ )

変更なし

変丈なし

変 更 後

1最高使用

IE  カ

|(MPa)

名

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

料さ

(血 )

厚

(,la)

9,S SS41

(田 )

外   径

〔
'13)

508.0

最高使用

温  度

(℃ )

950,98

最高使用

匪  カ

(MPa)

供給母管

二次系

冷却水クーラA

分岐点

供給母管

と決系

冷却水ターラC

分岐点

(注T

変 更 前

称名

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

ヽ
４

(
ぺ
=ジ く

（↓
営

博
熱

牌
〕
沌
〕
ω
コ
）

削
工
郭

岸　
盆
＼
駕
）



Ｎ
し

変 更 後

材  料

変更なし

(江 51

SS41

厚   さ

(111:)

(注 3,5)

9,3

/
9.5

/
9.5

外   径

(mm)

(注 3,S)

508.0

/

508,0

/
406。 4

最高使用

温 .度

(℃ )

〈注1)

95

名 称

1最高使用

IE  カ

| (MPa)

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

1.2

変更なし

1.2

変 更 前

厚   さ 1材 料

(凪電)|

018)|

9.5 SS41

外 径

(回伍)

('1,3,

503.0

最高使用

温  度

(℃ )

95

最高使用

圧  カ

(1lPa)

('12)

0,98

名 称

(選■

供給母管

1次系

冷却水クーラA

分岐点

供給母管

二次系

冷却水クーラC

分岐点

オイ　
　
　
原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

（φ
筑
コ
〕
う
＝
滓
∞
油

中

∞
コ
）
　

瀬
量
郭

岸

（ｐ
へ
∞
じ



卜

、

変 更 後

材  料

変更なし

(滋 3,S〕

SS41

最高使用

温  度

(℃ )

外                       径
 |

(嗣m)   |

厚   さ

(伍凪)

(濃す (葛に3,

508.

S.6)| (泣 3,岳 ,S〕

9.595 0

最高使用

圧 カ

(Va)

変更な し

(注 4〕

ユ.2

(注4)

1.2

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料

SS41

厚   さ

(函 )

(喜3)

9.5

外  径

(1山 )

(浅 3)

503.0

駿高使用

温  度

(℃ )

95

最高使用

圧  カ

(MPa)

(法 2)

0。 98

名 称

(注 al

供給母管

1次系

冷却水クーラC

分岐点

l次系機器冷却水

母管分岐点

売てん/高圧

注入ボンプ行き

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

（♪
義
コ
∞
う
＝
滓

や
ｈ

〕

い

コ
）
　

一
垂
郭

岸

（Ｐ
＼
∞
さ



Ｎ
ド

変 更 後

材   料

変更なし

(滋 S,1

SS41

(注 S

STPT38

(,LS

SS41

厚   さ

(dttl)

(注 3,5,6)

9,5

(子 IS,S'

9.5

/

9.5

/

(津■,5)

9.5

/

/
9.5

外   径

(mm)

く注 3,5,S〕

406.4

tPl:3,5)

406.4

/
406.4

/

(注 3,5)

406.4

/

/
323.9

最高使用

温  度

(℃ )

変更なし

(注 A〕

95

最高使用

圧  カ

(MPa)

変更なし

(Pll)

1.2

(注4)

1_2

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料

SS41

厚   さ

(l:H風 )

く113)

9.5

外  径

(1阻)

くュlia)

406.4

最高使用

温  度

(℃ )

95

段高使用

匪  カ

(MPa)

くユ12)

0。 98

名 称

1次系

冷却水クーラB

樹ロライン分岐点

l次系機器冷却水

1 母管分岐点

格納容器循環

冷暖房ユニット

行き

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備 （◆

営

Ю
常

牌
〕
沌

∞
∞
コ
）
　

瀬
工
募

牌

（ミ
＼
瑠
）



憎
的

変 更 後

材  料

変更なし

(注5,6

SS41

(注 5

STPT88

厚   さ

(mm)

(法奉,316〕

9.5

(注 3.3)

9,3

/
9.5

/

外  径

(圃 )

注ヽ3,説 6)

406,4

(注 3,S)

406.4

/
406.4

/

最高使用1最高使用

圧  カ

(ⅥPa)

1温

|(℃ )

度

|

1変更なし

変更なし (注 4〕

161

( 注4)| 〔注0

1610.98

名 称

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変更なし

変 更 前

材  料

SS41

厚   さ

(口a)

(注 3)

9,S

外   径

(盟m)

(連 3)

406.4

最高使用

温  度

(℃ )

95

最高使用

圧  カ

(MPa)

(注2〕

0.98

名 称

(濃 12引

[次系機器冷却水

戻 り母管合流点

格納容器循環

冷暖房ユニンド

戻 り

Cヘッダ戻り

合流点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

（↓
誉

〕
載

μ
中
れ

〕
∞
口
）
　

れ
工
郭

騨

（∞
＼
∞
じ



ト
ト

変 更 後

材   料

変更な し

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備 変更なし

変更なし
1

(直4)|

0.98  1 95

{注 ,ヽS,

508.0

(滋3,S,

9.5

(注i

SS41

外  径 厚   さ

(耐 (m)

最高使用1最高使用

圧  力1温  度名 称

(MPa) (℃ )

変 更 前

材  料

SS41

SS41

厚   さ

｀
(lttm)

く注3)

9,S

(注 a)

915

外  径

(函 )

(注 3)

508.0

(澁31

508.0

最高使用

l屋  度

(℃ )

95

95

晟高使用

F土 カ

(MPa)

〈注2)

0.98

て注2)

0.98

名 称

(澁 11)

内部スプレ

クーラA、 B下流

レジューサ

(20X14)

l次系  、

冷却水タンク

連絡配管接続点

く注 ,■ )

1次系

冷却ホタンク

連絡配管接続点

1次系  `

冷却水ポンプ

A、 D

(ロ ライン合流点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

（◆
掛

］
載

牌
中
ｈ

Ｎ
∞
コ
）
　

瀬
」
郭

Ｐ

（ｃ
＼
駕
）



Ｎ
に
ｆ

変 更 後

材  料

変更なし

(,Itj

SS41

(注 i

SS41

厚   さ

(mm)

(と 3,5)

9.5

/
9.5

/
9,5

(注 3.5)

9.6

/
9,5

/
9.5

外  径

(mm)

(注 3,S)

508.0

/
508.0

/
503,0

(注 3.3)

508.0

″″
′″

508.O

/
406.4

最高使用

温  度

(℃ )

変更なし

(:111)

と61

(溝 4)

161

最高使用

圧  カ

(MPと )

変更なし

0,98

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材   料

SS41

厚   さ

(mI鼠 )

くド13)

9,3

外  径

(田m)

(ヤ

'3)

503.0

最高使用

温  度

(℃ )

95

駿高使用

堅  カ

(MPa)

('12)

0.98

名    称

甘ョ
|

‐
 1次 系

冷却水ポンプA

Rロ ライン合流点

と次系

冷却水ポンプD

(ロ ライン合流点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

（↓
替

時
命

μ
〕
油

∞
∞
璽
）
　

瀬
工
郭

岸

（３
＼
∞
じ



西
ヽ

変 更 後

材  料

変更なし

更なし| 変更なし

16と

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

く澁3, く澁導,S.
~(澁

S,

SS41406.4 9.5

変更なし

くれ3・

508.0

/

(滞 3,

9.5

/
0,98 161

SS41

/
406,4

/
9.5

厚   さ

(盟血)

名 称

高使用

廣

(℃ )

外   径

(口tn)

変 更 前

材  料

SS41

SS41

外  径 厚   さ

(盟閲) (nm)

i6.劇

く連 R)

9.5

五3.劇
くれ3)

9.5

最高使用

温  度

(℃ )

95

最高使用

圧  カ

(MPa)

(注 2)

0。 98

名 称

〈逆10

l次系

冷却水ポンプ

4、 B、 C、 D

(白 ライン合流粛

1次系

冷却水ポンプ

A、 B、 C、 D

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

（＋
習

Ю
増

騨
囀
ｈ

Ｎ
ω
画
）
　

瀬
こ郭

騨

（〓
＼
鶏
）



Ｎ
常

変 更 後

材  料

変更な し

変更なし (ユ1

161

変更なし

(滋5,S〕

SS41

(注島〕

SS41

厚   さ

(mm)

(滋 3.|.6)

9.6

(虚 3,お 〕

9,5

/
9.5

最高使用1最高使用|
ヽ  |

圧  力1温  度

(Pa)|(℃ )

外  径

(mm)

(注 3,S.6)

406.4

(ユ1:1)|

0。 98  1 161 く速3,

406.4

/

323。 9

名 称

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変更なし

変 更 :前

材  料

SS41

厚   さ

(邑電)

(113)

9,5

外  径

(鳳■)

(ユ13)

406。 4

最高使用

l且  度

(℃ )

95

最高使用

旺  カ

(MPa)

01:2〕

0.98

名 称

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

1次系

冷却水ポンプ

A、 B、 C、 0

1次系

冷却水ポンプ

A、 B、 C、 D

ロライン分岐

（↓
智

博
常

騨
〕
油

Ｎ
ω
コ
）
　

渤
二郭

＝

（籠
＼
駕
）



Ｎ
当

変 更 後

材  料

変更なし

(ュ rs〕

SS41

厚   さ

(諷in)

(滋と,Sl

9.5

/
9.5

/
9.5

阿・  径

(田a)

〔注3.S〕

508。 0

/
503.0

/
406.4

最高使用最高使用

温  度

(℃ )

圧 カ

(MPa)

変更なし

(ユ 14〕

161

0,98 161

変更な し

名 称

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変更なし

変 更 前

材  料

SS41

厚   さ

(mm)

(,卜 3)

9.6

外  径

(田4)

(113)

508.0

最高使用

温  度

(℃〉

95

最高使用

匪  力

(MPa)

て,12)

0.98

名    称

(澁 18〕

l次系

冷却水ポンプA

鶴ロライン分岐点

1次系

冷却水ポンプD

鶴ロライン分岐点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

（゙

誉
］
常

Ｐ
］
れ
〕
い
コ
）
　

渤
こ郭
解

（菖
＼
弩
）



Ｎ
ゃ

変 更 後

材  料

変更なし

(遊 S.6

SS41

(注 S

SS41

厚   さ

(皿 )

(注 3,6.6)

9.5

(ユ l:3.5)

9.5

/

9.5

/
9.5

外  径

(mln)

{減 3,S,S〉

508.0

(ユ
「
:3,3)

503.0

/

508.0

/

406,4

最高使用

温  度

(℃ )

変更なし

くユ1:1)

161

(速 4)

161

最高使用

圧  カ

(MPa)

変更なし

(違4)

0,98

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料

SS41

厚   さ

(mlH)

(ユ 1:3)

9.5

外  径

(mm)

(ユli3)

508.0

最・高使用

温  度

(℃ )

95

最高使用

F土   カ

(MPa)

(ユ ト2)

0,98

名 称

l次系

冷却水ポンプ

A、 D

ロライン分岐点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

t次系

冷却水クーラ

A、 C

ロライン
（↓
智

中
常

岸
博
ｈ

や
ω
口
）
　

湘
工
郭

μ

（庶
＼
∞
じ



し
持

変 更 t後

材  料

変更なし

(注 S16)

SS41

(注 5,

SS41

(注う)

SS41

軍   さ

(mHl)

(注 3,S16)

9.5

(PI:3,二 )

9.3

/
9.5

(渡 ユ,S)

9,5

/
9.5

/
9.5

外   径

(題 lt■ )

(注 3,S.6)

508.0

〔‖3,9

508.0

/
406.4

(注 3,S,

503.0

/
508.0

/
508.0

最高使用1最高使用

圧  カイ温  度

(Pa)|(℃ )

1変更′ぶし

変更なし (ユ lil)

161

(注1)

0.98

く遊4)

161

名 称

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変更なし

変 更 前

材  料

SS41

厚   さ

(IB〔n)

(ユ i:3)

9.5

外  径

(諷ln)

(注 3)

508,0

最高使用

温  I度

(℃ )

95

最高使用

匠  カ

(MPa)

てユ|:2)

0。 98

名 称

¶
二次系

冷却水クーラ

A、  C

κロライン合流点

1次系

冷却水クー ラ

B上流

レジューサ

(20X16)

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

（↓
警

博
常

砦
］
滋

〕
ω
コ
）
　

い
こ
辣

岸

（３
＼
瑠
）



●
ゝ

変 更 後

材   料

変更な し

(温 S,G

SS41

変更なし

(渡 S.S

SS41

厚   さ

(■ lal)

(注3,S,6)

9,5

(と主8,5.6〕

9.5

外   後

(Bm)

(注 $tS,6)

406.4

(溢 3Jお ,馬 )

406.4

最高使用

温  度

(℃ )

変更なし

′
(注 4〕

161

(滋 tl

161

変更なし

(注 4)

161

(滋4)

と61  _

最高使用

圧  カ

(MPa)

変更な し

(浅 4)

0.98

変更なし

(注4)

0,98

名 称

変更なし

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料

SS41

SS41

厚   さ

(画 )

(43,

9.5

(注 3)

9.5

外  径

(mll)

(雄 3)

406.4

(温 3)

406.4

最高使用

温  度

(℃ )

95

95

駿高使用

臣  カ

(MPa)

くと2)

0.98

(注2)

0.98

名

(と 21)

1次系

冷却水クーラ

A、  C

代ロライン合流点

1次 系

冷却水 クーラ

A、 C

(注″Z〕

1次系

冷却水ターラ

B上流

レジューサ

(20X16)

1次系

冷却水クーラB

原
子
炉
構
機
冷
却
設
備

（↓

営

Ю
載

牌
呻
ｈ

博

ω
四
）
　

瀬
工
郭

滓

（
示
＼

駕

）



し
Ⅳ

変 更 後

材  料

変更なし

(ユ「5,`

STPT42

(違 S

STPT42

く声S

ASTM

AR05

Cr Ⅱ

(S2SC

相 当)

厚   さ

(mm)

〈注3,5,6)

6.0

く緯3,引

8.6

(注 S〉

5,2

/
5.2

/

(れ a〕

(6.0

/
6.0

/
-)

最高使FI最高使用

圧  力1温  度

(MPa)|(℃ )

外  径

(Il剛〉

くれ3,S,S)

114,3

(注 3,

■ 4。 3

(灘 8,

く温1)|

0.98  1 95
114`3

/

114.3

/

名 称

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変更なし

変 、更 前

材  料

STPG42

外  径 犀   さ

(田 m) (mm)

M割
(滋 1)

'6.0

最高使用

温  度

(℃ )

95

最高使用

圧  力

(MPa)

〔柱2)

0.98

名 称

1次系

冷却水タンク

連絡配管接続点

井(lV-5105A、  B)

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

（↓
掛

〕
載

μ
中
ｈ

Ю
∞
コ
）

単
工
郭

μ

（葛
＼
駕
）



”
”

変 更!後

材   料

変更なし

(注 S,■

STPT42

変更なし

厚   さ

(la日1)

(注郎.5,S)

6.0

外  径

(IBm)

(注S,S,お )

114.3

最高使用

温  度

(℃ )

(注 4〕

95

最高使用

圧  カ

(Wa)

(注 41

0。 34

名 称

変更なし

原
子
炉
補
犠
冷
却
設
備

変 更 前

材  料

STPG42

STPC42

匡   さ

(nm)

(113)

6.0

(津引

9.3

外   径

(mm)

(ユ H3〕

114.3

{濠 3)

273,1

最高使用

温  度

(℃ )

95

95

駿高使用

壁  カ

(MPa)

く
'ti2)

0.34

〔注 Z〕

0。 98

名 称

(P■ 29〕

斧(lv…31oSA、 B)

1次系

冷却水タンク

て注m〕

二次系機器冷却水

母管分岐点

A使用済燃料

ピットク‐ラ行き

A使用済燃料

ピットターラ

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

（↓

営

〕
常

騨

博
遜

〕

∞

コ
）

瀬
重

卵
岸

（
葛

＼

駕

）



↓
く

変 更 後

材   料

変更なし

(れ S,倒

STPT42

(注S,6

STPT88

変更なし

厚   さ

(mm)

(注 3,岳 .G〕

9.3

で温3,S,6)

9,3

外   径

(mm)

(注と,B,6)

273.1

(注 3.3.C)

267.4

最高使用

温  度

(℃ )

(注 41

95

最高使用

圧  ′カ

(MPa)

変更な し

(注 4】

1.2

(注 4)

1,2

名 称

変更な し

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

厚 さ 材 料

(lBHl)

(注 3):

9.3   STPC42

(とに3,40)

9,3

(違 10)

STPT38

くとユォ71) (蕉 ″4)

9.3 STPT3 70

(注 3,40)

9.3

(注 10)

STPT38

(〔 注3,74)

9,3 STPT370

外  径

(mm)

(津 a)

273,1

(速 3,40)

267.4

(樫 3,74)

267.4

(注 3,10,

267.4

く逮31イ4)

267.4

最高使用

温 1度

(℃ )

95

95

最高使用

圧  力

(MPa)

く注2)

0,98

(注密)

0,98

名 称

(注 患0〕

1次系機器冷却水

母管分岐点

B使用済燃料

ピットクーラ行き

B使用済燃料

ピットクーラ

供給配管分岐点

(1130〉

B使用済燃料

ピットクーラ

供給配管分岐点

B使用済燃料

ピットクーラ

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

（↓
営

時
常

牌
］
油

博
∞
コ
）
　

瀬
工
郭

牌

（帯
＼
鶏
）



〔注S,6

STPT42

〔J+S

STPT19

材  料

く注3.5)

、7:688,9

(■ 3,

(遼 Rtふ ,1,)

88,9

(滋転5,S〕

5.5

(l皿 )(脳 l出)

外 径 1厚  さ

(滋4)

95

最高使用

温  度

(℃ )

変更なし

(造 4)

21

最高使用

匡  カ

(MPa)

変更なし

1.2

(注 4)

変更なし

変 更 後

称名

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

材  料

STPG42

(mm)

厚  さ

(濃 3)

5.5

(滋 3)

88.9

(mm)

外  径

最高使用

温  、度

(℃ )

950.98

(注 2)

最高使用

匡  カ

(MPa)

B余熱除去ポンプ|

他行き

B余熱除去ポンプ

及び

内部スプレ

ポンプ室

空調装置

冷却ライン

入日配管分岐点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

称名

的
持

(次 1こ

（◆
轡

Ю
常

μ
〕
渤

博
∞
口
）
　

瀬
工
辣

滓

（選
＼
駕
）



時
』

変 更 後

材   料

(,L司

STPT42

厚   さ

(耐

(浅 8,5〕

5,5

/
5.5

/

外   径

(諷m)

(注at s〕

88,9

/
88.9

/

最高使用

温  度

(℃ )

(注■)

95

名 称

1最

1圧

高使用

カ

(MPa)

〈注引

1.2変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

外  径

|

厚  さ1材

(出 )

料

(IBIと)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  力

(MPa)

名 称

(滋 34〕

[次系機器冷却水

母管分岐点

〕余熟除去ポンプ

他行き

ユ余熱除去ポンプ

及び

内部スプレ

ポンプ室

空調装置

冷却ライン・

入日配管分岐点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

（↓
営

的
常

滓
ｕ
油

綽
ω
コ
）

瀬
二
募

騨

奮
滓＼
駕
）



”
せ

変 更 後

材  料

変更なし

(注 5,6)

STPT42

(滋 5)

STPT42

(注働

STPT42

厚   さ

(田m)

(澁 3,S,S〕

6.0

(注 3,S〕

8,6

(註 3,3)

6.0

/

/
6,0

外  径

(Im)

(選3,S,6)

114,3

(淳 3,5)

と14.3

(注 0,S)

■4.3

/

/
114.3

最高使用

温  度

(℃ )

(選 1)

95

名 称

最高使用

1圧  カ

(MPa)

更 な

(注 1)

1,2

原
子
炉
構
機
冷
却
設
備

変更なし

変 更 前

厚  さ材  料

(■ m)

(連 a)

6.0 STPC42

外   径

(lm)

(注 3)

114.3

最高使用

l風  度

(℃ )

95

最高使用

匠  カ

(MPa)

〈注2)

0.98

名 称

く注361

1次系機器冷却水

母管分岐点

充てん/高圧

注入ポンプ行き

充てん/高圧

注入ポンプ室

B空調装置冷却

ライン分岐点

原
子
炉
補
機
冷
却―
設
備

（◆
営
時
■

岸
博
湧

Ю
∞
コ
）
　

瀬
二郭

岸

（遥
＼
０
じ



変 更 後

材   料

変更なし

(と S,d

ASTM

A10S

Gr■

(S25C

相当)

(亨 ISI

ASTM

A105

Gr Ⅱ

(S25C

相当)

厚   さ

(側m)

(注 S,6)

(最小)

6.0

〔患制

(6.0)

(,118,

4.8

/
(最小)

6.0

(造 8)

(5,5

/
6.0)

外  径

(mm)

(注 3J S.6)

(差 し込み

部の内容.)

61.1

くP13,S'

38,9

/

(差し込み

部の内径)

61,1

最高使用

温  度

(℃ )

(デ ti4)

95

最

圧

高使用

名 称 カ

(MPa )

変更なし

(注 1)

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

厚  さ材  料

(mm)

(滝 3)|

3.9   STPG42

外   径

(mm)

(注a)

60.3

最高使用

温  度

(℃ )

つ5

最高使用

圧  カ

(MPa)

(注ゼ)

0.98

名 称

(注 38)

ユ余熱除去ポンプ

及び

内部スプレ

ポンプ室

空調装置

冷却ライン

ト入 日配管

分岐点

B余熱除去ポンプ

冷却ライン

分岐点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

時
弩

（↓
轡

時
常

μ
や
油

田
“
コ
）
　

瀬
工
漂

牌

（謡
＼
駕
）

(次ページに続 く)



皓
⇔

変 更 後

最高使用

温  度

(℃ )

外

|

径 1厚 さ 材 料

(盟m) ([Ela)

(注8,Sl く注$

(最小 )

6.0

/(差 し躙

61,1

/
/

(最小)

6,0

(注 3

(6,0

/

(注 う)

ASTM

A105

Gr H

(S25C

相 当)

95

(差 し込郭

6 1. 1

/
6.0)

最高使用

臣  カ

(MPa)

(臆 4)

1.2

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料外  径 厚   さ

(mm) (mm)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

臣  カ

(MPa)

名 称

B⌒學除基ポ:弥
及び   |

内部スプレ

ポンプ室

空調装置

冷却ライン

入日配管

分岐点

B余熱除去ポンプ

冷却テイン

分岐点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備 （↓

誉

∞
常

岸
慟
ｈ

い
０

コ
）
　

瀬
二
募

牌

（褪
＼
Ｒ
）



(注 Si 8)

ASTH

A106

Crエ

(S25C

相 当)

(注 S,6)

ASTM

A105

Gr■

(S25C

相 当)

材  料

(注 S,6)

(5.5)

5.5

(最小)

(滋 3)

(注 5,6)

(最小)

4.0

(410)

(注ユ)

(m[a)

厚   さ

(注3,S,S〕

(差 し込み

部の内偽

48,7

(江 3,5,6)

(差 し込み

部の丙径)

21,7

(Blm)

外   径

(滋 4)

95

最高使用

温 ′ 度

(℃ )

変更なし

更な し

1 1.2

変更なし

(注 4)

1変

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 後

1最高使用

1圧  カ

(MPa)

称名

剤
(注 3)|

3.7  iンSTPG42

‘

材 料さ

(亀m)

厚

(阻〉

外  径

〔注3,10)   (注 ■0)

2.8  i STPG42だYI

最高使用

温  度

(℃ )

95

く,tB

O.98

最高使用

圧  カ

(MPa)

B余熱除去ポンプ

冷芸pラ イン

分岐点

B余熱除去ポンプ

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

称名

Ａ
釣

（↓
智

呻
載

牌
Ｎ
遜

〕
∞
コ
）
　

瀬
工
郭

岸

（博
ｕ
＼
駕

）

ペ ー



変 更 後

財  料

〔注働

ASTM

A105

Gr I

(S2SC

相当)

厚   さ

(側lB)

(速 S,

(最小 )

4,0

/
(最小)

4,0

(滋3)

(4.0

/
4.0)

外   径

(担盟)

(選出,3)

(穴径 )

15.4

/
(穴径)

15,4

最高使用

l且  度

(℃ )

('1■ )

95

名

1最高使用

称  1圧  カ

| (MPa)

(,11〕

1.2変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

外   径 厚  さ材  料

(甑m) (盤題1)

最高使用

l且  度

(℃ )

名 称

最高使用

1圧  カ

(MPa)

(注3α

ユ余熱除去ポンプ

冷却ライン

分岐点  、

〕余熟除去ボンプ

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

く
＼

(次ベージに続く)

（◆

誉

弾
令

滓

Ｎ
れ

中

∝

コ
）
　

瀬
黒
郭

牌

（
誤

＼

駕

）



く
”

(次 に

材 ′料

(滋 SI

ASTM

A105

Cr■

(S25C

相当)

〈滋3)

(最小 )

St 5

/
(最小)

5.5

(江3)

(5.5

/
5.5)

(mm)

厚   さ

(田 ll)

外   径

〔注3.5)

(穴径 )

40.5

/
(穴径)

40.6

最高使用

温  度

(℃ )

(,と 0

95

く
'1:1)

1,2変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 後

1臣  カ

|(MPa)

称名

1最高使用

厚  ぎ材 料

(B皿)(幽 )

外  径

最高使用

温  度

(■ )

ユ余熱除去ポンプ

冷却ライン

分岐点

B余熱除去ポンプ

(連 39)

変 更 前

1最高使用

1圧  力

|(MPa)

称名

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

（↓
営

］
常

牌
〕
ｈ
∞
∞
コ
）
　

瀬
磯
郭

岸

（埓
＼
駕
）



注

変 更 後

材  料

(連第|

ASTH

A105

Gr H

(S25C

相当)

外 径 1厚 さ

(コa) (田m)

て滋S,3】 (注 S)

(最小 )

5.5

/

/
(最小)

5.5

ン
(歳3)

(5.5

/

/

/

(差 し込み

部の内径)

48,7

/

S 5)

最高使用

温  度

(℃ )

t洋■)

95

晟萬使用

匠  カ

(MPa)

く悔4)

1.2

名 称

変更な し

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料外  径 厚   さ

(勘 ) (団B)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  カ

(MPa)

名 称

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

ポ ン

冷却ライン

分岐点

熱除去ポンプ
ｋ
◆
営

中
載

μ
〕
滋
Ｎ
∝
コ
）
　

瀬
二
郭

Ｐ

（Ю
∞
＼
∞
じ



変 更 後

最高使用

温  度

(℃ )

外  径 1厚 さ 材 料

(HIn) (llttll)

変更なし

(注 3,S〕    (注 3,S'

くれ4)

95
114,3

/

88.9

6.0

/
5.5

(注 5

STPT42

農高使用

臣  カ

(MPa)

変更なし

(滋 4)

1.2

く注4)

1.2

名 称

変更な し
｀

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料

STPG42

厚   さ

(mm)

(溝3)

5:5

外  径

(mm)

く滋3)

88.9

最高使用

温  度

(℃ )

95

最高使用

圧  力

(MPa)

〔注2)

0。 98

名 称

〈性47】

充てん/高圧

注入ポンプ室

B空調装置冷却

ライン分岐点

B充てん/高圧

注入ポンプ入口

分岐点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

い
く

(次ページに続く) （↓
営

〕
増

岸
呻
滋

〕
∞
コ
）
　

瀬
こ
郭

岸

（囀
Φ
＼
駕
）



今
」
ｒ

変 更 後

↓オ  料

〔注 5〕

ASTM

A105

Grエ

(S25C

相当)

,早  さ

(皿皿)

《濫3)

4.8

/

/
(最小)

6.0

(注 3)

(5,5

/‐

/
6.0)

外   径

(題m)

〔産3.5〕

38.9

/

/

(差し込み

部の内径)

01.1

最高使用

温  度

(℃ )

(遠 4'

95

1最 高使用

1圧  カ

|(MPa)

名 称

(渡 4)

1.2変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

外  径 厚 さ1材  料

(田a) (阻m)

最高使用

温  度

(℃ )

1最高使用

名 称 1圧 力

| (MPa)

てと4'〉

充てん/高圧

注入ポンプ室

B空調装置冷却

ライン分岐点

B充てん/高圧

注八ポンプ入 回

分岐点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

（↓
営

Ｎ
常

牌
Ｎ
滋
］
ω
コ
）

瀬
転
郭

牌

ａ
⇔
＼
鶏
）



変 更 後

材   料

変更なし

(注 5,t

STPT37C

1■ S

AST舶

A105

Gr Ⅱ

(S25C

相 当)

外  径 1厚  さ

(dtta)|(mla)

(連 3,S,

60.3

6)| くと3,S,も ,

3.9

(速鵠,お)|  (注 S,硝〉

(差し込み (最小)

部の内径)

61,1 6.0

(ユ主3)

(6,0)

最高使用

温  度

(℃ )

(11:4〕

95

最高使用

圧  カ

(XCPa)

変更なし

(注 ll

l.2

(ユ 1:4)

1,2

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材   料

STPG42

厚| さ

(阻m)

(注 a)

3.9

外   径

(mm)

(注 3)

60.3

最高使用

温  度

(℃ )

95

最高使用

圧  カ

(MPa)

(注 2)

0,98

名 称

(注 48)

8充 てん/高圧

注入ポンプ入 日

分岐点

B充てん/高圧

注入ポンプ

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

々
麒

(次ベージに続 く)

（↓
鵠
コ
Ю
増

洋
〕
滋
∞
∞
コ
）
　
憫
尋
卵
牌

（盟
＼
∞
じ



若
）

変 更 後

最高使用

温  度

(℃ )

外 径博
(hm)|(置 n)

さ材 料

〔注と

'

(最小 )(差 し

6111

/
6.1

/
(最小)(差

95
(ユIS〕

S25C

61.1   6.1

/ 1/
(差 し込み (最小)

61.1  _6.1

最高使用

匠  カ

(ra)

(注4)

1_2

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料外  径 厚   さ

(Ш) (口田)

邑
高
:身|

(MPa)|

最高使用

温  度

(℃ )

名 称

〔注4al

B充てん/高圧

注入ポンプ八日

分岐点

お充てん/高圧

注入ポンプ

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

（◆
曽

的
常

牌
Ю
滋

］
ω
コ
）
　

遭
郭

岸

（認
＼
駕
）



(注 3.0

STPT370

STPT370

材  料

くれ3,5,6)

3.960.3

(れ 3,

(注3)

560.

/

3.9

/

/
8i9

60,'3

/

さ外

(lBlla) (mm)

径 1厚

く注4)

9S

最高使用

温  度

(℃ )

0。 98

(注こ〉

変更なし

最高使用

圧  カ

(MPa)

変更な し

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 後

称名材  料

STPC42

(mm)

厚   さ

〈ユ13〕

3.960,3

〈注3)

(mm)

外  径

95

最高使用

温  度

(℃ )

〈注2'

0,98

最高使用

匠  カ

(MPa)

C充てん/高圧

注入ポンプ

冷却水入 日配管
′
合流点

C充 てん/高圧

津入ポンプ

(注 48)

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

称名

ド
常

(次ベー に続 く)

（⇒
誉

∞
常

μ
Ю
油

呻
ω
コ
）
　

翌
一郭

岸

（け
∞
＼
∞
じ



ｒ
ｓ

変 更 後

材  料

(ユlS

S25C

最高使用

温  度

(℃ )

外

|

径 1厚 さ

(mla) (1皿 1)

(注 3, (滋5)

(最小)

61.1 6.1

95

/1/
(差し込葛 (最小)

61 1 6.1

/
(最小)

/

(差 し

61.1 6.I

最高使用

圧  カ

(MPa)

(注 1)

0.98

名    称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料

最高使用

温  度

(℃ )

外  径 厚   さ

(阻m) (mm)

最高使用

旺  カ

(MPa)

称

〈注18〕

C充てん/高圧

注入ポンプ

冷却水入爾配管

合流点

C充てん/高圧

注入ポンプ

原
子
炉
構
機
冷
却
設
備

（↓
営

や
常

｝
Ｎ
沌

〕
∞
爾
）
　

瀬
工郭

岸

（習
＼
駕
）



変 更 後

材  料

変更なし

(と3,S,

60.3

(逮 3,S,

・3.9

(虚 S】

STPT370

(盗 S,

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

(差 (最小)

61.1

/

6.1

/
(最小)

変更なし

0。 98 95
(差

S25C

6と ,1

/
6.1

/
(最小)(差

61.よ 6,1

厚   さ

(閣m)

外   径

(馳電)

最高使用

温  度

(℃ )

1最高使用

名 称 1圧

|(MPa)

カ

変 更 前

最高使用

温  度

(℃ )

1材 料

16“引
(注 3)|

95 3.9  i STPC42

最高使用

臣  カ

(MPa)

(注21

0,98

称

(注50)

C充てん/高圧

注入ポンプ

C充てん/高圧

注入ポンプ

出日配管

分岐点

原
子
炉
補
様
冷
却
設
備

な

（↓
替

Ｎ
常

翠
〕
油

〕
∞
コ
）

コ
こ郭

牌

（誤
＼
瑠
）

(次ページに続 く)



登

変 更 後

最高使用

温  度

(℃ )

1厚外  径 さ 材  料

(m) (mm)

て逮a,S舛    (滋 S〕

(差し込み (最小 )

61.1

/

6。 と

/
(注 51

S25C95

(差

/
(最小)

内径)

61.1 6.と

最高使用

圧  カ

(MPa)、

(111)

0.98

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料厚   さ

(LⅥ )

外  径

(理 )

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  力

(MPa)

名 称

(工80)

C充てん/高圧

注入ポンプ

C充てん/高圧

注入ポンプ

出日配管

分岐点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

（↓
営

中
常

牌
中
油

〕
∞
コ
）
　

瀬
二
辣

牌

（器
＼
駕
）



鵞

変 更 後

材  料

変更なし

(産 5〕

STPT370

STPT370

外  径 1厚‐ さ

(譴n)|(IluB)

くれ3.6)| 〈i3.も〕

5.5

/
8 3. 9

/

/ /
3.960. 3

(注 3)| (注 3,

516

/
88. 9

/

/ /
34960. 5

最高使用

温  度

(℃ )

(江 1)

95

最高使用

E  力

(MPa)

〔注 1)

0,98

名 称

変更な し

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材   料

STPG42

厚   さ

(mm)

(津 3)

5,5

外  径

(llm)、

(ユ■3)

83.9

駿高使用

l盈  度

(℃ )

95

最高使用

臣  カ

(MPa)

(洋2)

0。 98

名 称

(IFSt

C充てん/高圧

注入ポンプ

出日配管

分岐点

C充てん/高圧

注入ポンプ

冷却水

出日配管

分岐点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

（◆
誉

∞
常

騨
閂
通

や
”
コ
）

輌
工
郭

解

（駕
＼
弩
）



変 更 後

材  料

変更なし

変更なし

(注 5,6

STPT42

厚   さ

(lllal)

(‖(3,S,4)

9.5

外  径

(mm)

(ユ13,S.61

323.9

最高使用

温  度

(℃ )

変更なし

(注 可

95

(注狙〕

95

最高使用

圧  カ

(MPa)

変更な し

くとll

1.2

(れ 4)

1.2

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材   料

(ギ!140,

STPG42

STPC42

(注 7S〕

STPC410

STPG42

外  径
I軍  さ

(m議)|(alm)

(IIれ ,■O)| (ユト3,40)

48.3 3.7

(連 Я〉|   ヽ
(注 3)

60。 3 1  ・3.9

(注 3. 75)| (遊 3,7S〕

3,960。 3

(澁 3)| (雄 31

9.5323.9

最高使用

温  度

(℃ )

95

95

最高使用

圧  カ

(MPa)

(巌2)

0:98

(注 遇)

0.98

名 称

(注 531

計器用空気圧縮機

パ ンケ~ジ

1次 系機器冷却水

戻り母管合流点

計器用空気圧縮構

パ ッケージより

ヽ_   (注 S引

[次系機器冷却水

母管分岐点

格納容器循環

冷暖房ユニッ ト

行き

弁 (lMOV-5160A)

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

工事計画本文 (原規規発第 1606104号 平成 28年 6月 10日  認可)

純

（↓
営

博
常

岸
や
流

囀
∞
コ
）

瀬
二
郭

牌

（認
＼
駕
）



変 更 後

材 、 料

変更なし

1 2 98 変更な し

変更なし

変更なし

外  径 厚 さ

(画 ) 価 )

最高使用

温  度

(℃ )

名    称

1最
高使用

1監ar

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料

STPC42

STPG42

STPC410

STPG42

〔注6〕

STPT42

享  さ

l剛 )

〔溝3,

3.T

1離 3)

3.9

(注 8〕

3.9

〔注3)

0.5

。
|

〔海8,

323.9

(注 8,6'

9,5

外  径

ω

〔注3)

48.3

(注3)

60.3

(造 3〕

60,3

(注 3〕

323.9

最高使用

二  度

(℃ )

95

95

(注4)

95

く産0

95

最高使用

医  カ

(XPa)

0.98

0,98

く注4)

1.2

(注増l

1.2

名    称

計器用空気圧縮擦

|パ ッケージ

l次系機器冷却水

戻り母管合流点

計器用空気圧縮樹

|パ ッケージより

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

l次系機器冷却水

母管分岐点

格納容器篠環

冷曖房ユニット

行き

,

I

I

弁 (1円V-5160A)

工事計画本文 (関原発第 121号 平成 30年 5月 24日
｀
にて軽微変更届出)

黎

（◆
轡

的
常

ド
】
れ
い
ω
壺
）
　

濃
機
辣

牌

（毬
＼
駕
）



昇

変 更 後

材  料

変更なし

変更なし

くキ1!S,S)

STPT42

(注 働

STPT42

厚   さ

(m)

(ユ !i3.う .6)

9.5

(注 3,5)

9.5

/

/
9.5

外   径

(mm)

(,li3,316〕

323.9

(注 8.S)

323.9

/

/
323.9

最高使用

温  度

(℃ )

(注 4]

188

(府 4)

138

最高使用

圧  カ

(MPa)

(津 4)

1.2

(注4)

l.2

名 称

変!更 なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変更なし

変 更 前

材  料

STPG42

STPG42

厚   さ

(llm)

(注 3)

9.5

(泣 3)

9,5

外   径

(llun)

く洋 3)

323:9

くれ3)

323.9

最高使用

温  度

(℃ )

95

95

最高使用

圧  カ

(MPa)

(滞 2)

0,98

(注密〕

0,98

名 称

(澁 54)

弁 (lMOV-5160A)

格納容器貫通都

PEN常256

(温 54'

格納容器貫通部

PEド#256

格納容器貫通部

PEN#256

下流分岐点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

（
か
転
コ
〕
凸
叫
解

］
油

呻

ω

コ
）
　

調
垂
郭

牌

（卜
Ｐ
＼
∞
じ



変 更 後

材  料

変更なし

(れ 5,6)

STPT42

(注 劇

STPT42

(澁5)

STPT42

犀   さ

(mm)

くれSt S,G」

7.l

(注 8,S)

7.1

/
6.0

(底争IS〕

9.5

/
7。 と

外  径

(mm)

くれ3.5,δ〕

168,3

(注色j鵠

163.3

/

114.3

〔遠3,S〕

323.9

/
168.3

最高使用

温  度

(℃ )

(歳 4〕

138

離高使用

圧  カ

(MPa)

(注0

1,2

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料

STPC42

外  径 厚   さ

(阻閣 ) (阻m)

逮i引

(滋 1)

高使用

度

(℃〉

剤 95

名 称

〔と55,

格納容器貫通都

PEN帯256

下流分岐点

A格納容器循乗

冷暖房ユニッ ト

入ロライン

/ジ ューサ (6X4)

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

告
鶴

(次ベージに続 く)

（↓
掛

博
増

牌
〕
温

中
∞
コ
）
　

瀬
二
郭

滓

（歳
＼
駕
）



変 更 後

材   料

(注 3〕

STPT42

厚   さ

(mm)

(止 3.5)

7.1

/
7.l

/
7.1

外  径

(腹 lHl)

(と缶S〕

168.3

/

16813

/

168,3

最高使用1最高使用

圧  力1温  度

徹Pa)― (℃ )

(注 4メ (注 4'

1381.2

名 称

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変更なし

変 更 前

財  料厚   さ

(創m)

外  径

(mm)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

旺  カ

(MPa)

名 称

(と SS

格納容器貫通部

PE 'ヽ#256

下流分岐点

A格納容器編環

冷暖房ユニント

入ロライン

レジューサ (6X4)

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

ら
せ

（◆
誉

Ю
令

〕
や
れ

Ｎ
“
コ
）
　

瀬
」
郭

μ

（亀
＼
駕
）



材   料

〈龍S`S〕

S■PT42

(注 5,

ASTM

A105

Grエ

(S25C

相当)

(■ llは)(田Жl)

厚   さ外  径

1

(流 3,S.6〕

6.0

(注 3,S,

114,3

(滋う1

5.2

/
(最小)

6.0

〈遊31

(6.0

/
6.0)

114.3

/
(差 し込み

部の内径)

61,1

(注 3.品 )

変更なし

最高使用

温  度

(℃ )

(注 1'

1381,2

く注4)

最高使用

圧  カ

(ra)

変 更 後

称名

変更なし
冷
却
設
備

原
子
炉
補
機

材  料

(mm)

F早   さ

(■m)

外  径

最高使用

温  度

(℃ )

6.0H4.30,98 STPG4295/

最高使用

圧  カ

(MPa)

A格納容器循環

冷暖房ユニ ッ ト

入 ロライン

/ジ ューサ (6X4)

A格納容器循環

冷暖房ユニット

入ロライン上流

/ジ ューサ (4X2)

及ぴ分岐点

(盗誦 〕

変 更 前

称名

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

韓

(次ベージに続 く

（↓
譜

時
載

岸
〕
れ

時
い
亜
）
　

削
」
郭

岸

（島
＼
駕
）



変 更 後

材  料

(注 S〕

STPT42

厚   さ

(品m)

(と 3,3)

6.0

/

6,0

/
6.0

外   径

(mill)

(澁3.5)

114.3

/
ユ14.B

/
l14.3

最高使用

匠  力

(Va)

1最高使用

度

(℃ )

1温

く温4) (滋■)

1,2 138

名 称

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変更な し

変 更 前

材  料厚   さ

(mm)

最高使用

圧  カ

(MPa)

名 称

(とく,6)

A格納容器循環

冷暖房ユニント

入ロライン

/ジューサ (6X4)

A格納容器循乗

冷暖房ユニント

入ロライン上流

/ジ ユーサ (4X2)

及び分岐点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

亀

(次ページに続く)

（◆
掛

Ｎ
常

ド
〕
油

Ю
ω
瓢
）
　

憫
二
郭

Ｐ

（点
＼
駕
）



転
働

変 更 後

材  料

(注S)

ASTM

A105

Cr Ⅱ

(S25C

相 当 )

厚  さ

(mm)

(澁 S〉

5.2

/

5.2

/
(最小)

6.0

(避 3)

(6.0

/
6,0

/｀

6,0)

外  径

(1ェ旺ll)

(澁 3.5)

114,3

/
114.3

/
(差し込み

部の内径)

61.1

最高使用1最高使用

圧  力1温  度

(MPa)|(℃ )

(連 1) (注 1)

と381.2

名 称

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変更なし

変 更 前

材  料厚   さ

(讚 lu)

最高使用|

l駐  度

(℃ )

外  径

(歳)

段高使用

匡  カ

(MPa)

名 称

〈注前〕

A格納容器循環

冷暖房ユニント

入ロライン

/ジ ューサ (6X4)

A格納容器循乗

冷暖房ユニット

入ロライン上流

r/
|

|

ジューサ (4X2)

及び分岐点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

（↓
営

］
載

μ
］
沌

憎
ω
コ
）
　

瀬
工
募

岸

（岳
＼
駕
）



材  料

(注 事,■

ASTM

A105

Gr Ⅱ

(S25c

相当)

(m)

厚   さ

(最小)

(6.0)

(FFS,C〕

6.0

(注 31

(m11)

外  径

変更なし

(ユi3.S,S〕

(差 し勘

部の内径)

61.1

最高使用

温  度

(℃ )

138

く泣1,

1.2

(注 1)

最高使用

匡  カ

(MPa)

変更なし

変 更 後

称名

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

材  料

STPG42

(諷m)

厚  さ

3.9

(滋命〕

(m)

外  径

(注 3)

60,3

最高使用

温  度

(℃ )

950.98

(農 2)

最高使用

圧  カ

(MPa)

A格納容器循環

冷暖房ユニント

入由ライン上流

′ジュ‐サ (4X2)

及び分岐点

A格納容器循環

冷暖房ユニット

(注581

変 更 前

称名

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

ら
ヽ 次ぶ く

（↓
誉

閂
常

μ
］
油

〕
∞
口
）

翌
郭

岸

含
ω
＼
駕
）



ヽ
ド

変 更 後

材  料

(澁司

ASTM

A105 1

0r エ

(S25C

相 当)

厚   さ

(団H)

翻
6.0

/

/
(最小)

6.0

(渡 3)

(6.0

/

/
6.0)

外  径

(mm)

〔灘S,S'

61,1

/

/
(差 し湧

部の内岱

61.1

晟̂高使用

温  度

(℃ )

(注4)

138

最高使用

匡  カ

(MPa)

(注 4〉

ユ,2

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

財  料厚  さ

(Bm)

外  径

(題m)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  カ

(MPa)

名 称

て,■ 5S〕

A格納容器循環

冷崚房ユ■ ジト

入ロライン上流

/ジ ューサ(4X2)

及び分岐点

A格納容器循乗

冷暖房ユニント

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

（↓
営

］
常

μ
Ｎ
温

〕
∞
口
）
　

遭
郭

〕

（名
＼
翼
）



変 更 後

材  料

変更なし

(注∋

ASTM

A105

Gr T

(S25C

相 当)

外  径 厚   さ

|(叩 )(uユ阻)

(注 3.5〕 くれ5)

5,2

/
(最小)

6.0

(注 3)

(6.0

/
6.0)

114.3

/

(差し込み

部の禰

6と `1

最高使用 最高使用

圧 カ 温 度

(Pa) (℃ )

|

(と 4) (注 4)

1.2 161

名 称

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変更なし

変 更 前

材  料

STPC42

厚   さ

(田m)

(歳 a)

3.9

外  径

(mm)

(淳 8)

60.3

最高使用

l盈  度

(℃ )

95

最高使用

匡  カ

(MPa)

(海 2〉

0,98

名 称

(澁57‖

A格納容器循環

冷暖房ユニット

A格納容器循環

冷暖房ユニット

出ロライン上流

ジューサ (4X2)

及び合流点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

へ
”

(次ページに続く)

（↓
営

時
載

Ｐ
Ｎ
ｈ

Ю
ω
コ
）

瀬
工
郭

騨

（島
＼
駕
）



蝋
汽

変 更 後

材  料

(連 S

ASTM

A105

Gr■

(S25C

相 当)

厚   さ

(liun)

くとL3)

(最小 )

6.0

/

/
(最小)

6,0

1注 3)

(610

/

/
6,0)

外  径

(llun)

(注 3.5)

(差し込み

部のおl各0
61.1

/

/

(差 し込み

部の内径)

61.1

来 称

最
‐
高使用1最高使用

圧  力1温  度

(Va)|(℃ )

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

(注 4〉 |

変更なし lⅢ 2 161

変 更 前

材  料厚   さ

(阻m)

最高使用

温  度

(℃ )

外  径

(llull)

最高使用

臣  カ

(MPa)

名 称

(注 37)

A格納容器循環

冷暖房ユニント

A格納容器循環

冷暖房■ニット

出ロライン上流

/ジューサ (4X2)

及び合流点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

（↓
誉

〕
常

μ
〕
沌

〕
ω
コ
）
　

瀬
工
郭

牌

（懲
＼
駕
）



変 更‐後

材  料

変更な し

(注 ,ヽS'

STPT42

(産 5)

STPT38

(連 5)

STPT42

厚   さ

(■ lm)

(建 3,i,n〕

6.0

(注 3,S)

6.0

/
5.5

(と 3.S〕

7.1

/
6.0

外  径

(剛)

(注 at馬 .命 )

l14.3

(注 3,S〉

114.3

/
89.1

(性 3.5)

168,3

/

114.3

最高使用

圧  カ

(ra)

1最高使用

1温  度

|(℃ )

(注 4)| (注 4)

1.2 161

名 称

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変更な し

変 更 前

材  料

〈遠40)

STPT38

STPC42

外  径 厚   さ

(ぼlm) (1ュ肛l)

(遠 れ,

89.11
(震 3,10'

5.5

測
(注 3)

6.0

最高使用

温  度

(℃ )

95

最高使用

圧  カ

(MPa)

ti2)

0.98

名 称

(■ 50)

略 納容器循環

冷暖房ユニット

出ロライン上流

/ジューサ (4X2)

確 納容器循乗

冷暖房ユニ ント

出ロライン下流

/ジ ューサ (6X4)

及び合流点

原
子
炉
箱
機
冷
却
設
備4

(次べ‐ジに続く)

（奇
営

Ｎ
令

滓
呻
湧

ω
ω
コ
）

讚
二
鶉

牌

（圏
＼
駕
）



変 更 後

材  料

(注 S〕

STPT4τ

厚   さ

(:llHl)

(述 3.引

6.0

/
6.0

/
6.0

外  径

(mlll)

(雄 3(5〕

114.3

/
114,3

/
114,3

最高使用

温  度

(℃ )

(澁 ll

161

最高使用

圧  力

(MPa)

(注4)

1.2

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料外  径 厚   さ

(mm〉 (口 la)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

匠  カ

(MPa)

名

〈澁5,〕

A格納容器循環

冷暖房ユニット

出ロライン上流

/ジ ューサ (4× 2)

A格納容器循彙

冷暖房ユニント

出ロライン下流

/ジ ューサ(6X4)

及び合流点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

銚
蔀

(次ページに続 く)

（
↓

営

呻
増

Ｐ

中
ｈ

Ｎ

ω

コ
）
　

瀬
工
郭

牌

（盟

＼

駕

）



気
Ч

変 更 後

材   料

〔れt

ASTM

A105

Cr n

(S25C

相 当 )

厚   さ

(皿m)

(澁 S)

5.2

/
5,2

/
(最小)

6.0

(注 3)

(6.0

/
6.0

/
6.0)

名 称

最高使用1最高使用

圧  力 1浪  度 外   径

(MPa)|(℃ ) (mdl)

(注と,

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

(注 1) (遊1)

.114.3

/

114.3

/
(差し込

変更なし 1,2 161

61.1

変 更 前

材  料ホ  径 厚   さ

(酎m) (Hm)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  カ

(MPa)

名 称

(選 50】

A格納容器循環

冷暖房ユニント

出ロライン上流

/ジューサ (4X2)

A格納容器循環

冷暖房ユニット

出ロライン下流

/ジューサ (6X4)

及び合流点

原
子
炉
補
犠
冷
却
設
備

（◆
替
〕
常

牌
〕
滋
Ｎ
い
コ
）
　

箪
工郭
ド

（驚
＼
駕
）



STPT42

(■ 5)

(■ S.6)

STPT42

STPT42

(注5)

材   料

t由 9,5)

7.1

/
7.1

/
7.1

(注 3,5,6)

7.1

(連 3,S)

9。 5

/
7,1

(m■ l)

厚   さ

(速 3,3)

168,3

/
168.3

/
168,3

変更なし

(江 3,S,a)

168,3

(滋 3,S)

323.O

/
168.3

(団m)

外  径

最高使用

温  度

(℃ )

161

(連4)(選 1)

1.2

最高使用

圧  力

(MPa)

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 後

称名材  料

(nla)

厚   さ

(■ml)

外  径

最高使用

温  度

(℃デ

(澁 窟〕

168.3950.98 STPG427.1

最高使用

匡  力

(MPa)

A格納容器循環

冷日羨房ユニント

出ロライン下流

/ジューサ(6X4)

格納容器真通部

PEN#257

上流合流点

判

変 更 前

称名

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備導

(次ペー に約慧く

（↓
蛸
コ
囀
常

岸
囀
油
Ю
ω
コ
）
　
瀬
曇
ｒ

　
（繋
＼
瑠
）



ヽ
ヽ

変 更 後

材   料

(注 S〕

STPT42

(注 5)

STPT42

厚   さ

(1田 l)

〔産3,5,

7.l

/

7.1

/
6.0

(と 3,0)

7Ⅲ l

/

/
7.1

外  径

(田ll)

〔虚 9.5,

168.3

/
168:3

‐

/

114.3

(注 と,5)

168.3

/

/
163.3

最高使用

温  度

(℃〉

(れ 4)

161

最高使用

圧  カ

(MPa)

(権 t〕

1.2

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料外  径 厚   さ

(日BI) (Hm)

段高使用

温  度

(℃ )

最高使用

臣  カ

(MPa)

名 称

購 納容器循環

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

ニツト

出ロライ ン下流

ューサ(6X

格納容器貫通部

PEN#257

上流合流点
（↓
普

博
常

＝
Ю
瀬

〕
∝
コ
）
　

削
工
郭

解

（無
＼
駕
）



）
α

変 更 後

材  料

変更なし

(注 〕ヽ

STPT42

(注 S16

STPT42

厚   さ

(Dm)

(イ13,S〕

9.5

/

/
9.5

(養 a,5,6)

9_5

外   径

(lllill)

(維 8,S,

323.9

/

/
323.9

(注 3,お ,6)

323,9

最高使用1最高使用

旺  カ

(Wa)

イ温  度

|(℃ )

(こ4' (と4)

1611.2

(ユr4) (注 1)

1611,2

名 称

原
子
炉

範
機
冷
却
設
備

変更なし

変更なし

変 更 前

材  料

STPG42

外  径 厚   さ

(mH) (mm)

剤
(産a)

9.5

最高使用

温  度

(℃ )

95

最高使用

匠  カ

(MPa)

(甚 2)

0.98

,名 称

(,と Sl〕

格納容器貫通都

PEド祥257

上流合流点

格納容器貫通部

PaN帯257

(注 61〕

格納容器貫通部

PEN尊 257

弁 (lMOW… 3160B)

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

（↓
営

や
常

岸
〕
通

〕
∞
コ
）
　

削
霊
郭

岸

（制
＼
駕
）



変 更 後

材   料

変更な し

(と 6.6

STPT42

(芋IS

STPT42

厚   さ

(lnl魔 )

(注 3,S,S,

9.5

(連 3,ら l

9.5

/
8.2

外  径

(lala)

(注 S,S,S,

323.9

(濃 1,S〕

323.9

/
219,1

最高使用1最高使用

睡  力 1温  度

(ⅥPa).(℃ )

変更なし

(flil)

161

変更なし

(,14) (|卜 1〕

0,98 161

名 称

原
子
炉
補
機
冷
却
識
備

変更なし

変 更 前

材  料

STPC42

厚   さ

(mm)

(,li3)

9.5

外   径

(範m)

(113)

323.9

最高使用

温  度

(℃ )

95

晟高使用

圧  カ

(MPa)

くユ112)

0,98

名 称

(よ01

弁 (lMOV-51603)

[次系機器冷却水

戻 り母管合流点

格納容器循環

冷崚房ユニット

戻 り

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

や
＼

(次ページに続 く)

工事計画本文 (原規規発第 1606104号 平成 28年 6月 10日 認可)

（↓
誉

］
常

岸
中
油

］
∞
コ
）
　

測
黒郭

牌

（駅
＼
駕
）



変 更 後

材  料

変更なし

STPT370

(注 S,S

STPT42

(注d

STPT370

STPT370

厚  さ

(錮 Hl)

(湾 3)

9.5

(注 R.5,6)

9.3

〈れ3,S〕

9.5

(注 3)

9.5

/

9.5

/
8.2

外  径

(Πlm)

(注 31

323.9

く滋3)う ,6)

323.9

くれ3,6)

323.9

(温 3)

323.9

/

323.9

/
216.3

最高使用 1最

圧  力 1温

(Pa)

高使用

渡

(℃ )

変更なし1変 更なし

1 2 161

(注 4) 〔趣 4)

1.2.  1  161

名 称

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変更なし

変 更 前

材  料

STPC42

厚   さ

(剛)

(湾 3)

9.5

外  径

(IIB:)

(注 3)

323.9

最高使用

温  度

(篭 )

95

最高使用

圧  カ

(MPa)

(注 2)

0.98

名 称

(注 Sけ

夢卜(lMOV-5160B)

L次系機器冷却水

戻 り母管合流点

格納容器循環

冷暖房ユニ ッ ト

戻 り

原
子
炉
補 .

機 .

冷
却
設
備

I事計画本文 (原規規発第 1606104号 平成 28年 6月 10日 認可)

や
僧

（↓
誉

〕
常

■
ｗ
ｈ

〕
∞
コ
）
　

削
二
郭

Ｐ

（駕
＼
駕
）



材  料

(m)耐

厚   さ外  径

変更なし

最高使用

温  度

(℃ )

(滋司

161

最高使用

睡  カ

(HPa)

変更なし

変更なし

変 更 後

名    務

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

|

材  料

STPG42

(違Gl

STPT42

STPT42

(注司

9,S

/
3,2

(田)

厚   さ

9,5

(雄31

(注3.61

e,5

(H田)

外  径

〔連a)

323.9

く歯a,al

323.9

て歳働

323,9

/
219.1

95

(逮41

161

t滋 4〕

161

最高使用

ユ良  度

(℃ )

最高使用

正  カ

(MPa)

0。 98

〔注t〕

0.98

弱卜(lJOV-5160B)

1決系機器冷却水

戻り母管合崎点

格納容器循祭

冷崚房ユエント

戻り

変 更 前

称名

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

工事計画本文 (関原発第 121号 平成 30年 5月 24日  にて軽微変更届出)

博

(次ベージに く)

（◆
営

］
常

騨
Ю
瓶

〕
∞
コ
）
　

瀬
歳
郭

牌

（銀
∞
＼
瑠
）



変 更 後

材  料

変更なし

変更なし

外  径 厚   さ

(嗣n) (皿孤)

度

(MPa) (℃ )

t滋 4油 (注 1〕

16と1.2

名 称

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変更なし

変 更 前

材  料

STPC42

STPT370

〈注61

STPr42

(逮 61

STP13?C

STPT370

外  径 厚   さ

(Em) (耐

323,9 9.5
0.98 95

1.2 161
323.9 9.5

弁 (lMOV-5160B)

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

t雄 3Ⅲ

323.9

く注8,

9.5と次系機器冷却水

戻り母管合流点

格納容器循乗

冷媛房ユエント

戻り

〔濠鶴

323.9

く注3,

9.5

(滋1)

1.2 161 323,9

/
32319

/
218.3

9.5

/
9.5

/
8.2

名 称

―工事計画本文 (関原発第 121号 平成 30年 5月 24日  にて軽微変更届出)

や
資

（↓
営

憫
＝

滓
］
れ

Ｎ
ω
団
）

讚
工
郭

岸

（懇
＼
瑠
）



材   料

(am)

厚    さ

(mm)

外   径

最高使用

温  度

(℃ )

SS41

変更なし

0.7

変更なし

(注 31(注 3・

40

12.7

/

/
12.7

914.4

/

/
762.0

変 更 後

1最高使用

1圧  力

| (MPa)

称名

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

(口m)

厚  さ材  料

12,7 SS41

(注 3)

(mm)

外   径

914.4

(注 3)

最高使用

温  度

(℃ )

400,7

く注か

最高使用

匡  カ

(MPa)

中間建屋入口

A、 B系

海水供給母管A

ヘ ンダ

レジューサ

(36X30)

及 び

海水供給母管B

ヘツダ

分岐点

(注 6■

変 更 前

称名

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

工事計画本文 (原規規発第 1606104号 平成 28年 6月 10日 認可)

ギ

(次 ベー とこ く

（↓
誉

］
常

牌
〕
通

囀
ω
Ш
）
　

】
工
郭

μ

（Ｏ
ｏ
＼
∞
じ



変 更 後

材  料

変更なし

(注 S,a)

SSll

(注 Sう

SS41

(と S〕

SS41

外 径 1厚 さ

(mm) (dB11)

(注 3,5,6)

12,7

くと3.

914.4

/

762.0

S) (注 3.5)

12.イ

/
12.7

〈注3, 5) (注 a、 3)

12.?

/
12.7

/

9 1 4. 4

/

9 14. 4

/

(と3.5,6)

914.4

最高使用

温  度

(℃ )

(江 41

40

最高使用

圧  力

(Pa)

変更なし

(温 1)

1,2

(ユ■4)

1.2

名 称

変更な し

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料

SS41

「
早  さ

(mm)

(注 3)

12,7

外   径

(mm)

(注 3)

914.4

最
‐
高使用

温  度

(℃ )

40

最高使用

匡  カ

(MPa)

(注 2)

0.7

名 称

(とL64】

中間建屋入 口

A、 B系

海水供給母管A

ヘンダ

レジューサ

(36X30)

及び

海水供給母管B

ヘツダ

分岐点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

工事計画本文 (原規規発第 1606104号 平成 28年 6月 10日  認可)

式
本

（◆
替

Ю
載

牌
中
油
］
∝
己

　

瀬
こ
郭

μ

６
洋＼
∞
じ



|

1外

(℃ )(℃ )

度

後

使用

カ

(MPa)

称名料
|

(日巴B)(mm)

材

更変

後1厚   さ

(Hm)|(BЛ )

|

1外温  度

一局最

温さ1材

変 更 読

高使用

名 称 1圧  カ

(MPa)

914.
呵
4 1 12.7 SSll

0. 7 40

中間建農入口

A、 B系

(注 3.78)1 (濃 a,ィB〉

914。 4 1  12.7 SS400
原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

海水供給母管AI

(注 3,

引
(注 3.

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

^ン
ダ

レジュ‐サ

(3S X 30)

及び

海水供給母管B

ヘツダ

分岐点

変更なし

剤
|

9 1 4i 4 l 2, 7

(速 4) / /
i O.7 40 SS400

/ /

T62. 0 12. 7

工事計画本文 (関原発第 121号 平成 30年 5月 24日  にて軽微変更届出)

嗚
く

①

(次ベージに統 く)

（↓
営

博
常

牌
］
油
ω
ω
コ
）

れ
工
郭

Ｐ

（認
＼
瑠
）



SS400

(澁S,(遺 316]

12.7

(囲 )

外  後

(注 a)

914.4

(℃ )

高使用

度

(MPa)

称名

変 更 後

最高使用

料 | 名 称  1歴 力1温

(MPa)|(℃ )

外 厚  さ1材

(mm) (m)

0,7 12.?  i  SS41

40

l.2 〔注317a)

914,41

く湛 0,

12.7

78)|

1

SS400

中間建屋入口

A、 お系
(注 3,S,

原
千
炉
補
機
冷
却
設
備

914.4
原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

(産 3. (注 3,″3)

12.7

/
12.7

海水供給母管A

ヘンダ

レジューサ

(36X80)

及び

海水供給母管B

ヘノダ

分岐点

1 914.4 変更なし

|

(滋1)|

(歯†8"

/
762.0

SS400
(連 1)|

と 2 40
(滋 3. (滋 3,78〉

914,4

/

914.4

/

12.7

/

12.7

/

(注 ?8)|

SS400

工事計画本文 (関原発第 121号 平成 30年 5月 24日  にて軽微変更届出)

ヽ

（か
営

〕
載

牌
〕
減

慟
ω
コ
）

瀬
工
郭

牌

（寓
＼
駕
）

①



工事計画本文 (原規規発第 1606104号
′

平成 28年 6月 10日  認可)

く
玲

(次ページに続く)(

（
◆

替

憎

載

岸

日

ｈ

囀

∞

コ

）

瀬
尋

ｒ

　

（
鷲

ヽ
＼
駕

）

変 更 後

材  料

変更なし

(速 5)

SS41

夕1  径 1厚  さ

(llm) (甑 lB)

(注お, 岳) (症 3.出〕

12.7

/
12.7

/
12,7

762. 0

/

762 0

/

762 0

最高使用

温  度

(℃ )

(注 4)

40

最高使用

圧  カ

(ra)

(震 4)

0,7

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料

SS41

(逮6)

SS41

厚   さ

(mm)

(造 3)

12,0

(注 3,6)

12.7

外  径

(題阻)

(注 3〕

762

(注 3,S〕

762

最高使用

温  度

(℃ )

40

最高使用

屋  カ

(MPa)

(違雀〕

0.7

名 称

(注 6S〕

海水供給母管A

ヘンダ

レジューサ

(36X30)

海水供給母管B

ヘンダ

分岐点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備



変 更 後

最高使用

温  度

(℃ )

外 径 1厚 さ 材 料

(m14) (l:出 )

変更な し

t泣 4,5)| (注 at s)

12,7

/
12.7

/
12.7

762. 0

(滋 4) / (遠 Sl

40 762. 0 SS41

/

6091 6

最高使用

匠  カ

(MPa)

変更なし

(注 1)

1.2

(注 1)

1.2

(注4)

1.2

名 称

変更なし

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料

SS41

(注 6)

SS41

厚   さ

(m□ )

(注 1)

12.0

(注 316)

12_7

外  径

(田m)

(注 8)

762

(注 3,6)

762

最高使用

温  度

(℃ )

40

最高使用

圧  カ

(MPa)

(澁め

0.7

名 称

(注 65)

海水供給母管A

ヘツダ

レジューサ

(36X30)

海水供給母管B

ヘッダ |

分岐点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

工事計画本文 (原規規発第 1606104号 平成 28午 6月 10日 認可)

増

専

（↓
誉

〕
常

解
囀
れ

時
∞
コ
）
　

讚
工
郭

ド

（誤
＼
駕
）



(mm)

厚   さ

(遊 31字B〕

1210

(建316178)

762

(注9.7al

762

変 更 前 変 更 後

最高使用最高使用

圧  力1温  度

(MPa)|(℃ )

|

1外

最高使用1最高使用 |

名 称 圧  力1温

(MPa) | (CC)

震!外 厚  さ
'材

(顔 ) (m) (■m)

SS400

海水供給母管A

ヘンダ

レジューサ

(36)(30)

0,T 40

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

〔注31S,

と2.7

(滋6. 原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

SS400

変更なし
〔注3. (溢 3.7e》

|

12.7 1

/.

1́2.7

/1
12.7 +

海水供給母管B

ヘノダ

_ 分岐点

(滋 4】 (逮

762,0

/
762.0

/
762,0

(穣 Taメ

. 0.7 40 SS400

工事計画本文 (関原発第 121号 平成 30年 5月 24日  にて軽微変更届出)

資

(次ページに続く)

（↓
神
〕
常

牌
時
油
中
∞
コ
）
　

瀬
工郭
騨

ａ
Ｏ
＼
駕
）



称名

変更なし

(℃ )

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

材さ

(mm)

1 厚

[_

径

(鵬m)

度

変 更 後

(郎Pa)

(注 は1781

SS400

て注7Bl

SS400

料

〔
材

t巌 31●B〕

12.T

/
12,7

/
12.7

変 更 前

最

圧

高使用

カ

(MPa)

最高使用|

温  度1外

(℃)|(ぃ独)

I

|

径 1厚

|

さ

(耐

称名

)|

|

(淳 4)

1.2

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

SS400

40

40

40

注 4

70.
|

(注輸〕|

〔滋3・

海水供給母管BI

〔遊|.

12れ 0

(滋 916,

12.7

〔注8,78)

762

762,0

/

762.0

/

609.6

(滋3!磯

762

1。 2

1.2

海水供給母管A

ヘツダ

レジューサ

(86X30)

入ンダ

分岐点

工事計画本文 (関原発第 121号 平成 30年 5月 24日  にて軽微変更届出)

『
Ｗ

（◆
智
憎
載

牌
中
油
的
∞
コ
）

岬
黒郭
牌

（駕
＼
瑠
）



(澁 ;,こ〕

SS41

(注 5)

SS41

材  料

(注 3,S.6〕

12.7

(れ患,S)

12,7

/
12と 7

/
12.7

(■■■)

厚   さ

〔注と,S)

914,4

/
914,4

/
609,6

(田un)

外   径

(注 3,0,6〕

914.4

最高使用

温  度

(℃ )

(た 4,

40

(れ 1】

0,7

最高使用

臣  カ

(ⅥPa)

変更なし

変更なし

称名

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 後

材
・ 料

SS41

(注S31

SS400

(違缶〕

12.7

12,7

(住 3〕

(mm)

厚   さ

914.4

(注 4)

914.4

〈注 al

(刊ロコB)

外   径

最高使用

温  度

(ヨ(う )

400.7

(注 2〉

最高使用

圧  カ

(MPa).

海水戻 り母管

分岐点A

海水戻 り母管

合流点

〈注C8)

変 更 前

称名

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

工事計画本文 (原規規発第 1606104号 平成 28年 6月 10日  認可)

『
”

(次ペー とこ く

（訃
筑
コ
苗

ｎ
ｗ
牌

呻
湧

呻

∞

コ
）
　

瀬
還
郭

騨

（ω
辞
＼
∞
ミ
）



変 更と後

財  料

〔滋 5〕

SS4と

変更なし

(遠S16)

SS41

厚   さ

(阻BI)

(注 3.5)

12,7

/

/
12,7

(歳 31S.6)

12.7

外  径

(観肥)

(産 3,S)

914,4

/

/
609.6

(注3,SI S)

914.4

最高使用

温  度

(℃ )

(注 4〕

40

(注 資)

40

最高使用

圧  カ

(MPa)

(遠 4)

0,7

(注 4〕

0.7

名 称

変更なし

変更な し

原
子
炉
綸
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料

SS41

(江63〕

SS400

外  径 厚   さ

(mm) (画)

潮
(1■ 3)

12.7

れ瑠
(滋 3)

12,7

最高使用

温  度

(℃ )

40

最高使用

圧  カ

(MPa)

(注 2)

0.7

名 称

(注 68〕

海水戻り母管

分岐点A

海ホ戻り母管

合流点

(注68

海水戻り母管

合流点

中間建屋出日

(埋設部を除く)

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

工事計画本文 (原規規発第 16061o4号 平成 28年 6月 10日 認可)

鷲

（↓
営

囀
載

騨
博
滋

〕
∝
田
）
　

瀬
颯
郭

牌

（６
Φ
＼
駕
）



変 更 後

材  料

変更なし

高使用
|

障

(℃):|

外  鶴 さ

(MPa) (田〉 (H日0)

名    称

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

財  料

(滋イ8〕

SS400

〔産●.7al

SS400

(津鶴〕

SS400

厚   さ

(出H臼)

(議9,7al

12.7

く溝3,CJ々研

1217

(携8,?と〕

12.7

/
12.7

/
1217

外  笹

(耐

(湛3.7al

914.4

〈注3,軋 を91

914,4

C逮阜ε

“

l

914.4

/
914.4

/
側 9.6

最高使用

温  度

(℃ )

40

く歯1〕

40

最高使用

歴  カ

(MPa)

0.7

t遠 1)

0.7

名 称

海水戻り母管

分岐点A

海水戻り母管

合流点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

工事計画本文 (関原発第 1字 1号 平成 30年 5月 24日 にて軽微変更届出)

洵
与

(次ぺ永ジに続く)

（◆
響

中
載

μ
〕
ｈ

〕
ω
コ
）
　

箪
」
郭

騨
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＼
駕
）



変 更 前 変 更 後

高使用1最高使用

力1温  療

(MPa)|(℃ )

|

さ1材

最高使用

名 称 外  径1厚

(m)I(画 )

料
|

名 称 カ 1温 度1外 厚 さ 材

(HPa) (℃ ) (ml) (陣m)

(鷺 3.78洲 〔違議,

12,7

/
海水戻り母督

分岐点A

|    |
1 914,4

(注 1) (注1前  / (温73)l

0. 7 40  i SS400
原
子
炉
柄
機
冷
却
設
備

原
子
炉
輸
機
冷
却
設
備

海水戻 り母管

合流点

/ ／
・２，７

600. 6
変更な し

.  (渡8i?e"  (直 3,格】   (

海水戻 り母管  1  0.7   :   40  . 914.4 12.7 SS400

合流点

(機 1丼 (注 3す 0マ (滋 3.S,

12、 7

(注 0, 78)|

申間違晨出倒

(建設都を除く)

0。 7 40 914.4 SS400

工事計画本文 (関原発第 121号 平成 30年 5月 24日  にて軽微変更届出)

穀

（↓
営

ω
紺

牌
〕
ｈ

憎
∞
コ
）

削
工
郭

騨

（ど
＼
瑠
）



工事計画本文 (原規規発第 1606104号 平成 28年 6月 10日 認可)

鴛

（↓
智

］
常

牌
〕
ｈ
〕
∞
コ
）
　

れ
二
郭

岸

（認
＼
駕
）

変 更 後

材  料

SS400

SS41

変更なし

厚   さ

(圃 )

(注 3,191

12.7

(注3,49)

12.7

外   径

(m)

(注 3〕

609.6

(江 8)

914,4

最高使用

温  度

(℃ )

1,14)

40

最高使用

圧  カ

(MPa)

(ギ 14)

Ot 7

名 称

(と 〕ヽ

中間建屋出日

(埋設部を除く)

屋外放出端

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料

STPG42

厚   さ

(mm)

(,上嘉)

9,3

最高使用
|

温  度1外

(℃)|
径

(箇m)

く,'3】

40  1 267.4

最高使用

匠  カ

(MPa)

(,12)

0。 7

名 称

(注 69)

海水供給母管

A、 B7ヽ ノダ

分岐点

デ ィーゼル

発電機 A、 B

海水入 ロライン

レジューサ

(10X8)

原
子
炉
補
権
冷
却
設
備



(MPa)

高使用

カ

変 更 前 変 更 後

高使用1最高使用 |

力I温  度1外 料|

高使用

名 称  囁 さ 名 称 径 1厚  さ1材

(MPa) (℃ ) (Hm) (耐 (℃ ) (alm) (mm)

(遣 SO) く歳B,78, (法喜.?比 (濾イと,00〕 |

SS400く注?e180)|

10.7 1

('■TO, 609.6ヽ 12.7

40 《滋3`?転 (ヤと3.Ta,■ 8) (注イ8,m)

SS400中聞建屋出「
l

(埋設都を除 く)

91414 12.7

1伽射局
磯Ⅲ 60P。 61

(津 争・0, 〈注6.

t遠 1)| 12.7 SS400

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

屋外放出端  'o。 7 40 く注3.6,7GH

1 914。 4 i

〔注3,6,″a)|    (注 6▼ ?S〕

12.7  : SS400

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

海水供給母管

A、 8ヘ ッダ

分岐点

変更なし

(機 2)| (注 3) (注3)

ァィーゼル

発電機A、 B

海水八ロライン

レジエーサ

(10X8)

0,7 40 26イ 4 9.3 STPC42

工事計画本文 (関原発第 121号 平成 30年 5月 24日  にて軽微変更届出)

増
斡

（↓
智

囀
常

騨
】
油
］
∞
コ
）

瀬
工
郭

ド

（溺
＼
駕
）



酌
喘

変 更 後

材
｀

料

STPT370

STPT370

STPT370

厚    さ

(mm)

(農3,49〕

8,2

(ユF引

8,21

/
8.2

/
8.2

(注 3.49J

8。 2

外   径

(mm)

(注 3)

216.3

〈注3)

216.3

/
216.3

/
216.3

(注 研

216.3

最高使用

温  度

(℃ )

(歳 1)

40

(注 1,

95

最高使用

圧  カ

(MPa)

(控 1)

1.2

名 称

Bl次系

冷却水ターラ

人日配管分岐点

t補楼冷却海水側)

Bl次系

冷却ホクーラ

出日配管合流点

(原 子炉補機

冷却水側)

及び

Bl次系

冷却水クーラ

海水供給接続 口

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

外   径 厚 さ材

(mm)    |

料

(mm)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

匿  カ

(MPa)

名 称

（
か
義
コ
〕
う
μ
岸

〕
れ

時

∞

コ
）
　

導
遥
邦

岸

（
ミ
↓
＼
∞
ｄ



Ю
苺

変 更 後

材  料

STPT370

STPT870

厚   さ

(in阻〉

(浅 a.4)

3.7

(注 B〕

3.7

外  径

(凸)

(緯 倒

48 6

(注 3)

48.6

最高使用

温  度

(℃ )

〔歯 4〕

95

(溝 1)

40

最高使用

圧  カ

(MPa)

(滋4)

1.2

(注1)

0。 7

名 称

B余熱除去ポンプ

出日配管分岐点

B余熱除去ポンプ

摩水排水用ホース

上流側取合点

Ⅲ余熱除去ポンプ

手水排水用ホース

下流倒取合点

海水戻 り母管

合流点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料外  径 厚   さ

(m) (皿 )

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

旺  カ

(MPa)

名 称

（↓
ゴ

〕
常

騨
慢
油

〕
∞
コ
）
　

瀬
こ
郭

岸

（ぎ
＼
駕
）



ミ

変 更 後

最高使用

温  度

(℃ )・

外  径 1厚  さ

(mm)|(m)

材 料

(注■ く滋3)|  (注 3,49i

60 5 3.9 STPT370

最高使用

圧  カ

(MPa)

(注4)

1.2

名 称

B充てん/高圧

注入ポンプ

冷却水出日配管

分岐点

原
子
炉
補
機
冷
芳,
設
備

B充てん/高圧

注入ポンプ

排水用ホー

上流側取合点

変 更 前

材  料

与高使用
|

温  度|

(℃ )

外  径 厚   さ

(皿) (mm)

最高使用

圧  カ

(IIPa)

名 称

（↓
営

］
載

岸
呻
沌

］
∞
コ
）
　

瀬
」
郭

滓

（ぶ
＼
駕
）



ヽ
ド

変 更 後

材  料

STPT370

STPT370

STPT370

STPT370

STPT370

厚   さ

(【阻籠)

(控 制

3.9

(注 3,491

6,0

(注 3〕

6,0

/

/
3.9

てと■,49〕

3.2

(注 9.49〕

8.2

外  径

(盟:4)

(注 31

60。 S

(速 3〕

i14.3

(櫨 a)

114,3

/

/
60.5

(注3)

216.3

く注3)

216.3

最高使用

温  度

(℃ )

〈注4)

95

く遂刺

161

(注 41

161

最高使用

圧  カ

(MPa)

て注4'

0

くこ1〕

0

くれ4)

1.2

名 称

B充てん/高圧

注入ポンプ

厚水排水用ホース

下流側取合点

屋外放出端

格納容器貫通都

PEN祥 257

出口配管分岐点

屋外放出端

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

外   径 厚  さi材  料

(題阻) (mm)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

匠  カ

(MPa)

名 称

（◆
替

中
常

ド
］
ｈ

Ю
ω
コ
）
　

箪
工
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変 更 後

財  料

(注 5〕

STPT38

STPT370

(産品

STPT38

(占 5

S25C

厚   さ

(IBla)

〈注3,S

2,9

(JL3,49〕

2,9

(滋 a,s〉
|

89.1 1

(注 4,S,49〕

5,5

(注3,S)|  (注 S,43)

(差 し込みI(最小)

部の内径)

2717 4.8

外  径

(阻置)

(遠 9,S〕

27.2

(注 3)

27.2

最高使用

温  度

(℃ )

(注 4

95

最高使用

屋  カ

(MPa)

(注 4)

0。 34

名 称

歯素ボンペライン

ホース接続口

l次系

冷却水タンク

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料厚  さ

価 )

最高使用|

温  度|

(℃ )

外   径

(山 )

最高使用

圧  カ

(MPa)

名 称

咤

(次ベージに続 く)

（↓
営
呻
常

ド
Ю
れ
］
ω
コ
）

選
蘇
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＼
駕
）



変 更 後

財  料

STPT370

厚   さ

(田田)

く藤3)

2,9

/

/
219

体  径

(四)

(注3)

27.2

/

/
2T.2

最高使用

温  度

(℃ )

(注0

95

最高使用

圧  カ

(MPa)

(施 1)

0.34

名 称

窒秦ボンベライン

ホース接続 回

l次系

冷却水タンク

原
子
炉
輸
機
冷
却
設
備

変 更 前

材! 料

最高使痛

温  度

(℃ )

外  径 厚   さ

(題 ) ω

名 称

恥
Ａ

（↓
轡
博
令

μ
中
れ
時
ω
コ
）

讚
二郭
騨

弯
０
＼
弩
）



|

変 更 後

材  料

STPT370

5US304TP

SUS304TP

SUS304TP

厚   さ

(口m)

く注樹,491

3.9

(注働

3.9

(注 a,491

8,7

(注 31

8,7

/

/
8.7

外  径

(皿 )

(滋 切

60.5

〈澁3)

60.5

(注さ)

60,5

(注移〕

60.5

/

/
60.5

最高使用

温  度

(℃ )

(注■)

95

(盗 1)

150

名 称

1最

圧

高使用

カ

|(MPa)

0.98
C`充てん/

高圧注入ポンプ

出日配管

分岐点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

C充てん/

高圧注入ポンプ

冷却水入日配管

合流点

t

18.8

変 更 前

外  径 厚 さ 1材 料

(阻) (阿m)

最・高使用

温  度

(℃)

最高使用

匡  カ

(MPa)

名 称

（↓
替

〕
常

μ
Ｎ
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〕
∞
コ
）

瀬
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含
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ヽ
ヽ

変 更 後

|

争(ふヨF(雨
さ材  料

(滋 3】 (逮J,

‖s孟60。 5     3.9

(笠 S)'

51 1尋急4祥60.

(注 3′

3.9

〔注3)|

|

60,5 1 iiを

19)Isis314Ti

(虚命) く連3)

6045

/

/
60.5

3,9

/

/
3.9

SuS304TT

最高使用

温  度

(℃ )

〔滋 4)

95

(注 1)

150

最高使用

匠  カ

(MPa)

(注 1)

0.98

(社 1)

1.4

名
V称

C充てん/
高圧注入ポンプ

冷却水出日配管

分岐点

・
充てん/‐

高圧注入ポンプ

入面配管

合流点

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材  料

最高使用

温  度|

(℃ )

タト 径 厚   さ

(Ш) (mm)

贔
‐
高使用

匡  力

(MPa)

名 称

（↓
営

中
常

μ
〕
れ
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∞
コ
）
　

瀬
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芍
当

に く

材  料

STPT370

STPT370

(mm)(mm)

外  径 1厚  さ

267

は
　
４

(滋 3,49'

9,3

〈連3)|    (注 3)

9.3

/

9.3

/
9.3

4

4

/

/

267

267

26714

最高使用

温  度

(℃〉

(注 ll

40

最高使用

圧  カ

(MPa)

(建 4)

ユ.2

Aa、 4b

海ホス トレーナ

海水供給接続回

Aa、 Ab

海水ス トレーナ

変 更 後

称名

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

材   料

(mm)

厚   さ

(D農 )

外  径

最高使用

l且  度

(℃ )

最高使用

圧  カ

(Wa)

変 更 前

称名

（↓
誉

〕
常

出
Ю
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ω
ω
コ
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瀬
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変 更 後

材  料

STPT370

外  径 厚  さ

(皿ll)|(mta)

(濠 3)| く緯8)

9.3

/

267.4

/

/ /
9.3267 4

最高使用

温  度

(℃ )

(注 1)

40

最高使用

圧  カ

(MPa)

(捜 4)

1.2

名 称

Aa、 Ab

海水 ス トレーナ

海水供給接続自

Aa、 Ab

海水ス トレーナ

原
子
炉
補
機
冷
却
設
備

変 更 前

材   料厚   さ

(la巨l)

最高使用

圧 ´ カ

(MPa)

最高使用

温  度

(℃ )

外   径

(田皿)

名 称

準
『

(注 1)記載の適正化を行 うと既工事計画書には「1次系冷却水クーラA、 B、 C～ティ (20X20X16)」 と記載

(注2)SI単位に換算 したものである。

(注3)公称値

(注4)重大事故等時における使用時の値

(注5)本設備は既存の設備である。                  「

(注6)エルボを示す。

(注7)記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「1次系冷却水クーラ出口連絡管」と記載

(注8)記載の適正化を行 う。身男:工事計画書には「ヘ ッダA、 B:テ ィ (20X20X16)～ レジューす (20X14)」 と記載

(注9)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (20X14)～ 内部スプレクーラ」と記載

(注 10)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「ヘ ンダC:テ イ (16X16X16)～ レジユーサ (16X12)」 と記哉

(注■)当該ラインについては、主配管に該当しないため記栽の適正化を行 う。

(注12)記載の道正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (16X12)～ティ (20X20X16)」 と記載

（↓

営

博
常

μ

憎
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）



oヽ
n

(注 13)

(注 14)

(注 15)

(注 16)

(注 17)

(注 18)

(注 19)

(泣20)

(注 21)

(注22)

(注 23)

(注24)

(注25)

(注26)

(注27)

(注28)

(注29)

(ドL30)

(注31)

(注32)

(注 33)

(注 34)

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「ヘンダA、 B:内部ネプレクーラ～
レジューサ (20X14)」 と記載

記載の道五化を行 う。既正事計画書には「レジューサ (20X14)～ティ (20X20X16)」 と記栽

記栽の適正化を行 う。既工事計画書には「1次系冷却水ポンプ入口連絡管」と記載

記載の道こ化を行 う。既工事計画書には「ティ (20X20X16)～ 1次系冷却水ポンプA、 B、 C、 DJと 記栽

記栽の進正化を行 う。既工事計画書には「1次系冷却水ポンプ農ロレジニーサ (16X12)～ティ (20X20X16)」 と記載

記歳の遠正化を行 う。既工事計画書には「l決系冷却水ポンプ出口連絡管」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には Fl次系冷却水ポンプA、 D出 ロティ (20X20X16)～ 1次系冷却水クーラA、 C入 懺ティ

(20X20X16)」 と言己i繊

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「1次系冷却水クーラ入口連絡管Jと 記載

記載の適正化を行 う。B艦工事計画書には
'「

ティ (20X20X16)～ 1次系冷却水クーラA、 C」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には
'レ

ジューサ (20X16)～ 1次系冷却水ターラB」 と記載

記載の道正化を行 う:既工事計画書には r母管分岐点～余熱除去ターラ (RH-2)A、 B」 と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には r余熱除去クーラ (RH-2)A、 B～戻母管合流点」と記載

記載の適こ化を行 う。既工事計lttl書 には 「母管分岐点～冷却材ポンプ (RC-3)A、 B、 Cへの分岐点」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「戻管合流点～レジューサ (3X6)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書 |と は I戻管合流点～弁 (ユ
ーFCV-1241)」 と記載         ヽ

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「二次系冷却水ポンプ入口分岐点～弁 (1-5105A、 B)」 と講載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「弁 (卜 5105A、 B)～ 1次系冷却水タンク1と 記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「1次系機器冷却水母管分岐点～燃料ビットターラとと記載

記載の適五化を行 う。既工事計画書には r燃料ピッ トターラ～l次系機器冷芸J水母管合流点どと記載    ―

記載の道五化を行 う。既工事計画書には「1次系機器冷却水母管分岐点～余索l抽出水クーラ」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「余剰抽出水ターラ～1次系冷却水戻母管合流点」と記載       .

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「と次系機器冷却水母管分岐点～余熱除去ポンダおよび内部スプレポンプ室空調装置入
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＼
ヽ
導

(注35)

(注 36)

(注37)

(注 38)

(注 39)

(注 40)

(注41)

(注42)

(注43)

(注 44)

(注45)

(注46)

(遠 47)

(注48)

(注49)

(注 50)

(注 51)

ロレジューサ (3X2)Jと 記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「レジューサ (3X2)～ 1次系機器冷却水戻 り母管合流点」と記栽

記栽の適正化を行 う。既工事計画書には 「1次系機器冷却水母管分岐点～レジューサ (4X2)」 と記載

記栽の道I化を行 う。既工事計画書には『レジューサ (4X2)～ 1次系機器冷却水母管合流点」と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「余熱除去ポンプおよび内部スプ レポンプ室空調装置冷却ライン分岐点～レジューサ

(2Xl 1/2)」 と記載

記載の適五化を行 う。既工事計画書には 年余熱除去ポンプ冷却ライン分岐点～余熱除去ポンプ」と記栽

疑工事計画書に記載がないため記載の適正化を行 う。記載内容は、設計図書による。

記栽の道正化を行 う。既工事計画書には rレ ジューサ (2Xi V2)～ レジューサ (1× と/2)」 と記載

記載の道正化を行 う。B廷工事計画書には 「レジューサ (lX1/2)～内部スプレポンプ」と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には 「内部スプレポンプ～レジューサ (lX1/2)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「レジューサ (lX1/2)｀ レジューサ (2Xl 1/2)」 と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「余熱除去ポンプ～余熱除去ポンプおよび内部スプレポンプ冷却もどリライン合流点」

と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「レジューサ (2Xl 1/2)～ レジューサ (3X2)」 及び 「レジューサ (3X2)～余熱除

去ポンプおよび内部スプンポンプ室空調装置冷却ライン合流点」と記載

記載の適正化を行 う。既五事計画書には 「充てんポンプ室変調装置冷却ライン分岐点～充て
～
/高圧注入ポンプ分岐点どと記哉

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「充てん/高層注入ポンプ入口分岐点～充てん/高服注入ポンプ」と記載

エルボについては管と同等以上の厚 さのものを選定する。

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「充てん/高圧注入ポンダ～充てん/高圧注八ポンプ出自分岐点」と記載

記載の追正化を行 う。既工事計画書には「充てん/高圧注入ポンプ出固分岐点～充てんポンプ室空調装置冷却もどリライン合流

点」と記載              ・

記裁の道正化を行 う。既工事計向
‐
書には 「1次系機器冷却水母管分岐点～計器用コンプレッサパ ッケージ」と記載
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(注63)

(注54)

(注 6S)

(注56)

(注57)

(捜58)

(注59)

(注60)

(注61)

(注 62)

(注63)

(注 64)

(注65)

(注66)

(注67)

(注68)

(どと69)

(注 70)

(注 71)

(注 72)

(注73)

(注 74)

(注75)

(注76)

(注 77)

ェ事計画本文 (原規規発第 1606104号 平成 28年 6月 10日  認可)

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「計器用コンプレッサパッケージ～1次系機器冷却水戻り母管台流点」と記載

記I俄の適正化を行 う。既工事計画書には「1次系機器冷却水舟管分岐点｀レジューサ (12X6)お よび (12X8)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「レジ■―サ (12X6)～ レジ■―サ (6X4)Jと 記載

記栽の道正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (6X4)｀ レジューサ (4× 2)」 と記栽

記載の適正化を行 う。既工事計画書には F格納容器循環空調装置～ レジューサ (4X2)および合流点」と記栽

記載の適正fヒ を行 う。既工事計画書には「レジューサ (4X2)お よび分岐点～格納容器循環空調装置」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「レジューサ (4X2)～ レジューサ (6X4)及び合流点」と記栽

記載の違正化を行 う。既正事計画書には rレ ジューサ (6X4)～ レジューサ (12X6)」 と記載

記載の適重化を行 う。既工事計ll彎 書には 「レジューサ (12X6)お よび (12X3)～ 1次系機器冷却水戻母管合流点」と記載

記載の道正化を行 う。既工事計画書には 「海水ポンプ～中間建屋入日」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には 「SS41」 と記載

記載の適正化を行 う。B魁工事計画書には 「中間建屋人口～ レジエーサ (36X30)」 と記載

記載の適五化を行 う。既工事計画書には 「レジューサ (3心 x30)～ ティ (36X36X30)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には
'海

水母管分岐点～1次系冷却水クーラ」と記載

記載の道こ化を行 う。既工事計画書には
'1次

系冷却水クーラ～海水戻母管分岐点」と記載

誌j段の適正化を行 う。既工事計画書には
'テ

ィ (36X36X24)～中間建屋出日 (埋設部を除く)」 と記栽

記栽の適こ化を行 う。Bモエ事計画書には 「海水母管分岐点｀レジュエサ (10X8)」 と記載

記載の適正化を行 う。既工事計薗
‐
書には 「レジ募―サ (10X8)～ ディーゼル発電機」と記載

記載の通正化を行 う。既工事計画書には「ディーゼル発電機～レジューサ (12X8)」 と記載

記較の適正化を行 う。既工事計画書にtま
「レジューサ (12X8)～ レジューサ (16X12)Jと 記載

記載の適正化を行 う。既 T_事計画書には「レジ第―サ (16X12)～海水戻母管合流点」と記載

STPT38同 等材 (STPT370)への取替えを行 う。

STPG42同 等材 (STPG410)への取替えを行 う。            ´

講載の適正化を行 う。既工事計画書には 「STPG42」 を記載

本設備は記載の道工化のみを行うものであり、手続き対象外である。
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(注54)

(注 55)

(注 56)

(注 57)

(注38)

(滋59)

(注60)

(注 61)

(注62)

(注63)

(注70)

(注 71)

(注72)

(注 ?3)

(注 74)

(注75)

(注76)

(注 77〕

(注 Te)

(注79)

工事計画本文 (関原発第 121号 平成 30年 5月 24日  にで軽微変更届出)

記載の適正化を行うじ既正事計画書 |こ は「二次系機器冷却水母管分岐点～レジューサ (12X6)および (12X8)」 と記載

記載の適正化を行う。雛工事計画書には「レジューサ (12X6)～ レジューサ (6X4)ど と認載

記載の道正化を行う。蠍猛工事計画書には「レジューサ (6× 4)～ レジューサ (4× 2)」 と記載

記載の道正化を行うっ既工事計画書には「格納容器循環空調装置～レジューサ (4× 2)および合流点Jと記載

記載の遺工化を行う。既五事計画書には rレ ジューサ (4氷 2)お よび分岐点～格納容器循環空調装置Jと記載

記載の適正化を行う。既正事計画書にlま
「レジューサ (4X2)～ レジューサ (6X4)及び合流点Jと 記載

記載の適正化を行う。B監正事計画書には「レジューす (6X4)～ レジューサ (12X6),と 記栽

記載の道五fヒ を行う。既工事計画書には「レジューサ (12X6)および (12X8)～ 1決系機器冷却水戻・周・管合流点1と 記載

記載の適重化を行う。既工事計画書には 「海水ポンプ～中間建屋入自」と記載

誡載の適正化を行う。雛五事計画書には「SS41Jと 記載

記載の道正化を行う。既工事計画善には「レジューサ (10× 8)～デイーゼル発電機」と記栽              十

記歳の適五化を行う。ユ監工事計画書には「ディーゼル発電機～レジニーサ (12X8)」 と記載

記載の適正化を行う。B艦五事計画書には「レジ二十サ (12X8)～ レジューサ (16X12〕 」と記載

記載め適正化を行う。既工事計画書には「レジューサ (16X12)′ ～海水展母管合流点,と 記載

STPT38同等材 (STPT370)への験答えを行う6

STPC42同 等材 (STPC410)への取替えを行う心

記載の適重化を行 う。既工事計画書には「STPC421と 記載

本設備は記載の適正化のみを行うものであり、手続き対象外である。         イ

SS41岡等材 (SS400)へ の取替えを行うと

注記とこらぃて記載の適正化を行う。平成28年 6月 10日 付け原規規発第1606104号 :こ て認可された既工事計画書に記載の「重大事故

等時における使用時の値」を削除

記載の適正化を行 う。平成28年6月 10日 付け原規規発第1606104号 にて認可された斑五事計画書に1ま変更後に認載
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検査結果一覧表

成績書管理番号 :1-17

＼
尋
澄

特記事項

露 ヒ

√わ″,9′ゼψ>午期

主任技術者義壌爺冷i予

検査立会責任者 砕原子力施譲検査宮 卑

彰 八 著

検査結果

捜

検査年月日

令和 Z年
ノ″月Zχ 日



添付資料 l

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

共通事項
成績書管理番号 :1■ 7

検査年月日:塔

"砕

2年 /ユ 月 2紫 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使濡涌検査中講書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用講検

査中請書 (変更申請を

含む。)力く準備されてしヽ

ること。

記録確認 ⑧・T

検査 をする工事のこ

程、期日及び場所が申

講書 どお りであるこ

と。

記録確認 Q・ 一

工事計画の認可番号の
1

記載が適切で ある こ

と.

記録確認 Q・ 一

/ア′



関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

(三号検査)

添付資料 8-1

使用前検査記録

成績書管理番号 :卜と7

秩査年月日:神 2年 ノZ月 2定 目

検 査 場 所 :関西電力株式会社廊浜発電所

検査講確絡事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 Θ・一

必要な園面等が準備されていること。 図源等確認 ⑧・二

検査用計器が校直されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してぃ

ること金         |
記録確認 良◆○

系統構成が完了していること。
⑧

緬続 0-

′//



関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

(三号検査)

添付資料 3‐ 2

使用前検査記録

成績書管理番号 :I-17

襟奪年F日 :持苺 Z年 /2月 2/臓

検 査 場 所 :関西篭力株式会社高浜発電所

検査結果

検 査 対 象

原子炉格納施設    |
放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備

熱交換器

主配管          別添 1及び妙:添 2参照

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

系統機能検査

・通水検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あることと

ヽ

&
Φ

備考

・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行った試験・検査の品質記録 (※ )による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :T卜患-O015.TI-3-0016

・日税で確認した範囲 i添付資料 3-3参照

/ノ乙



検査結果

十添付資料 3-3

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用講検査記録

(三号検査)      :
(立会検査)

成績書管理番号 :卜 17

検査年月日 1か寿専2年 /=月 2χ 日

検 査 場 ′張 :闘西電力株式会社高浜発電所

襟査対象設イ驚彗名、 項 目 測定値等 検査結果 検査方法

別添 と参照
系統機能検査

・通水検査 鹿 自視
学

l薦考

共駒審 判

//ご



工事計画本文 (原規規発第 1606104号 平成 28年 6月 10日  認可)

3 屋力低減設備その他の安全設備に係る次の事項

(4)放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格弄学1容器再循環設備に係る次の事項

口 熱交換器の名称、種類、容と、最高使用圧力、最高使用温度、伝熱面積、主要寸法、材料、個数及び取付箇所

常設 (1/2)

ミ

く

（↓
営

Ｎ
常

絆
博
ｈ

〕
ト
ロ
）
　

導
工
郭

畔

（岸＼
じ

変 更 後

A格納容器循環冷暖房ユニット (法 1)

冷却コイル

1,2

161

165

1

変 更 前

名 称

MW/個

‖Pa

℃

MPa

℃

m2/個

エピll

mm

mal

“

l函

mm

種 類

容 量
く譲2)

最 高 使 用 圧 力 僻中

最 高 使 用 温 度
(ユト鋤

最 高 使 用 圧 力 (注か

最 高 使 用 温 度 lと騎

伝 熱 面 積
(注D

吸  込  口  径

吐   出  口  径

た

横

高 さ

材 料

個 数

管

側

胴
側

主
要
寸
法

(次ページに続 く)



(2/2)

変 更 後

A格納容器再循環 ライン

変 更 前

系   統    名

(ラ イ ン 名 )

設    置    床

総 水 防 護 上 の

区 画 番 号

機 水 防 護 上 の

配 慮 が 必 要 な 高 さ

取
付
箇
所

ヽ
ヘ

（↓
蛸
コ
呻
載

岸
Ｎ
油
囀
ヽ
コ
）
　
瀬
薫
夢
岸

（ギ
さ
）



ヌ 主配管の名称ゞ最高使用圧力、最高使用温度、外径、厚さ及び材料

・常設

ヽゝ
（

変 更 後

'オ

  料

SPC

SPG

「
早  さ

(mm)

く
'1そ

2)

1.6

く,■ 2〕

3.2

外  径

(mm)

(注 を,

2,300

X

2.300

(ユ i12)

2,300

X

2,300

最高使用

温  度

(℃ )

〈注4〉

155

最高使用

臣  カ

(MPa)

〈注4)

0

名 称

てと5)

A格納容器

循環冷暖房

ユニ ン ト

〆ク ト開放機構

可
燃
性
ガ
ス

濃 放
度 射
制 性
御 物
設 質
備 濃
並 度
ぴ 制
に御
格 設
納 構
容 及
器 び
再
循
療
設 _

備

変 更 前

材  料厚   さ

(mm)

外   径

(mm)

最高使用

温  度

(℃ )

駿高使用

旺 ―
カ

(MPa)

名 称
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韓
郭

解
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変 更 後

材  料

変更なし

厚   さ

(EШl)

名 称

可
然
性
ガ
ス

濃 放
度 射
制 性
御 物
設 質
備 濃
並 度
び 制
に 御
格 設
納 備
容 及
器 び
再
循
環
設
備

変 更 前

材  料

SSll

厚   さ

(lШ8)

(注劉

2 3

外  径

(la阻 )

(`と E

750

X

750

最高使用

温  度

(℃ )

65

最・高使用

匡  カ

(MPa)

0.0014?

名 称

(農 1'

構助建屋

よう素除去

排気ファン

アニュラス

循環排気クァン

出 R合流点

可
燃
性
ガ
ス

濃 放
度 射
読ll性

御 物
訣 質
備 濃
並 度
ぴ 制
に 御
格 設
納 備
容 及
器 ぴ
再
循
環
設
備

ヽ
ゝ
」ｔＷ

(注 1)擁工事計画書に記載がないため記載の適正化を行 うち記栽内容は、

(注2)公称値         ′

(注3)八 日と出自の回径が異なる管である。

(注4)童大事故等時における使用時の値

(注5)本設備は既存の設備である。

設計図書による。
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検査結果工覧表

成績書管理番号 :卜 17

＼ヽ輪

特記事項

露 し

検査立会資任者 ロユ

ギわす'9'ごソ 主任技術者

原子力麹農検査官 卑

彰 ふ 号

検査結果

費

検査年月日

令和 d年
/ 月 /∫ 日



添付資料 と

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

共通事項
成績書管理番号 :1■ 7

検査年月日 :ノ領騨ё年 ノ 月 /● 郵

検 査 場 所 :関西篭力株式会社r葛浜発電所

検査講確認事項

使用講テ淡査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 Θ・T

検査 をする工事の五

程、期日及び場所が申

請書 どお りであるこ

と。

記録確認 Q・ 一

工事計百凹の認可番号の

記載が適切であるこ

と。        イ

記録確認 ③・●

′どθ



関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

(三号検査)

添付資料3-1

使用前検査記録

成績善管理番号 11-17

検奪年月日 :今神 金 年 / 月 /き 自

検 査 場 所 :関西篭力株式会社高浜発電所

検査講確認事項

確認事項 確認方法 結果 布簿考

寧請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 ⑬

必要な図面等が準研毎されていること。 図面等確認 ⑧・二

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲.測定精度を有してい

ること。

記録確l認、 Q

系統構成が完了していること。
立会/

鰯 ⑧・―

/2/



1父査結果

添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(三号検査)

戒絞書管理番号 1と-17

検査年月鳳:紳 d年  /月  ノ∫ 甲

検 査場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検 査 対 象

原子炉冷却系統施設

蒸気タエビンの購属設備

安全弁及び逃がし弁 別添 1参照

検査項爆 判定基準 検査結果 検査方法

系統性能検査

・運転性能検査

・容量確認検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

民ヽ
目視

婉

備考

い記録確認は、工事計画に基づき申請者が行つた試験・絵査の品質記録 (※)による(,

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :TlT3-0606

アを≧



ヽ
密

原子炉冷去‖系統施設

2 蒸気タービンの附属設備に係る次の事項       ゛

(4)管等に係る次の事項

ハ 安全弁及び逃がし弁の種類、吹出圧力、吹出量、個数及び取付箇所

(注1)本設備は既存の設備である。

lCW‐328¢ 1)

0.54

´0.0312 以 上

変 更 後

タービン動補助給水ポンプ吸込ライン

変 更 前

kgrV個

統系 名

，(ラ  イ _ン 名

の

号

上護

番
功
画

水溢

区

途 水 防 護 上 の

西己慮 が 必 要 な 高 さ

吹 出 圧 カ

量出吹

取
付
箇
所

名 称

類種

還
募

岸

含
＼
じ

（
０
駕
”
納

ヽ
力

＼
寄
巴

）



峙ヽく
＼
ｒ

原子炉冷却系統施設

2 蒸気タービンの附属設備に係る次の事項          、

(4)管等に係る次の事項

ハ 安全弁及び逃がし弁の種類、吹出圧力、吹出量、個数及び駁付箇所

(注1)本設備は既存の設備である。

lCW‐329B
B電動補助給水

ポンプ吸込ライン

lCW‐329A、 Bく
注1)

0,0192 以上

変 更 前

画

の
号

上護

番
途 水

区

類種

MPa吹 出 圧 カ

数個

kgrV個量

床

統

置

出

系

設

吹

名

♭(ラ イ ン 名

lCW‐329A
A竜動補助給水

ポンプ吸込ライン

の

さ上
輔

護

要

防

必ね

水

慮

溢

配

取
付
箇
所

瀬
こ
ミ
知
滓
（肖
＼＼
］
）

（ゅ
省

，
事
ヽ
蒟
丼
口
）



関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

,使用前検査成績書

要領書番 号 i原規規収第 1610071号 99

成績書管理番号 :猛 -18

命瀞 a年 /月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発電F所名    関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

2検査申講   検査申講一覧表のとおり

3検査期首  自塔荘酌 息 年 :ガ 月浴 昌

重るネV愚 年′月′電日

4検査場所    使用前検査記録のとおり

5検査実施若   検査結果一覧表のとおり

6検査結果   ́ 検査結果一覧表のとおり

7添付資料    使用前検査記録

成績警管理番号 :1-18



関原発第299号 (平成 28年 10月 7日 )

関原発第434号 (平成 30年  3月 20日 )

関療発第 46号 (平成 39年 4月 写0日 )

調原発第202号 (平成 30年  7月  4回 )

関原発第259号 (平成 30年 8月 20日 )

関原発第415号 (平成 30年 12月  5日 )

関原発第 504号 (平成 31年 2月  1臓 )

関原発第 512号 (平成31年 2月  6園 )

B轟原発第 582号 (平成 31年 3月 と8日 )

関原発第  3号 (平成 31年 4月  4目 )

関原発第 68号 (2019年  5月 16震 }

関原発第 115号 (2019年  6月 24鳳 )

関原発第 204号 (2019年  8月 23日 )

関原発第478号 (2020年  1月 23潟 )

関原発第 510号 (2020年  二月31層 )

関原発第 542号 (2020年  2月 26日 )

関原発第 609号 (2020年 3月 24日 )

関原発第 20号 (2020年 4月  7日 )

関原発第236号 (2020年 8月 21日 )

検査申請書番号

(申講年月日)

成績書管理番号 :卜 18

検査申請一覧表

上記以降の変更を検査申講書の変更申講により確認し表中に追記する。

と



検査結果峯覧寮

成績書管理番号 :卜 18

"

特記事項

τかt

検査立会責任者 尋

拳ホ漁 η 稔 予才″
主任技蕎茸

原子力麹裂検査官 岳辟

孝 テ凩―悪 ニ

著 ふ 弩

検査結果

段ヽ

検査年月日

令和 δ 年

イ Fチ ,爾



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
1  共通事項

成績書管理番号 :卜 1患

篠竜「σ
`身

i塩認綴式五g≧鼻
検査議確認事項

使用舶検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査輩請書 (変更申講を

含む。)が準イ薦されてい

ること。

記録確認 Q・
二

検査 をする工事の五

程れ期日及び場所が申

講書 どお りであるこ

と。

記録確認 Q,一

工事計画の認可番号の

記載が適切であるこ

と。     I

記録確認 Θ―

/



関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

(三号検査)

添付資料 3-1

使用講検査記録

成績書管理番号 :こ -18

.検査年犀日 :ノ

"砕

a年  ノ 月 チ
iを

目

1検 査 場 所 i勝電酉電力株式会社高浜発電所

検査講確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申講者の品質記録が準イ薦されていること. 記録確認 ΘIエ

必要な図面等が準備されていること。 図画等確認【 Q・ 一

検査用話器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲.測定精度を有してい

ること。

記録確認 Q・ ■

系統構成が完了していること。
υ
鰤 ①

・ ―

す



関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

(三号検査)

添付資料 3● 2

使用前検査記録

成績書管理番号 11-18

検査年月日i今紳 O年 /月 ノご 日

検 査 場 所 I関西篭力株式会社高浜発電所

検査結果

検 査 対 象

計測制御系統施設

舗I御方式及び制御方法

発電用原子炉の制御方式

工学的安全施設等の作動信号
｀
常設 (原子炉トリップ失敗時に原子炉を安全に停止するための設r丁常の作動信号)

別添 1参照

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

系統機宙ヒ検査

・機能確認検査

設備及び機器が工事計lド‖iに従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており,技術基準に適合するもので

あること。

費
⑪

備考

・記録石窪認は、工事計籐iに基づき申請者が行った試験・検査の品質記録 (X)による。

※ 適合性確認検査成績書の識劇番号 :Ti-3-0001

・日視で確認した範囲 I添付資料 3-3参照

心



添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(三号検査)

 ヽ   成績書管理番号 11-18

・       検査年月日 ,″膨静 3年  / 月 ノ/日
検査場所 :蘭西電力株求会社高浜発電所

検査結果

検 査 対 象

計測制御系統施設

驚H御方式及び制御方法     1
発電用原子炉の需ll御方式

工学的安全施設等の作動信冒′
‐      ・

常設 (原子炉トリップ失敗時に原子炉を安全に停とするための設備の作動信号)

別添 1参照

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

系統機能検査

・ロジック回路動作検査

・警報検査

設定値乖密認チ淡査

。作勅回路設定値確認検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、才届付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

ヽ .

段
③

鰯

備考

・記録確認はヽ工事計画に基づき申請者が行った試験・検査の品質記録 (※ )による。

X適合性覇復認検査成績蕃の識房ll番 号 :Tl-3r0723

・目視で確認した範囲 1添付資料 3‐ 3参照

ク



添付資料3-3

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(三号検査)

｀       (立 会検査)

成績書管理番号 :卜 18

検査年月日:″争や a年  ノ 角 ァ衰 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検査対象設備名 項 目 測定値等 検査結果 検査方法

別添 2参照
系統機能検査

・機能確認検査
/成ノク帝ド′h蒸 1

費

目視

別添 3参照
系統機能検査

・ロジック回路動作検査 費

別添 3参照
系統機能検査

・警報検査 段

A蒸気発生器

水位異常低

. (LB474J)

設定値確認検査

・作動回路設定値覇雀認検査
夙7%澄 喪

備考

※ 1:判定基準 :緊急ほう酸注入流量 (Fl10)が 13,643/h以 上であること

※2:設定値 9,0%(許 容誤差筆C阿 8.3%～ 9.7X)

タ



F〕目西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査用計器一覧表
成績書管理番号 :卜 18 .

検査年月日 :力等静 S年 /′ 月
ノミ

添付資料 3-4

日

榔定橋度管理器号 測定範囲 備考
校正年月日

有効期限
検査項日 検査用計器

2020,7. 17

次厨定期事業

者検査まで

機能確認

検査
流量計

2019.8.23

2022,8122

設定値確認

検査

標準1に力発

生器

以下余白

″



計潤制御粟縦施設                   ″

加に水理うとこ用原子炉施設に係るもの (発 電用原子炉の理構をす理するたy,の制御装置に係るものを除く,)に あつては、次の事項

l 制御万式及び制御方法

(1),E竜用原子炉のお1侮方式

発電用原子炉の反応度の制御方式、加圧善のこ力、加底器V)ホ 位の情御方式及び安全保寝系等の綱4申 方式

ヽ
も

(注1)既 I事猾画書の記喩を整理 し、配載の道五化を行 う,

(注2)既工事計画とに記歳がないため記車の道正化を行 う。

(注3)8毛 工事計画書に配韓がないため灘■の適工化を行 う。

記職内容は、昭和49年 二月25日 付け49資庁第270身 にて岳g可 された工事計画の添付資料3「樹獨佗力封算書とによう.

配卓内容は、既工事計画書の制御方式および制御方法 1原 子炉保華装と,及び f安全遊入信号1゛こよるt

ピ
郭

岸

（↓
営

∝
常

解
説

岸
ω

，
卜と 騨

.卜＼
IE1 0

原子炉 トツジプ失敗時に原子炉を安全II停 止するための設毎の割梅方式

(a)原子炉 トリップ失敗時に原子炉を安とに停とするための脱倫の作勲信号tこ よう原子炉出力

抑制機能

プ失敗時に原子炉を未臨界にするための二次冷:劇l材のほう秦強度の瞬笹

d

(b)原 子炉 トリン

く変真なし)

(変 更な し)

(変 更なし)

安全保霊系め朝御方式

b 力β圧器の圧力及び加圧器の水位の制御方式

発電用原子fη
"傷

l密 は以下の方式で行う。

B 費電用原子炉の度応度の制郵方式

発
電
用
原
子
炉
の
制
御
方
式

発電用原子炉1')制 仰fま以下の方式で行う。

a ttt用原子'炉 の反応度め制御方式 (■ け

(a)潮角l棒ザ)位置嘉確

(b)1衣冷却材のほう黒濃度開盛

b 抑圧器のぼ力及び加E器の水位の制御方式 1'お

(3)加圧器の圧力の調御方式

イ加圧器スプレイての冷却lご よる滋圧調整

碑加歴器逃がし弁による減圧調整

,ヽ 力E匠器ヒータでの加4に よる加圧調整

(b)加圧器の水位の観衡方式

イえてん流とによるホ位調整   、

● 安全保麓系の瀞l侮方式 〔
「 "

く4)尿子炉非常停止信号による原子炉非常停止機能

(b〉 工学的安全施設作釣信号による工学的安全歯設の起伽機能

発
電
痢
原
子
炉
の
榊
御
方
式

変 更 後療 更



＼
＼

(?〉 発電用原子″うの襲御方法

潮御棒の位歳tr)劇 韓方法、一決玲却材のはう驚織衰の鶴御方法、加盛器の履力、コ脚庄器の水位の制御方法浪ぴ安全保驚系等の鶴御方法 (1/1)

変 更 前 変 更 後

書電用原子炉
`′

)鶴御は以 下の方法で行 う。

a 制御棒の位は♂,制御方法 (H次冷却材の逸産す,伸1御 を含むゃ )

(変 更なし)

b l次浴却ltの ほう蕪濃度の浄l御方法

く歪更な し)

。 畑穫器の犀力及びれ騒器びμ水位の騨la申 方法

(変 更なし)

賽電用原子 オ々υ〉制御1工以 Ⅲl′〉方法で行う.

a ttl御 棒、/→位置の制争辞方法 (1決冷却材 (〆)1盈衰 tFう 制御を會む。)Ⅲ I

郷l獅 棒 I求 翻4縛 ダィレーメと件止ダループと|こ 分il t制 御グイレープ期御棒クラスタはiよ 冷却

材平均速度とター rン負荷に比lれlする7.苗 グラム平均温度との叢 (華信号,及 び中性予東信号

とタービン負荷信■との描 (補助信号)を 辞容儀凸:こ 保つことiξ より、プラントの鵡力変化に

違盛するように廟働制御きれる.          
‐

また手動舶ll御 も耳雄であわ
`イ

Ⅲ止グループ制御棒クラスタは、船l御 グルーブ翻御棒クラス

タとともとと、上書心に禅人するこ々1と よウ黒孝
=′

を出力歌嫌から速やか
,こ 高温停止させる。

b i汰 冷却材のほう華濃度の翔弾方法 (とい

化挙体嶺制御設備は、1決冷却材のほう禁漁度調整により、高温幸出力状態から室温状態

までの1次冷却材滋魔い変化、■セノン、サマリウム申のキ狭分裂住l掟物量の変化及び燃料の

盛性に律 う比牧的ゆるてψかな反応質変化の増償を行う_1決冷却材のlま う秦濃度議筆は、ア

イー ドインドブリー ド方式万4つ の補il御■エ ド(r白 0ュ構給!、  1歳嶼1,「魯速希釈
`及

び

1濃 籍じ,の いずれか↓とよつて行う,

。 畑睫器の圧力及び1)旧鷹掛の本位の繍御方法

モね,ブザ趣妊器サ)江 みの繍御方法 嬢れ

‐  抑l土番の圧力を制擦1すアとことにより1決命室p材 の圧力を'‐ 定に保つゃ

このため、加E器には加正籍 スプレイ井、加歴縦邁がし弁及び理座器 ヒータを設置 し、

原幸炉遵犠中で1主 謝駐掛1/〉 職力変lBも ほ応じて、湖1圧 器ラ1ブ レイでの冷却による擦圧預整叉

は加屋懇壇―夕での加4に kる加圧調整のみli合 せにより細E器の圧力の帝ll御 を行う,

なお、
',aば

器スアレイの彬力を越えるよつな圧力上昇があ■〉た亡B金には、力a正器■が|

芥の伸節lに ,よ り猛力上昇を取止する,

(じ〉加睡普子の水位の制御方法 ⅢⅢ

加圧器水位マログラム士こ連づき1喪冷却材平均濃度ほlt例 した加庄器盛筆水位を設定

し、出力変化ユエ祥 う築際め
'次

冷却材の体嶺変化が基準水位 tと
ヤ数するように制御する.

こ・′】加FE器 基準本位 と,ユnに接ネ位 とのは確信号に釜い。化学体嶺期御酸編めえてん麓量を

自白
',縞

整してみ口圧器のホ位と
',制偽1を 行う

`

為
重
翔
原
子
Ｆ
の
制
御
方
譲

発
電
頭
練
手
０
の
翻
誨
方
法

選
郭

♯

今
◆
転
『
∞
お
い
Ｐ
ｈ

｝

ω
ｙ

卜と憎

卜＼
H10

(次ページに続く)



FZ/4)

変 更 前 変 彙 後

d 安全保護暴′)制癬甲方法

(a)原 子炉非常停止信号による原子炉非常停止機能

原子炉非常停止信■の作勧囲跨は、
お

2 out of 3持 方式等の構理回路及び蹂子Ⅲ=ト リノ
´
プしゃ断器で構波され、原子炉非常悔とを行う。

原子炉非常停止信号の齢理回路は、マイク■フ
トロセッサを用いたデジタル制御装置を追

用し、検鯉及びハードウェアと繊合されたシステムに対する要当性韓認を行ったノフトタ

ェアを使用する,

守イクロプロセンサの停庄、通信の達断毎を襟表僣し、

警章Fを発信するととも|と 、保磯機能要共の癖合は当飲

チャンネルを トリァプ状態とする

教射森の影学■〉ないこなく非管理抵域に識餓)

0.2砂 以下

プロセス信号がデジタル絣御装ヒtこ 入力されてから、

原子炉井奮停止信 身が原子オFト リップしゃ断器へ出力

されるまで,ただし、デジタル剖御装戯の人力が検点

信号である原子伊
~非

常停止信号は,じ・爵p以下_

総理回路 :`1

0～50で

lo～ es%R‖

予測制御系と電気的及び機畿的tt分離

外部ネットワークヘの正機接続なし

データ通常

外合

“

ネットワークとめ達断

ドイ タロプ碑セ ッサを用いたデジタル制御装慧

シングルタスク方式

原子炉帝常停止信号『
)作コ,日 鶴

濃算処理方式

穏 霞

デジタル鶴御装置の相数

応答時開

自己診断

波射線と

一
衰

一
農

温 度
舜焼

条件

こ 安全保繊糸T)帯
'l碑

方法 咆Ⅲ`

(4Ⅲ 療■炉非常停注1白 弓による療手炉非常停止様繊 t''

原子,'非常博止信号′)件動回路は、
ウ

2 out of 3砂 方式等の治理郵路旋び蘇予炉 |ジ ン

ブしゃ野1器 で構成され、原子'炉 非常棒止を行 うこ

発
電
用
原
子
炉
の
制
御
方
法

発
電
瑯
原
子
炉
の
剤
榔
方
法

ヽ
帝

(次べ‐ジに続 く)

翌
郭

牌

（◆
営

ω
常

Ｆ
滋

ド
ω

トエ∞

,卜 ＼
酉 ω



(3メ 4)

齋 質 前 資 寃 後

(b)五 学的安全焔殺作動信・身・によるこ学的安全湾載tr)磋 励機能

と学的安全施縦伸動構をの作動回P書 は多塩帯成で"″ out誠 3・ 方式等の議理回路及び

2系卵|の 作とり装置で構成慕れ、工学的安全塩歳4'》起動を行う.

I学的安全施駿件め信■の作れ回路は、マイクロフ ,コ セッサを用いたデジタイレ伸1御装ほ

を適用し、検証及びハー ドウェアを経合されたシステムに対する妻当性確♂。を行′ンをツク

トウ手アを使用す電,こ

0～ 50℃

10～ 95%皮X

放射線の影響のないこと(井管理区域に設置)

1:0秒以下

プ ロセ ス信号がデジタル制御装置 :こ 入力 されてか ら

工学的安全逸 l懺作ゆ信号が出力されるまで 〕〔
辞簡綱碑系と電気的放び機能的に分離

外部ネットワークヘの道綾接続なし

守イクロプ0セ ッサを用いたデジタル箭警a譲ほ

マイク0ア 碑セ ッサF)停止、通備の選断等を検知 し、

警報を|ヒ 信するとをもに、異常な構身を幾メ,し ないよ

うにする

工学母与安盆施設作車む信号の体曲回路

ンングルタスク方式

デジタル超御装置の錮牧

自己診断

凍算処理方式

毯頚

留藤建回路 さ4

作動装置 :2

放射擦虫

応答時間

球擁

条件

データ述信

外部ネントワ~ク との連断

(bl工学的安全re哉 作め皓身,こ よる工学的安全範試の起動機能
`■

:'d           ,

■学輸安全絶毅伸動fこ ■V)作碗偉i黙 十i多重持 o文 で
れ

z oui Of 3・ 方式等のぬ理懸路及び

瑣!動 装置で軽成され、工学0 むヽ安査亀減,)起 動を行 う.

発
転
用
原
子
炉
の
制
御

方
法

|

|

|

|

|

|

|

|

|

|

|

|

発
電
月
原
子
炉
の
翻
衡
方
法

魅

(次ベージに統 く) 遥
郭

滓

（↓
む

い
常

滓
れ

滓
∞

トユ.ト

ト＼
互 lゆ



(4/4)

変 更 前 変 更 後

e 原子解 トリンフ矢取時に原子爆を安全に1手 止するたy)の
B宅厨の溺澤万法

(a)原■炉 トリンプ失敗時に原子Fを安全に停止する声_め 17)滋 鶴す)作動信号による原子炉鶴カ

抑制機能

原子炉 トメップ失敗時に原子炉を安全任停止するため♂>設 備の作

“

i信号ヂ)作動回路は、

“2(〉ut Of 3お 方式の論理回路及び作動装置で帯成され、原子炉出力抑制を行う。

原子炉 トリップ失敗時に原子炉を未臨界にするための段特の作

“

信号の検出部及び論理

回路部Iま 、検出部又は胎選回星き部の駆動源の奏失が生した尋合において、原子炉 トリンプ

失敗μ手に原子炉を未臨界〔とするための酸備の作助信号を作助させす原子炉施設の安全上支

障がない状態を維持する設計 (フ ェイル・アズ・ イズ)と し、駆動源が喪失したことを運転

員が確実に認如できるように中央鶴御室に春報を表示するぅ

(b)原子預 トチング失敗時に原子停を未聴界にするための1次冷却材のほう秦濃度の調整

原子炉 トリップ失敗時の1攻冷却材のほう葉機療溺藍として、炉心に十分なとのほう酸

水を注入する。

そ
電
用
原
子
炉
の
制
御
方
法

確
電
用
療
手
炉
の
制
御
方
法

くヽ

(注 l,

(江 2)

(注 3)

(とと4)

(注 5)

既工事計画書の記歳を整理し、記載の造こ化を行う。       ―

既工事計画書に記戦がないため紀域の適正化を行 うぐ盟歳内容は、昭和49年 二月25日 付け49資庁第270辱・にて認可されたI亭計画の添付資料3r制御館力計算書」による。

記金の適正化を行う。班五本計画書には f原子炉保霊装置」と報歳。                |

既工事計画書に記歳がないため記:脅の適正化を行うw記載内容は、既工事計画書の郷御方式および静」御方法「原子炉保華装置Jに よるc

班工事ヨⅢ画をに記載がないため記載の道正化を行うと認兼内容は、残工事計画善の市1御方式および制御方渉 r安全注入信号】11よ る.

．　
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丼

3 工学的安全施設等の作動信号の種類、検出器の種類、個数及び取付箇所、工学的安全施設等の作動に要する信号の個数及び設定値並びに工学的安全施設等の作動信号を舞信させない条件

常設 (原 子炉 トリンプ失敗時に原子炉を安全iこ停止するための設備の作動信号)

変 更 後

工学的

安全鹿識等
の作動信号

の種類

検出器及び作勤条件

全 工学的安全施設等の

作動信号を

発信 させない条件
検出器の

種類
個 教 取付箇所

施哉等の作

めに要する

信号の個数

設定値

計器スバンの

7%以上

か ‐つ

■%以 下

正常に構助給水ポンプが越
D,し たS合 、自動(籍 助躍

水ポンプ遭れ信号が阻止さ

|れ る。

1重 禽に原子炉 トサンブ した

(浅 2)
場合 、 自働,で ター ビン トサ

ップ倍 身及び主蒸気 ライ ン

踊離信号コミ阻止され る.

2

(ラ イ ン 名 )

A蒸気発生器

設   置 索

上 の

画

の

感が必要な高 さ

系   統   名

(ラ イ ン 名 )
8泰気発生器

設   置   床

C蒸気発生器

濃 水 防 護 と の

区 画 番 号

澄 水 防 機 上 の

配慮が必要な高さ

系   統   名

(ラ イ ン 名 )

設   置   床

ぬ 水 防 謹 上 の

区 画 番 号

途 水 防 護 上 の
p膚 ぷ拡憲テr窓 テゝ

l

1

A蒸気ぅ廷生器

寮域水位

検出器

精
助
給
水
ポ
ン
プ
起
つ,

信
号

泰
気
髪
生
零
水
位
具
常
低

B蒸気秦生讐

狭域水位

検出器

タ
ー
ビ
ン
ト
リ

ツ
プ
信
号

主
燕
気
ラ
イ

ン
隔
唯
信
号

変 更 前

二挙的安全施潔等の

作動信号を

発信 させない条件

工学的

安全施設等
の作め1言 号
の毯類

検出器及び作動条件

I

稼幾懸1掴
載取付衛所 イ安全施縦等の |

設定住
作動に要する

1き 号の1鶴 数

(注 1,本設1韓 tようそ存の原子炉非常停止信号の検出器であり、工学的安全施設等の作勅信号として本工事計画で兼用とする。

(注 2)補助給水ボンプ起動信号と同じa

Ⅲ■⇔
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関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

使用前検査成績書

要領 書番 号 と原規規収第 1610071号 99

戒絞書管理番 F,本 i liと 9

令細卜2年 +2月

原子力規割1委員会



使用前検査威経驚書

1発電所名    関西電力株式会社再浜発電所第1号機

2検査申請
｀
  検査申請一覧表のとおり

成績書管理番号 :卜 19

イ

3検査期目     自

至

令不H麦 孝 /∂ 月二ど日
ソ

令和2 年,2月 ,3日

4`検査場所    使用前検査記録のとおり

5検査実施者   検査結果一覧表のとおり

、 δ検査結果    検査結果一覧表のとおり

7添付資料    使用前検査記録

t



検査申請書番号

(尊:講年月目)

関原尭第299号 (平成28年 10月 7日 )

関原発第434号 (平成30年  3月 20麟 )

蘭原発第 46号 (平成 30年 4月 零0日 )

関原発第202号 御二成 30年  7月  4日 )

関原発第259号 (平成30年  8月 20日 )

関原発第415号 (平成 30年 12月  5鳳 )

関原発第 504号 (平成 31年 2月  1目 )

関原発斃512号 (平成 8二 年 2月  6日 )

関原発第582号 (平成 31年  3月 18日 )

関原発第  3号 (平成31年  4月  4日 )

関原発第 68号 (2019年 5月 168)

関原発第 115号 (2019年  6月 24置 )

関原発第204号 (2019年 8月 23日 )

B轟原発第478号 (2020年  1月 23日 )

関原発第510号 (2020年  1月 3と 目)

関原発第542号 (2020年  2月 26日 )

関原発第609号 (2020年 3月 24自 )

闘原発第 20号 (2020年 4月  7日 )

〔
関原発第236号 (2020年 8月 21日 )

成績審管理番号 :卜 19

検査申請一覧表

上記以降の変更を検査中講書の変更中講により確認し表中に進記する。

2



検査結果T覧表

成績書管理番号 :卜 19

い

特記事項

みt/

検査立会責任者 辟

余芦黄n冷と予アア主在技術者

電気五4投崎造

原子力麹農敏査官 翠

馬名考 オ

検査結果

氏

検査年月日

令和 2年

/θ 月虫ι日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使痛前検査記録

共通事項  |
、                      成績書管理番号il-19

検査年月日:令和 二 年 /θ 月 ■JH
′
            検 査 場所 :関西電力 (株)高浜費電所

検査前確認事項

使用講検査率請審の確認

確認事項 確錮方法 確認結果 備考

本検査に係る使用講検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 ⑬―

検査 をする工事の二

程.ttl爾 及び場所が申

請書どお りであるこ

と。

記島長確認 ⑬―

工事言rと輌の認可番号の

記載が適切で ある こ

と。

記録確認 σ―

4



｀
                添付資料 3-と

関西電力株式会社高浜発電所第 1与磯 使用講検査記録

(三号検査)

成績書管理番号 :卜 19

検巻年月日:令和 二 年 ′沙月 二r日

検 査 場:所 i関西篭力 (株)高浜発電所

検査講確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること意 記録確認 ②

必要な図面等が準l,簿 されていること, 図面等確認 ◎―

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ることと

記録確認 0-
系続構成が完了していること。

立会/ σ

す



… 添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用講検査記録

(三号検査)

.      成績書管理番号 :卜 19

検査年月目:令和 二 年 /沙 月 ♪ど 隠

検 査 場 所 :関西亀力 (株)高浜発電所

検査結果

検 査 女ヽす 象

計理制御系統施設

計測装置

(3)原 子炉格納容器本体の水位を計測する装置 別添 1参照

検査頚日 判定基準 検査結果 検査方法

性能検査

・計測範囲確認検査

設備及び機器が工事計百凹に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

R
麟視

備考

・記録確認は、工事計画に基づき申講者が行つた試験・検査の母:賀記録 (※ )による。

※ 適合性確認検査成績書の識β,番号 :Tl-3-0905

6



設 備 概 要

翻 縣 鰈

加圧水型発電用原子炉施設に係るもの (確建用原子炉の運転彦管理するための制御躾置に係るものを除く。

6 計測装置に係る次の事項                         t
(8)原子炉格納容器本体の水位を計測する装置の名称、検出器の種類、計測範囲、個数及び取付箇所

線                              

‐

         ^

)にあらで1よ、次の事項

ミ

、(注1)既工事謝師謀こ記載がないため記域の適正化を行う。記蹴内容は、設計図書による。

(理)既五事計画書に紀草がないため記載鑢 rとを行う。

(出)水位が検出器に到連した絡 ONになるc

麓 水 防 譲 と の

区 面 番 号

漆 水 防 ぃ・雙上 の

配慮が必要な高さ

変更なし

濃 水 防 額 上 の

区 画 番 号

途 水 防 護 上 の

系  統  名

(ラ イ ン 名 )

さ配感がZ,要な高

設   置

濃 水 防 護 上

区 団 番

虚 水 防 護 上

配息が必要な高さ

系  統   名

(ラ イ ン 名 〉
キャビティ

設   置  床

F企 水 防 議 上 の

区 画 番 号

ぬ 水 防 議 上 の

哲こ慮が必要な高さ

|

変 更

警線動作

範  囲 |

後

名 数個 取 付 箇 所称  種   類 1 計韻1範囲

変更なし

格納熔器サィプB
|

2
0～

lω%器

差圧式水位検出 設  置  床
格納容器サン

フ4
広域水位

系  統  名

(ラ イ ン 名 )

|

変 更 前守AI

警草四〕作
|

範  囲 |

所箇付計測範囲類種称名 個 数  取

名

＞名

統

ンイ一ク

系

く
格納容器サンプB

変更なし

辮 鰈 サン

プB
狭域水位

雛 歎 醐 0～ 設  置  床
変更なし

器 ilXl%  |

原子炉格納容器  電湛式氷位

水位     検出器

対
痢

１

９

原子炉下都
キャビティ水

位

電議武氷位

検出]吾
騎
卿

（◆
螢
Ｎ
令

」
０
迪
博
０
コ
）

立
」芽

ュ

日:検競



検査結果一覧表

成績書管理番号 :卜 19

ω

特記事項

み し

検査立会責任者 母

拳遠Q冷 .予 斉 主任技術者

原子力絶課検査官 1筆

えヽゑ 久

検査結果

え

検査年月日

令和2年
!2月 ,3日



添付資料 と

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

共通事項   を

成績書管理番号 :1-19

1        検査年月日1令稗 ユ 年 ,ユ 月 fβ 日

検 査 場 所 :関西電力 (株)高浜発電所

検査前確認事項

使用納検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変箕申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認

検査 をする工事のエ

程.期 日及び場所が申

講書 どお りであるこ

と。

記録確認 ○・T

工事計画の認、可番号の

記載が適切であるこ

と。

記録確認、 0・

9



添付資料 3-1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(三号検査)

成績書管理番号 :i… 19

検査年月日:令和2年 !2月  ,8甲
1                  検 査 場 所 :関西篭力 (株)高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申講者の品質記録が準4階 されていること。 記録確認 奄勤・二

必要な図面等が準備されていること。 図面等確認 ⑧―
検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定す蓬圏.測定精度を有してい

ること。

記録確認 ③―

系統構成が完了していること。
立会/

∞ (〔::】
)・

F0



絞査結果

添付資料 3二 2

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使濡前検査記録

(三号検査)

成績書管理番号 :卜 19

検査年月日 ;令和 虫 年 12月 18日
検 査 場 所 :関西電力 (株)高浜発電所

検 査 対 象

討測制御系統施設

言

“

測装置

原子炉構納容器本体の入日又は出歯の一次冷却材の圧力、温度又は流量を計測する装置

原子炉絡孝白容器本体内の,1:力 、温度又は水素ガス濃度を言,測する装置

原子炉絡縦容器本体への冷却材流量を計測する装置

二次格納施設:太Jの水素ガス濃度を計測する装置

別添 1参照

検査項目 準1定基準 検査結果 検査方法

性能検査

きr測範囲確認検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ておりぅ技術基準に適合するもので

あること。

之
日視

備考

◆記録確認はⅢ工事計画に基づき申請者が行った試験・検査の品質記録 (※ )による。

※ 速合性確認検査成績書の識別番号 :Tl-3-0707、 TI-8-0721、 T:-3-0712

F r



予測制御系統滝殺
加圧水型警奄用原子炉施設に
6 計測装離:こ 係る次の事項
(2)原子炉碁納容器本体の

・常誠

工事計画本文 (原規規発第1606104号 (平成28年6月 10日 認可))

係るモ」の (発電癖原子炉の管理するための制御装置に係る()の を除く。)に あたってIよ 、次の事√負

入口又(京出日の ‐次冷却材で
',圧

力、温度又は流置を言r瀬げする装置の名称、検出器の種類、計潮範囲、鶴数及び取付衝所

'注

1)記歳の適正イとを行 う`眺 I事計画書には 「項 SJと 記載

(洋 と,瞬 1.事計画群 |こ 紀報がないため鯉数の迪 二化を行 う。

t江缶,註載T)邁 エイとを行 う 骨たti事 言1両Aの 「括勇ミ計J浜 び 1記録 01.中 p¬し賊を再げ除

0■ ■1記載の適正化を行 う.既 J:事 計画書 |こ |■ 「Fヂ 出器載世場折」 1記載

(注 S)叫 五1lf,汁 m書に記報がないたデ,記載の適 氏tを子|う .祀 破 )J容は、裁 ,卜l拇 書による。

(注 b)盈粒ザ)麺 π化を行 う、既 工lI計 画書に|■ 「$-70kば■n10(記敗オIは()-240ks,icttG)jと 配載

〈i=T)記載■)適 iェ 化をイFう 、既工事針甑苗にィヱ『lJ七 組織

iltH〉 PE載 の適正化を行 う」班 J事言1再ドには IループAlを 記改

f江9,記戦い瞳正化を行 うぅ焼 工学計画書に,ま 「1汰冷却材泄皮」上記紋

4Fヤ 10)記 敬の適 J:(ヒ を行 う.斑工事 :|ば 簿には 「03?0(Jと 記敬

(ァ±11,池 較の適正
`と

を行 う.l死 Jこ 事計画密 :ifよ 「ルーフA、 ルーアは、ルーブて1機 l協 側Jと 推載

ri† よ2,記載の大自正イとを行 う.F死 こ事計画吉に1,「平均温度ルーフA、 平為減震ルーフ8、 平均温度ルークC」 と記戦

(江 13)正載の連こ化を行 う、疑工事計画 部には 「2イ ?-3a3で 」 とョれし載

(注 モ4)班 I事計画なた記載がないたいう
Hイc載 の適こ化と行 うヶ警報動竹:範閣は E十 11】 他 l増 と1司 じ

=

(汁 [島〕れ報ザう逢正化を行 う.既 I亨 計Wきにはループごとtこ 「ど=と 記破

1注 lS,れ 載い通正1と を行 う̀ 班 上事計画書に !よ |ル ープ古、ルエプは、ループ↑」 と記載

(‖i17)記級の透 ,,1と を行 う.瞬正蓼計画書には 「規度差ループれ、l五度差ループB、 濃度差ルー /C」 と記載

〔注18)記 報の,色 五rヒ を行 うtr土 ェ事置「画書には fOい 150監 (0-5S SC)_と 記戦

(3/1)

ヽ
い
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ぶ
再
＞
秘
Ｂ
）

選
諫

ユ
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＼

こ

0-150mJ rh

0,0く》〕昴ホ■翠
=

変更な し
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変更な し0小ψl,0001=・
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′
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， フ
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′
|と` 更 後
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般 虚 t代
0ヽ と,000Ⅲ Sドh   P

変 更 前

ン 名 ) イ ン往

d世 建,i必 要 オ■・!ヽ さ

″)

出範涎キｈ
器

類

裔
穏

検

の

差Hi式挺
検出器

「■波代誉I氏 圧

社水ボン:″

出口統敏嶺算

余熱餘ム
ク ーウイ1+日

収
一
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」
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脚

勘報鉾

範

出籠測
ｔ
洛
頚

崩
転

横

の

一
斡

差拍ξ式流蛍

検出器

余然朧 tク ーラ

担1日 前埜

餃   世   宋

i律  1( V, h佳  11 1′ )

区 直 酵 孝

湾 水 防 護 上 の

白ヒ韓オi必 要 な湛|さ

善報動作
範  円

系 縦  名

(ラ イン名 )

機     ,:

名 i l,数 f(苓低!r

卜 ′〕

区 瞬 勝 ■

虐 水 防

匡コ:帥 鶏色凰



注ヽ19)

(注 ?0)

(遠 2よ う

(d22)

(歳 23)

(滋箋Ⅲ

(連 25Ⅲ

(革滋?もう

〔速包?)

(どとを8)

譜歳の遇垂化を行 ゔ

記載の適壼1と を行 う。

孟競の通重イとを行 う。

記載ノ》適こ化を行 う。

艶載砂適玉イとを行 う。

鷲戦の適正イとを有 う。

記敏の簿正 rtを 行 うこ

嶺算流ゑャつ針瀬鋭観

鷲改の道ぬイとを行 うf

裁載の適エイとを行 う阜

既工挙壮画書には「1強冷玄11材流食ループA、 1次綸却材流盈ループ穂、1決冷却材流とループC」 と記喩

舞工事計直書に1ま !併 12鶴 (190銘
=201001n'ハ

)」 を配歳

既妻事計臨
~書

にはループごとに
'3,と

記載

B駈五事計画書には
'資金注入ライィ流圭 (ほ う酸造入タンク経菌)」 と総載

既薫事計画書1こ fま fO-21511/hJと 鵞載

凝二事計画書 とヽは・安全逮入ライン配管」と紀載

既工事計画書には 1安全遼入ライン流な1と 配韓

既工事計画書には「恭熟除芸カーブ流な」と記載

研f_事群駐
~密

に1ま 「0-100o饉 3/i」 と記載

ヽ
い

Ｓ
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Λヽ

(4,原子炉格納容器本体内の層力、l量震又は水茉ガス濃度を計測する装置の名称、検出器の種類、計測範囲、働数及び取付饉所

常設

(注 1)記改の通正化を行 うと斑工事計画書には 「項目Jを 記載

(注 2)ニモエ事計画書に記載がないため記載の適正化を行 う。

(注3)記載の適正化を行う。既工事計画書の「指示針」及び rgE録計」の記載を削除

く単4)記載て
')適

正化を行う。疑五事計画今に1ま
'検

出署設置場所」と記載

盗 水 防 護 上 の

配慮が必要な高 さ

の
号

上護

番

防

画

水途

区

格み内容器系ヽ   縦   名
(ラ イ ン 名 〕

設   置   床0-lMPa
[gagea

静 測 範 囲出 器 の 種 所骨取数計鶴・

一
欝作 範 囲 個  数

変 更 備

個

変 更 後

器
類

出

種

検

の
林 報 動 作

囲

系  統  名

(ラ イ ン 名 )
格納容器 変更な し

設  置  床 設   置   床
(逆6)

格納容器圧カ 弾性圧力検出器
0-190kPa

[gage]

0い日490kPa

正息age:
4 変更なし 変更な し

変更な し

(2(歯
ゆ

)

移納容器
麿城産カ

弾性臣カ

検出器 ネ の
号

の
さ

織警難螂
画期弾

区

談
配

奮ラ″′

'名

宥  穂納容器
変更な し

1  接  遺  床
澱l混抵抗体 変更な し

上 の

♂)

高 さ

（ｋＶ
す
いヽ
一口
Ｄ
一蛉
酌）

遭
謝

工

（
ω
＼
∞
）

Eコ :消鞭瀬知亀n



t浴狩,2坪 ,2R'8a)

別 添 1(4/8)
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変 更 後変 更 前

付の種類 取

保管場所

数

(予悔ユ)

摘
範

黙伝導式

称

可搬理格納容器内水春濃度計澳I装置

個称名
箇    所範   囲 汁 劇 籠 田検 出器 の種類取 付 笛 所 名数計潤範囲

・可搬型

園●

● 棘触国

ヽ
ふ

（
ふ
挙
移

，
一世
望
い
ゎ
）

Ｍ
霊
謝
ュ

（
観
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∞
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ヽ
Ｗ

(7)原 子炉格納容器本体への冷却材流驚を計韻Hす る装迂の名機、、検出器の種類、計測範囲、価教及び取付衝所
,常哉

(注 1)積算流最の幹測範囲

:勝
‐
森イ駐比副

0～ 1,000na/h
10,000n。 (と

0～ 15Ca。 /h

(0～ 10,000■ 3 tO,)

変 更 前

碁 報 動 作

鶴   園

変 更 後

名  称 積   類 計 測 籠 田 価   数 取 付 箇 所 名 称

|

|

1

種 類 計 潟 範 囲
書韓動作

範   囲
個 数 取 付 箇    所

系   硫   名

(ラ イ ン 名 )

A内部
スプレイライン

縦   置   床

内部スブレ流量積算

の

号

上積

番

防

画

水濃

区

盗 水 防 護 上 の

醍慮が必要な高さ

系

く

績・:   名

ラ イ ン 名 )

原子炉下部

キャビティ遠水

ライン

設   置   床

原子炉下部キヤビティ
注水ポンプ出口流量積算

華圧ミ流と検

の
号

止護

番

防

薗

氷途

区

後 水 防 護 と の
配慮が必要な高さ

（も
き
る
第
ヽ
力
誤
働
）
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諄

ユ

（
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）



(9)二次格納施設内の水恭ガス濃度を計潤する装置の名称、検出器の種類、計測範囲、個数及び取付箇所

・可搬型

I I:角麟稼絶腕

∞ヽ

変

計測鶴閣

更 前

警報動作
変 更 後

務
―
検出器の種類 i計 測 重 田 付

器出
名

検

の
称

衝    所個  数 取取 付 衝 所 名恒   数 警報動作
囲

ハ
ヽ
せ
ド
帯
手
聖
ぃ
コ
学

鴻
豆
那
“

（
刊
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∞
）



ゝヾ

ｍ

ェ事計画本文 (関原発第121号 (平成30年5月 24日 )軽微変更届出)

(1,,原子静
~格

納容器本体への冷却材流量を計涌する叢Ёの名称、検出ヨ岳の徹類、計測範囲、個数及び取付笛所

常縦

(注 1)輌募流量つ計測範囲

国 |:庁鎖 細監鵬

斜́
゛
口事
一ド
郵
乱
⇒
）

瀬
霊
謝

ユ

（
∞
＼

∞
）

変 更 前

警報動作
範  囲

後

作

囲
一

更

．動

変

一報
　
・

「等
範

囲盛測計

一

類

一

名 称 竜  類 計 測 範 囲 個  数 験 所 名  称 個  数 取 箇   所

系   統   名

(ラ イ ン 名 )

A内部
スプ レイライン

系 統 :名   Bぬ 都

(ラ イ ン名)|ス プレライン

設   霞   床

内部スブレ流量積算 変更なし
検出器

の
■

上護

番

防

画

ホ溢

区 変更な し

溢 水 防 譲 上 の

配慮が必要な高さ

系   統   名

(ラ イ ン 名 )

原子炉下部

キャビテ ィ速水

ライン

俄   置   床

原子炉下部キャ
『

ティ 連屋式流厳

注水ポィプ出口流二嶺算 検出器

0い‐150B・ /h

(0～ 10,000m3(t,) 密:`更な し

の

号

上譲

善

防

藤

本途

区

盗 水 防 機 上 の

農慮が必要な高さ

0-11000〔EI/h

10,0(Xla。 (ti')



関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

使用前検査成績書

要領書番号 :原規規収第 1610071号 99

成績議管理番号:1-20      ~

芳紳ё年 /月

原子力規制委員会



使用前検査成繊書

1発電顧糸    関覆電力株式会社高浜発警研舞 1号機

2検査申請    検査串講一覧表のとおり

成績書管理番号 :1-20

3検査期日 自珍募7え年″F/菌

至狩か0年 /丹 √日

4検査場所    使用書貯4肉査記録のとおり

5検査実施者   検査結果―覚表のとおり

6検査結果    検甕結果一賞表のとおり

7添付資料    使用前検査記録

/



検査申講書番号

(申請年月日)

関原発第299号 (平成28年 二0月 7日 )

闘原発第434号 (平成30年 3月 20日 )

関原発第46号 (平成30年 4月 20日 )

関原発第202号 (平成30年 7月 4露 〉

閥原発第259号 (平成30年 3月 20日 )

闘原発第415号 (平成 30年 12月 5日 )

関原発第 5'04号 (平成 31年 ?月 1日 )

関原発第 512号 (平成 31年 2月 6日 )

関原発第582号 (平成 31年 e月 18日 )

関原発第 3号 (平成 31年 4月 4日 )

関原発第68号 (2019年 5月 16霞 )

関原発第 115号 (2019年 6月 24日 )

関原発捧204号 (2019年 3月 23日 )

関原発第478号 (2020年 1月 2鼻 日)

関原発第510号 (2020年 1月 31日 )

開原発第542号 (2020年 2月 26潤 )

関原発第6o9号 (2020年 3月 24日 )

関原発第 20号 (2020年 4月  7厨 )

闘原発第236号 (2020年 3月 21日 )

成績書管理番号 11‐ 20

検査申請一覧表

上記以降の変更を検査申講書の変買申講により確認し表中に違記する。

ユ



検査結果二覧表

成績書管理番号 il-20

毎

特記事項

な し

検査立会責任者 印

織茂命猾,, 主任技術者

市(身
″・夕亨ビンとイを拶管篭

原子力施設検査官 印

凸 4多妥

検査結果

魔

検査年月日

赫 2年

″月/ロ



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所勢 1号機 使用前検査記録

共通事項
｀         成績書管 11と番号 :と -20

検査年月日 :庭勒鮨え年  ダ 月  /目

検査場所 :関西篭力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 l熊考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録重窪認

検査 をする工事の五

程.期 日及び場所が中

講審 どお り!で あるこ

と。   |

記録確認

工事計画の認可番時の

記載が適切であるこ

と。

記録確認

子



関西篭力株式会社高浜発電所第 1号機

(三号検査)

添付資料 3-1

使用前検査記録

成薫貞馨管理番号 :と -20

検査年月日:務 え 年 ダ 月 /日
検 査 場 所 i関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

'Ⅲ

講者の品質記録が準備されていること。 記録確認

必要な図面等が準備されていること。 隠面等確認

検査用針器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。

記録確認

系統構成が完了していること。 臨

F



添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(二号検査)

成績書管理番号 :と -20

検査年月ロツ肋繕 2年  夕 月 、/ロ

検 査 場 所 :関西篭力株式会4比高浜尭篭所

検査結果

検 査 対 象

話測制御系統施設

制御用空気設備

安全弁 (別添 と参照)

検査項目 判定基準 検査結果 検奇方法

系統機能検査

設備及び機器が工事計百圏に従い製作

されれ据付けされ、所定の性能を有じ

ており、技術基準に適合するもので

あること。

夕く

備考

・記録確認は、工事計画に基づき申請音が行った試験・検査σ)侃ど質記録 (※ )

※適合性確認検査戒績書の識別番号:Tl-3-0113(その2)

T義 一患-0714(そ の 2)

・目視で確認した範囲 :添付資料 8‐ 3参照

による。

r



添付資料3守 B

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(三号検査)

(立会検査)         .
戒績書管理番号 :1-20

検査年月H:堪》勧2年  ″ 月 / 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

系統機能検査記録―

検査範p封 :講,抑制御系統施設

制御用空気設備

安全弁 (別添 1参照)

判定基準 :所定(′う性能を有すること。

検査対象
項目

(単位)

工事討園

記載値
詐容値 お窪liガ齢値

検査

結果
検査方法

iV― N2V-307

吹出圧カ

(MPa) ′、

'2歩 夕く 目視

吹出量

倣g/れ )
お23

備考

来と1静容値は」f3による。

※21詳容値ほ工事講閣による。

7



添付資料 3-4

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査用計器一覧表
/ 成績書管理番ケチ:1-20

検査年月日 :ゑん 2年 夕角 /日

験査項目 検査用計器 管テ甲_番号 測定範睡l 測定精度
校正年月日

有効舞l限
備考

系統機能検査 江力計
2019.12.20

2020.12.19

系統機能検査 圧ノメ計
2019,12.20

2020.12.19

以 下余白

P



別添 1(1/3)
工事計画本文 (原規規発第1606104号 (平成28年 6月 10日 :忍可))

・可搬型

(注 1)公称値

変 更 講 変 更 後

名 称 lV―N2V-307

種 類 非平衡形

吹 出 圧 カ MPa 0.83

Π久 農 数 kg/h/値 l
370以上

主
要
ヽ

1・

法

呼 び    径 隠m 20(注 t)

の ど 部 の 径 m籠 13(41)

弁 座 謝 の 径 阻籠

ジ ア ト

材 料 (弁 箱 ) SUSF816

個 数 1(予備 1)

取
｀  付   鶴   所

取付箇所 :

〕

?



変 更 前 変 更 後

変更なし

lV―N2V…307

非平衡形

吹 出 圧 カ MPa 0.83

吹 出 量 kg/h/個 370以上

呼 び 径

の ど 部 の 径

弁 座 日 の 径

ヅ フ

材 料 (弁 箱 )

mm 20〔滋1〕

偶m

mm

mm 3(注 1)

sUSF316

個 数 l(予備 1)

取 付 箇 所

県管場

取付箇所 :

保管場所 :

取付箇所 :

〕

別添1(2/o)
ェ事計画本京 (閥原発第 121号 (平成30年5月 24日 )にて軽微変更届出)

。可搬型

(注1)公称値

/'



別添 1(3/3)
工事計画本文 (原規規発第1606104号 (平成28年 6月 10日認可))

i可搬型

(注 1)公称値

変 更 前 変 更 後

名 称

種 類

lV・N2V-400A、  B

非平衡形

吹 出 圧 カ MRB 0,98

吹 出 量 kg/h/個 430 以 上

主
要
寸
法

呼   び   径 mm 20(注 け

の ど 部 の 径 mm 13(注け

弁  座  日 の 径 mm

ジ フ ト mm

材 料 (弁 箱 ) SUSF316

個 数 2(予備 1)

取 付 箇 所

場

//



検査結果二覧表

成績書管理番号 :1-20

＼
ν

特記事項

移 し

検査立会責任者 印

衰 捜 蕊 /弁 ,巧 主
等

技術者

常 η″―

'兄

V差メコ期爾豚

原子力施設検査官 印

ヵ影 、τ
小ヽη 9ヽ 考

検査結果

藤

検査年月日

令和 二 年

′
月
 /θ

日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

共通事項
成績書管理番号 :1-20

検査年月日 :令和 ■年,デ 月
´
か 目

検査場所 :関西電力株式会社蔑浜発要所

検査前確認事項

使用説検査申請書の1後認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申語書 (変更申講を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 0-

検査をする工事のエ

程、期日及び場所が申

請書どお りであるこ

と。・

記録確認
a!一

工事計画の認可番号の

記載が適切であるこ

と。

記録確認、 @―

′J



(                        添付資料 3-1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(二号検査)

.                  成績書管理番霧 11-20

検基年月日:令和 ,年  夕 月 ′θ 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

中講者の品質記録が準備されていることと 記録確認 Q・ 耳

必要な図断等が準備されていること。 図画等確認 0-
検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。

記録確認 @―

系統構成が完了していること。 0

ガΥ



検査結果

添付資料 3T2

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用講検査記録
Ⅲ       (三 号検査)

成績書管理番号 :1-20

襟査年月日 :令和 ぅ 年 ′ 月 /9鳳
検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

計測制御系統施設

制御用空気設イ薦

容器

主配管 (別添 ■参照)

検査結果 検査方法判定基準検査項目

Ｒヽ り

鰻
系統機能検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており単技術基準に適合するもので

あることな

備考

・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行った試験・検査の品質記録 (※)による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号:Tl-3-0116

/争



別添1(1/6)

・ 漁「搬型

名 称

種 類

変 更 消 変 更 後

窒素ボンベ

(ア ニユラス伊F気弁等作動用)

一般継 目なし鋼製容器

容 量 帷))
ノ 個

最 高 使 用 圧 が 産1) MPa

℃最 高 使 用 温 度 。11)

主
要
寸
法

外 径 m籠

高 さ

Л同 部 厚 さ

底 都 厚 さ

Rlm

mm

mm

材 料

イ固 数 l (予備 1 〉

取 付 箇 所

(注 1)重大事故等時における使用時の値

(注2)公称値

/〆



変 更 後

材   料

STPT370

STPT370

厚    さ

(mm)

(PIS)

3.9

/

/
3.4

(注 3)

3:4

外   径

(阻l■〉

(淀 3)

60.5

/

/
34.0

(注 3)

34.0

最高使用

温  度

(℃ )

(注 5)

138

(注 S)

50

名 称

1最高使用

1圧  カ

(MPa)

(性 a)

変更な し   0。 98

ホ▼ス接続面

(AJ8 NO.8        (法 5)

入口窒素供給配管)0,83

弁 (lV-6291)

制
御
用
空
気
設
備

変 更 前

最高使用

圧  カ

(MPa)

最高使用

温  度

(℃ )

外   径 厚 さ材 料

(醜El) (lMl)

(注 !0)

弁 (lV… 6204A、  B)

制
御
用
空
気
設
備

弁 (lV-6250F、  H)

名 称

ヽ
Ｎ

(注 1)

(注 2)

(注 3)

(注 4)

(注 5)

(注 o)

(注 7)

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「計器用空気転燥器A、 B出 日の仕切弁～格納容器内逆止弁」

SI単位に換算したものである。

公称値

STPG42同 等材 (STPG410)への取替えを行 う。

重大事故等時における使用時の値         ′`        ′

エルボを示す。

本設備は既存の設備である。

と記載

湮
郭

岸

Ｃ

＼
巳



(注8)記載の適正イLを行 う。既工事計画書には「計器用空気乾燥器A、 B出 園ライン分岐点～空気だめ」と記ュ絞

(注9)記載 (″)適正化を行 う。既工事計画書には
'空

気だめラインヘの分岐点～主蒸気大気放出弁および補助給水用弁J

(柱 10)既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は、設計図書による。

(注 n)エルボについては管と同等以上の厚さのものを選定する。

と記載

＼
的

選
薪
ド

奮
＼
３



保管場所 (注

"

取付箇所

C1220T5.0

(T与 2)

用

度

使一局最
　
温

用

力

(lllm)(℃ )

さ

(mm)

厚称名 外   径

(MPa)

Cと 220T

C1220T

5:0

22.0

(注

50

(れ ,)

17.16

0.83

ホース先端

制
御
用
空
気
設
備

(ユと2'I

くユ上2)

08

(注 1)

50

1)(rt

1  2,0

22.0

窒素ボンベ

(ア ニュラス排気弁等
|

作動用)

変 更 後変更前

　ヽヽ

湮
鷺
卵
ド

（
卜
＼＼

ｏ
）



取付箇所

保管場所 (浅 101i

SLS304

(1と S)(注 1)(注 1

0.83

制
御
用
空
気
設
備

(注 4)

20A50

アニュフス

排気弁等用

制御用空気ライン

蜜案供給珂酢
フレキシブルホース

変更前 変 更 後

名 称

最高使用

圧  カ

(MPa)

最高使用

温  度

(℃ )

外   径 厚 さ 材  料

(llm) (mm)

Ｖ

●

(注 1)重大事故等時における使用時の値

(注2)公称値                     `

(注3)当該マニホ
■

ル
壇 台 (必要台数 :1台に (A不 )、 (B否 )共用の予備 1台 を加えた数量)以上を保管する。

(注 4)メ ーカにて規定する外径を示す。

(注i)メ ーカ仕様によるものとし、完成品として一般産業品の規格及び基準に適合するものであつて、使用材料の特性を踏まえた上で、

重大事故等時における使用症力及び使用温度が負荷 された状態において強度が確保できるものを使用する。

(注6)当該ホー

(注 7)当 該ホー

(必 要本数に予● を加えた数量)以上を保管する。

導
逮
跡
ド

（
観
＼

③
）

韓は 要本堀 hm■ 柱
■

楓
・

剰 酔 蒔 備lm幹 響
えた錮

十
1をイ呆管

=る

9



(注ぶ)鵜 該ホー
粋

(泣 u)当 該マ怠ホール

(注 1"当該ホース|ト

(芝 要ヽ李数 |工 手ね嘔卜 を加えた数量)以 tと を保管する(】

4違最E鞣解冠堺と試↓拌

V

翌
辣

Ｐ

ａ

＼
ｅ



検査結果一覧表

成績書管理番号 11-20

▼

特記事項

k
ひ し

検査立会責任者 印

藉 浪 有V争.移イタ
主任技術者

ギイオ・ク″ぜ
Rゾ

叩 だ房

原子力検査官 印

ァ士

/ラ
全 本 徹

検査結果

段

検査年月日

令待 2年

?月 二年日



添付
・資料 と

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
:共

通事項  ィ
・                       成績書管理番号 :と

=20
検査年月日 :等櫓 2年  7 月

'当

L H

検 査場 所 :関ぬ篭力株式会社l葛浜発電所

検査前確認事項

使用講検査申請書σ)確認

確認事項 確認方法 至窪認結果 備考

本検査に係る使翔講検

査申請書 (変更申請を

含む。)力蜂 備されてい

ることな

記録確認 ①た

検査 をする工事のエ

程、期自及び場所が申

請書 どお りであるこ

と。

記録確認 ①・一

工事計画 (ノ)認1可番号の

記載が適切であるこ

と。

記録確認 Θ・一

エユ



関西電力株式会社高浜発電所第 1号幹
(三号検査)

姿付葦料,一 l

使痛前検査記録

成績書管理番号 :1-20

検査年月日 :卑ヽ 2年  9月  2牛 目

検 査場 所 :関西電力株式会社薦浜発篭所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者イプ〕品質記録が準輔されていることと 記録確線 Θ―

必要な図罰等が準備されていること。 図面等確認 ⑧・=
検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、双ll定精度を有してい

ること。

記録・帯窪認 Q・ |

系統構成が完了していることと
立会/

,記録確認
良・〇

歩平



検査結果

添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(三 号検査〉
成績書管理番号 :ユ ー20

検套年月日:今る 2年  7月  ,牛 B

検 査 場 所 !関西電力株式会社轟浜発電所

検 査 対 象

講測制智系統施設  、

制御用空気設備

容器     ~
窒素ポンベ (加圧器逃がし弁作動用)(朋添 1参照)

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

系統機能検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

そおり、技術基準1こ邁合するもので

あること。

融

目視

⑩

備考         ン

・記録確認とまi工事計画に基づき申講者が行った試験・検査の品質記録 (※ )tiよる.

※ 適合性確認検査成績審の識別番号:Tl-3-0714(そ の4)

・
・ 工

Eロト

'け

H,¬〔,14“鷺再Eユltラ′

'tと

郵,HJ柱翌1'じ :

)ま



別添1(ハ守為2魯字A塞確,原規規発第 1606104号  平成 28年 6月 10日
含十
剰翌禦登整桜欝原子炉施設に係るもの (発電用原子炉の運転を管理するための制御装置に係るものを除く。)にあつては、次の事I霙

長?留馨累吉碁器営経乗争懇皇r至高使用圧力、最高使用温度、主要寸法、材料、個数及び取付歯所

・可搬型

(注 1)重大事故等時における使用時の値

(注2)重大事故等時に必要な容量は、窒素ボンベ2個 を使用して、81.22以 上とする。

(注 3)重大事故等時に必要な容量は、窒兼ボンベ6個 を使用して、241,62以 上とする。

(注 4)公称値

一般継目なし鋼製容器

倉

名 務ヽ

種 類

更 前

．

変 更 後

窒素ボンベ

(加圧器逃が し弁作動用)

|よ_‐量 (″ It'
(~`卜

~~… … ‐ ~

E/1ttl

容
i    C 以 上 くイリ

■ ■
(ユ

11'

>び



検査結果一覧表

成績書管理番号 :1-20

予

資

特記事項

7か レ

検査立会責任者

特麦 主任技術者

て埼″ 19rウ ン た

原子力検査官

ヌ陥毬堵

検査結果

『＼

検査年月日

令和 1年

/ 月 す

渉
日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用講検査記録

共通事項
成績書管理番号 :と -20

1    棧費尋:自鰍振:ゑ含逮鼻
検査前確認事項

使用聴検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更串請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 ⑧

検査 をする工事のエ

程、
°
期目及び場所が申

請書 どお りであるこ

と。

記録確認
Φ

・ 一

工事計画の認可番号の

記載が適切であると

とと

記録確蔵憲、 0・

鸞



関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

(三号検査)

添付資料3-1

使用前検査記録

1 
成績書管理番号 :1-29

検査年角
甲

t令和や 準 ″ 月 ′
ケ

翔

検 査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査講確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申講者の品質記録が準備されていることと 記録確認
①

・ ―

必要な躍面等が準備されていることc 図画等確認

検査用討器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。

記録至篠認 り'

系統構成が完了していること。
υ
鰤

(〔と:`;)・

ヅ



検査結果

添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(三号検査)

成績書管理番号 il-2()

穣養年月掛 ;Ⅲ和 さ 年  /月  ブ
ロ

検 査 み場所 :関西電テゴ株式会社高浜発電所

検 査 対 象

計測制御系統施設

制御用空気設備

圧縮機

容器

安全弁

主配管 (別添 1及び別添 2参照)

原子炉格納施設

原 子炉格納容器配管質通部及び電気爵E繰賞還都

固定式瀧管質通部 (別添 1及び別添 2参照)

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

系統機能検査

設備及び機器が工事言

“

面に従い製作

され、据付けされ、所定σう性能を有し

ており、技術基準に適合するもσ)で

あること。

及、
ψ

備考

・記録確認は、工事註rlttiに 基づき
`神
講者が行った試験・検査の品質記録 (※ )による。

※
´
適合性確認検査成績寄σ)識別番号 :Tl-3-0714(そ の 1)、 Tl-3-0714.(その 3〉

i日 視で確認した範囲 :添付資料 3-3参照

。なお、系統機能検査 (運転性能検査)においては、空素ポシベによる加遷器逃し弁開作動後、可搬

式空気圧縮機 (加圧器逃し弁作拗用)か らの空気供給により加〉工器逃し弁が開維持出来ることを確

認した。

,と｀



検査結果

添付資料 3-3

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
|(三号検査)    i

(立会検査)

成績書管理番号 二1-20

検査年月日 :令不震゛ 年 /月   ど,日

検 査 場 所 :関西篭力株式会社高浜発電所

系統機能検査記録

検査範囲 :副・測待f御系統施設

制御用空気設備
.   圧縮機 (別添 1及び別添2参照)

判定基準 :所定の性能を有すること。

検査対象
項督

(単位)

工事計画

記載値
確認値

章父査

結果
検査方法

可搬式空気圧縮機

(加圧器逃がし弁作動用 )

lPを CO―A)K

容量

(ギ/働 |■1以上 ‐

飛 目視

I生議圧カ
(MPa) ||1必上 ‐

備考

※可搬式空気圧縮機 (加圧器逃し弁作動用)の系統機能検査については、性能検査及び容量確認験査

を実オ疱。

呼



添付資料 3-4

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査用計器一覧表
成績書管理番号 :1-20

検査年月日:冷莉1◆ 年 /月 ど日

検査項日 検査用計器 管理番号 測定縫l才質 測定精度
校正年月翔

有効期限
備考

系統機能検査 圧力計 ,

系統機能検査 流量講

以下余白

t,>



工事計画本文 (原規規発第1606104号 平成 28年 6F葛 0日 議可)密
琴日ξ督 ギ月智ぎFぎ占)計

常:科§彗害患祭予盪磐:懸登i:岳こ雷E景争二得程君こと

'こ

とこ色:を母!稼量振織二浄ζ岳
除く。)にあつては、次の1環

'可搬型

(注 1)重大事故等時における使用時の値

(た2)公称値

変 更 後

FJ搬氏空気た稲機

(加圧器逃が し弁作動用 )

往復式

||1以 上 (14.4('1め )

||1以 上吐 出 圧 が 4猛 :)

た て

横

主
要
寸
法

高 さ

二相誘導電動機

2(予備 1)個

一
種

数

類

■■■以上カ出

2(予備 1)数個

圧
縮
機

原
動
機

kW/個

名 称

諷鵬

mm

mm

類

変 更 前

種

容 量 (注 1) m3/h/個

MPa

取 付 箇 所

ジ



変更前 変 更 後

名 称

種 類

容 量 (とと妙 m
3/個

最 高 使 用 圧 が 津
"

MPa

最 高 使 用 温 度 〔注
"

℃

要
寸
法

直 径 Πlm

全 長

胴 板

個 数

取  付  箇  所

空気だめ

(加圧器逃がし弁作動用)

横置円筒形

0.080う〔_L (0,080(江 3))

1.05

50

290(滋 3)

1,280(注 3う

SS400

1(澁 4)

別添 1(2/2')
(令和 3年 1月 5口 (6日 )

。可搬型

(注 1)可搬式空気圧縮機 (加圧器逃がし弁作動用)の附属機器である。
ぢ

(注2)重大事故等時における使用時の値

(注3)公称値

(注4)可搬式空気圧縮機 (力B匠器逃がし弁作動用)の 1台 当りの個数を示す。

∂井



別添 1(3/27)
(令琴E3年 二月 5日 、 6日 )

・ れr搬型

(注 1)重大事故等時における使用時の値

(注2)公称値

変 更 後

増圧装置空気だめ

横置門衛形

2(予備 1)

m3/個

MPa

温 度 (洋 1)

牢』

類種

容

℃

mm径

mm長

"同

個

板

数

変 更 前

取   付   箇   所

最

最

高

一局

使

使

量 (注 1)

主
要
寸
法

直

一
企

4,4く

圧 力 (注 と,一
用

・
用

一
　

一

∂子



舜叫添 1(4/27)
(令和 3年 二月 5日 、6日 )

・ 可搬型

(注 1)重大事故等時における使用時の値

(注2)重人事故等時に必要な容量は、空素ボンベ2個 を使用 して、8t.22以 上とする。

(注3)重人事故等時に必要な容量は、窒素ボンベ6個 を使用 して、241.62以 上とする。

(注4)公称値

変 買 後

(加圧器逃が し弁作動用 )

一般継 目なし鋼製容器

以 に (

(I± 4)

‐上 (注D B
最Ⅲl)

名 称

種 類

容

mm

材 料

数個

」削

Л同

高

外 径

さ

　

さ

底  部  厚  さ

取 付 箇 所

主
要
寸
法

2

℃

2/個

MPa

mm

最 高 使 用 圧 が 注1)

最 高 使 用 温 度 (注 1)

∂が



(▼
整轟

隠管の
等
稗、最高使用圧力、最高使用温度、外経主厚さ及び材料

”
弩

変 更 前 変 更 後

材  料

変更なし

(ユi7)

ASTM

A105

Cr Ⅱ

(S25C

相 当)

厚   さ

(lnl11)

(注 7)

(最小〉

6.0

(注 3)

(6.0)

外  径

(lmi)

trと 3,7)

(差し込み

部の内釣

61.1

最高使用

温  度

(℃ )

変更な し

(控 S〕

138

(注 5)

138

最高使用

圧  カ

(MPa)

変更なし

(謹 5,

O,98

(正 8)

0.98

材 料 ク偽 称

変更なし

(注妨 (注働

60。 3

(注 3)

0.83 50 3.9 STPG42

制
御
用
空
気
設
備

庫   さ

(:lrll)

最高使用
|

温 度 1外 径

(℃ ) (mm)

駿高使用

F土  カ

(MPa)

名 称

(洋 1)

弁 (lMOV-6202、

6203)

格納容器貫通部

PEN♯ 328、 332

制
御
用
空
気
設
備

瀬
霊
部
ユ

（
ａ
＼

Ｎ

刊
）

（↓
謝
ω
樹

ユ
油
ａ
ｎ

，
ｏ
コ
）



乾

変 更 前 変 更 後

材  料

変更な し

(農 ?)

ASTM

A106

Cr H

(S25C

相 当)

厚   さ

(劇nmR)

(最小)

6.0

/
(最小)

6.0

/

(6.0

/

6.く)

/
― )

外   径

(litttl)

(とと3.

(差

61.1

/
(差

61.1

/

高使用

温

(℃ )

変更な し

(注 S〕

la3

138

最高使用

圧  カ

(磁Pa)

変更なし

(注 5)

0,98

(注 3)

0198

材 料 名 称

(澁 2)

0,83

(注 (注 3)

3.950   f 60,3 STPC42 1

制
御
用
空
気
設
備

変更な し

厚   さ

(晟 lln)

最高使用 |

温  度 1外  径

(℃)|(lゝ un)

最高使用

睡  カ

(MPa)

名 称

(注 よう

格納容器貫通部

PEN♯ 328、 332

弁 (lV-6204A、  8)

制
御
用
空
気
設
備

削
建
謝

ユ

（
め
＼

時

対
）

（↓
曽

ω
構

ュ
渤
０
口
生
０
口
）



t

材  料

STPT3702,9

(注 3,

(lim)

厚   さ

(:硼ia)

外   径

(避 3)

27.2

最高使用

温  度

(℃ )

(注 S)

50

最高使用

圧  カ

(MPa)

0.98

(注 6)

ホース接続口

(窒素供給連絡

配管上流 (A系 ))

及び

ホース接続 日

(空素供給連髯l鮮

配管上流 (B系 ))

ホース接続口

(空案供給連絡

配管下流 (A系 ))

及び

ホース接続口

(窒素供給連絡

配管下流 (B系 ))

制
御
用
空
気
設
備

称名料 |材

(皿 B)

厚   さ

最高使用 |

温  度 外

(℃ )  (1阻 lm)

径

最高使用

鷹  力

(MPa)

変 更 前 変 更 後

称

瀬
霊
郵
ュ

（
Ｎ
＼
Ｎ
Ｎ
）

（
◆

赳

ω
構

さ
れ

い
口

，

０

口

）



Ｆ
Ｏ

材  料

STPT370

(盟m)

厚   き

(連 3)

2.9

(滋 3〕

27.2

(鼠憲置)

外   径

(渡 S〕

50

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧  力

(MPa)

(注 5)

0,98

ホース接続ロ

(lV-6261」Lう僣)

及び

ホース接続 回

(lV-6262上流)

格納容器貫通部

PBN帯 328、  332

上流配管合流点

制
御
用
空
気
設
備

称名料
|

さ

(題)(醒 )(℃ )

高使用

(MPa)

ナ カ

変 更 後変 更 前

称名

調
二
当
卵
ユ

（
∞
＼

臣

司
）
　

．

（静
曽
ω
構

ユ
れ
衝
田
′
〇
口
）



材  料

STPT870

STPT370

(ml■ )

厚   さ

(|■ 3〕

3.4

く玉
=3)

3.9

/

/
3,4

(■ ll■)

外   径

(こと3)

60.5

/

34,0

/

一　
　
　
　
注

34,0

最高使用

温  度

(℃ )

(ほiS)

138

(ユ lS)

50

最高使用

匠  力

(MPa)

(注 5)

0,98

0,83

t注 働

ホース接続日

(AJB NO.8

入口窒素供給配管)

弁 (lV-6291)

変更なし

称材  料  名

最高使用

圧  カ

(MPa) (Ilun)

径 |

(1■:1))(℃

厚   さ度 1外

最高使用

制
御
用
空
気
設
備

(な lo)

弁 (lV-6204A、  3)

弁 (lV-6250Fく  H)

称.々

制
御
用
空
気
設
備

変 更 後変 更 前

ヽ
＼

(注 1)記載の適産化を行 う。既工事計画書には 「計器用空気機操器A、 B出 日の仕切弁～格納容器内逆止弁」と記載

(注 2)

(注 3)

(注4)

(注 5)

(注6)

(注 7)

Sと 単位に換算 したものである。

公称値

STPC42画等材 (STP0410)■ の取替えを行う。

重大事故等時における使用時の値

エルボを示す。

本設備は既存の設備である。    1

卸
霊
郡
れ

（
ｏ
＼

Ｎ

Ｎ
）

（↓
曽
ω
構

ユ
渤
観
口

，
０
コ
）



(注8)記栽の道正化を行う。既五事計画書には「計器用空気乾燦目岳A、 B出 ロライン分岐点～空気だめJと記載

(注9)記載の適正化を行う。既工事計画書にな「空気だめラインヘの分岐点～主黙気大気放蘭弁および補助給水用弁Jと記栽

(注 10)麗I事計画書に記載がないため認載め適正化を行う。議載内容は、設計図書による。

(注H)エルボについては管と同等以上の厚さめものを選定する。       `              '

玲
Ｙ

選
諄

ユ

（
ユ
０
＼
榊
翌
）

（↓
苦
い
構

ユ
油
ｏ
口

，
め
口
）



以下の設備のうち貫通函己管は、既存の原子炉格納施設の うち原子炉格納容器 (原子炉格納容器配管真通都)であり、制御用空気設備と

して本重事計画で兼用とする。     ‐

・常設

格納容器貫通都 (貫通都番号328)

格納容器貫通部 (貫通部番号332)

逸

渤
霊
郵
ユ

（
ユ

ユ
＼

”

刊
）

（φ
習

ω
構

ユ
れ
ｏ
口

，
０
口
）



工事計画本文 (関原発第121号 平成 30年 5月 24日  軽微変更届出)

計
患翌罫零書豊肇最議だ擦薄長活鼻名
(6)主配管の名称、最高使用圧力
・常設

の (発電用原子炉の運転を管理するための制御装置に係るものを除(c)にあっては、次の事項

、最高使用温度→外径、厚さ及び材料

く
状

変 更 後

材   料

変更な し

厚   さ

(mln)

最高使用
―

温  度

(℃ )

外   径

(alttl)

最高使用

圧  カ

(MPa)

名 称

制
御
用
空
気
設
備

変 更 前

外  径 厚  さ 材 料

(ilim) (m騒)

STPC42

(蘇 3,13)

(差 し込み

部の内鶴

61,1

(注 13)
(注 :3)

ASTM

A105

Gr Ⅱ

(S25C

相当)

(最小 )

6.0

(注 3)

(6.0)

(注 3) (注3)

60.3     3.9

最高使用

温  度

(℃ )

50

(送 5)

138

(注 12)

50

(注 S〕

138

最高使用

圧  力

(貯a)

0,33

(注 5)

0,98

(注 12)

0.83

(注5)

0.98

名 称

新P(lMOV-6202、

6203)

格納容器貫通都

PaN#‡ 328、  332

制
御
用
空
気
設
備

瀬
霊
郭
ユ

（
ユ

的
＼

山

刊
）

（↓
曽
０
れ
が
れ
い
団

，　
０
コ
）



恥

変 更 後

材  料

変更なし

目
再毎握

|

(℃)|

外  径 厚  さ

(:!u11) (:皿 l)

最高使用

圧  力

(MPa)

称

制
御
用
空
気
設
備

変 更 前

外  径 厚  さ 材 料

(破la)  (IELX)

(ユi3) (と a)

60.3     3.9    STPC42

(注 3,13)| (注 la)

(最小).

6.0  -

/1
(最小)

6.0

/

(差 し込み

部の内岱

61.1

/
(差し込み

(注 18

ASTM

A105

Cr Ⅱ

(S25C

相 当 )

(注 3)

部の内衛

61。 1

/

(6.0

/

6,0

/
-)

最高使用

温  度

(℃ )

50

(津 5)

138

(澁 12)

50

(注

138

最高使用

圧  カ

(MPa)

0.83

(注 5)

0。 98

(注 1

0.83

(在 S)

0。 98

名 称

格納容器貫通部

PEN♯ 328.332

ゲ,(lV-6204A、  B)

制
御
用
空
気
設
備

渤
霊
部
ユ

（
ユ

ω
＼

博

ミ
）

（↓
苦
ω
■

工
沌
９
嗣
ｆ
Ｏ
口
）



(注8)記載の適正化を行 うi既工事計画書には
'計

器用空気乾燥器A、 い出ロライン分岐点～空気だめJと記載  _

(注9)記載の適五化を行 う。既工事計画書には「空気だめラインヘの分岐点～主蒸気大気放出弁および補Bも給水用弁」と記載

(注iO)既工事計画書に記載がないため記載の選轟化を行 う。記載内容は、設計図書による。     i

(遠五)ェルボについては管と同等以上め厚さのものを選定する。                 ‐

(滋 1とI平成23年6角 lo日 付け原規規舜第16061儀号にて謡可蓉神た既工事計画書に記栽がないため記載の道五化を行うと

(津 1む)記載の適正化を行う。平成28年6月 10日 付け原規規発第1606104号にて認可された既工事計画書には変更後tこ 諷載

嘴
ヽ

選
諄
ユ

（
ユ
〔
＼
膊
刊
）

（↓
譜
０
紺
ユ
れ
胡
Ш
・
０
風
）



工事計画本文 (原規規発第1606104号
計測編御系統施設

加圧水型発電用原子炉施設に係るも
9 制御用空気設備に係る次の事項
(5)主配管の名称、最高使用圧カ
・ 可搬型

平成 28平 6月 10日  認可 )

の (発電用原子炉の運転を管理するための制御装置に係るものを除く。)にあつては、次の事項

、最高使用温度、外径、厚さ及び材料

も

保管場所 (注9

取付箇所 :

C1220T2.08.0

(権 2)

5.0

(IF2)

22.0

(注 2)

最高使用

温  度

(℃ ) (IIlm)(El14)

材  料外  径 1厚  さ

C1220T5.0

(注 1)

(注 】)

17.16

0,98

ホース先端

制
御
用
空
気
設
備

(注2)

50

50

(注 】)

(注 I)

(注2)

22.0

窒素ボンベ

(力日圧器逃がし弁

作動用 (A系 )〉

最高使用

圧  カ

(MPa)

称名

変更前

涎
霊
謝
ユ

（
工
り
＼
膊
増
）

（↓
替
ω
韓

ユ
油
リ
ロ
′
０
口
）



令
埼

変 更 後

取付箇所

保管場所 ('生ω

取付箇所 1

材  料

C1220T

C1220T

C1220T

外 厚 さ

(m顔) (lnal)

(れ 2) (注芝)

22.0 5,0

(注ツ,| {溝 2)

8.0 2,0

(1菫 2) (1ほ 2)

22.0 5,0

最高使用

温  度

(℃ )

(注 1)

50

{r茎 1)

50

最高使用

名 称 カ

(MPa)

“

ti

0。 98

窒素ボンベ

(加圧器逃が し弁

作動用 (B系 ))

制
御
用
空
気
設
備

〈注t,

ホース先端
17.16

変更前

選
謝
ユ

（
ユ
０
＼
Ｎ
刊
）

（↓
替
ω
紺

さ
れ
い
団
゛
め
口
）



ゞ
一

変更前 | 変 更 後

最高使用 最高使用

名 称 圧   力 温  度 外  径 厚  さ 材  料 取付箇所

(MPa) (℃ ) (mm)     (mm)

保管箇所 (注⇔

可搬式空気圧縮機

ラインマニホィル ド

接続用

|||ト
ホース

取付箇所 :

(注 1) (こと1) (注 4) (注 S,

O.98 50 6A 合成 ゴム

制
御
用
空
気
設
備

保管箇所 (+0と

可搬式空気圧縮機 |

ラインマニホール ド |

接続用

||lm本
―ス

(注 け|

取付箇所 :

(イと1) (注 1)

0.98  (    50 6A 合成ゴム

説
霊
夢
ユ

（
ユ

増
＼

ω

刊
）

（↓
譜

ω
韓

ユ
山
い
皿

，
ω
題
）



狩
的

変更前 変 更 後

材  料 取付箇所

保管箇所 l'―・?)

取付箇所 :

合成 ゴム

外  径 厚  さ

(mrll) (■ ull)

制
御
用
空
気
設
備

1 可搬式空気圧縮機

|ラ
インマニホール ド

接続用

|lm(A系 )|い (B系 )

.   ホース

(注 :) (注 4)|

0,98 50

最高使用

温  度

(℃ )

遭

部

れ

（
ユ

∞
＼

山

ミ
）

（↓
掛
ω
韓

ユ
沌
ｏ
回

，
０
田
）



守
ヽ

変更前 変 更 後

最高使用 最高使用

名 称 圧   カ 温   度 外  径 厚  さ 材  料 瑕付箇所

(MPa) (℃ ) (mm)      (mm)

保管場所 は働
:

制
御
用
空
気
設
備

加圧器逃が し弁用

制御用空気 ライン

窒素供給用

■
mホース

取 付箇所
(注 1) (注 ) (虚 4) (注 働

0,98 50 19A 合成 ゴム

渤
霊
謝
ユ

（
ユ
Φ
＼
時
Ｎ
）

（↓
苦
ω
紺

ユ
れ
い
団
つ　
０
口
）



変 更 後

取付箇所

保管場所 (注 。〕

取付箇所

材  料

SじS804

外  径 厚  さ

(配ll) .(即 )

titl) (■石)

20A

名 称

最高使用

底  カ

(MPa)

最高使用

温  度

(℃ )

制
御
用
空
気
設
備

アニュラス

づF気弁等用

制御用空気ライン

窒蒙供給珂酢
フレキングルホース

(注 :) (l)と

0.83 50

変更前

埼
Ｙ

(注 ll自大事故等時における使用時の値                              ′

(注2)公称値

(注0)当該マニホール
嘔r(必 要台数 :1台に (A系 )、 (B系)共用の予備 1台 を加えた数量)以上を保管するこ

(注4)タメーカにて規定する外径を示す。          
‐

(注5)メ ーカ仕様によるものとし、完成品として一般産業品の規格及び基準に適合するものであつて、使用材料の特性を踏まえた上で、

重大事故等時における使用圧力及び使用温度が負荷された状態において強度が確保できるものを使用する。

(藤6)当該ホエ
み   (必 要本教に予嘱掛 を加えた数長)以上を保管する。

(注7)当 該ホーみ   (必要本数1田 (A系 ):日本、日m(B系 ):ユ本に予常Ь :1本を加えた数量)以上を保管する。

瀬
」
甑
卵
ユ

（
蛉

〇
＼

や

ヾ
）

（↓
曽
ω
韓

ユ
枷
９
口

，
〇
阻
）



(注8)当該苓―
■   (必叢

令
教ほ予

攀
を加えた数量)以上を保管する。

駅) 躍    祝基翡
す乱

冷
弩

望
郵
ユ

（
Ｎ
れ
＼
”
司
）

（↓
錯
０
構

ぷ
れ
ｏ
ｍ
つ
０
口
）



工事計画本文 (原規規発第1808063号  平成30年 8月 6日  変更認可)

計測制御系統施設

加圧水型発電用原子炉施設に係るもの (発電用原子炉の運転を管理するための制御装置に係るものを除く。)にあっては、次の事項

9 制御用空気設備に係る次の事項

(5)主配管の名称、最高使用圧力、最高使用温度、外径、厚さ及び材料

'可搬型

考
ヽ

瀬
ｉ
艶
卵
ユ

（
山

博
＼

博

ミ
）

（↓
営
ω
韓

ユ
れ
観
コ

，
０
口
）

変 更 前 変 更 後

1豪高使
名  称  1圧

|(MPa)

用 最高使用

募森
|

函昼1需 | 1材

料
1檀

数(注 1) 最高使用 最
取付

箇所
カ 温 度 外径

(alm)

厚 さ

(1:風1)

個 数 取付箇所 名称 1圧 力 厚さ

(屈ll)(℃ ) (MPa)

変更な し

1

(予備 1)

変更

なし
変更な し

くた7)

SUS30417.16 50 lSA

PFA

(注 3)

5.O  C1220T

(注 8)

2.0 1C1220T

(ユエ3)

5.0 .C1220T

(注 3)

22.0

(注 3)

3.0

(れ 2)

17.16 50

22.0

(澁 2)

50

(津 2)

0.98

空素ボンベ

(加圧器逃が

|し弁作動用

|(B系 ))

制
御
用
空
気
設
備

本―ス先端



(注 1)

(注2)

(注3)

(注4)

(注 5)

(注6)

(注 7)

実用発電用原子炉の設置、運転等に関する規則改正に係る蓮正fヒ .

重大事故等時における使用時の値     …                     
′

公称値             ′         ~

A系 単B系共用の予備を畑えた数量

メーカにて規定する外径を示す。

メ‐力仕様によるものとし、完成品として一般産業品の規格及び基準に適合するものであって、使用材料の特性を踏まえた上で、

重大事故等時における使用麗力及び使用温度が負符された状態において強度が強保できるものを使用する。  )

本設備彎 ィレキシプルホ,スであると             、

繰

瀬
尋
郡

工

（
ヽ
い
＼

”
Ｎ
）

（↓
曽
ф
韓

ユ
れ
９
霊
‘
０
口
）



工事計画本文 (原規規発第1606104号  平成28年む月 10日 認可 )

(4
b

の (発電用原子炉の建転を管理するための鵠侮装置に係るものを除く。)にあつては、次の事項

び電気配線貫通部の名称、種類、個数Ⅲ長高使用旺力、最寓使用温度Ⅲ構成、主要寸法及び材料

変更な し

変更な し

変 更 な し

138

変更なし

変 更 な し

変更なし

138

138

変更 な し

変 更 な し

変 更な し
|

だ¶

328 1 変更な し

変更なし

0.98

変更 な し

l1 305

1変 更な し

変更なし

変 更 な し

0.305

変更なし

フ
盗更 な

変更なし

0,305

―
   最高使用

種類 1目数 圧  カ

(MPB)

最高使用

Y島  度 構

(℃ )

最高使用

温  度

(℃ )

十

1材

変 更 後

主 要寸 法 (EE)

変  更  前

種類成
号

料
厚   さ

材  料
1外  径 1長  さ   厚  さ

最高使用

個数  圧   カ

主要甘法 (m輌 l)

(4Pa)

貫通都

番 号 長   さ
符  成

外  径

声通配管

スリープ

ス ケープ

0_33

0 261

098

女通配管

女通部
端  板

蛸   板

'   122
0.261

界リー

0.261 122

68
輔   板

95  質通E管0.98

宿語 -   1

千
」

瀬
尋
謝
ユ

（
Ｎ

（
＼

”

刊
）

（↓
営

ω
韓

ユ
ｈ
ａ
口

，
ｏ
ｍ
）



変更な し

変更なし

変更なし

変更なし

変貿なし

変更なし

質通巳管

ス リー

9 261

331

138

122

343 端  板

変更なし

0 3053/4B

貫通部 |

韓
ぃ呻な更変

に
３２ 変更なし

138

変 更 な し

変 更 な し 1変 更 な し

たヽ,嘉      (ど う,

0.98 1 138

変 更テ
「

し変更なし

変更 な し喪1更 な し

0 30S

変更 な し i 138
(猿 0,I

変 更 な し

，
）
”

な更変

質通E守

343

343

端   板

1祖

と`な
|li:,F菅 :

最高使用

li  度 格

(℃ ,

'変  更 講

長

|

衛皇

(MPa)

成

|

要 寸法 (mm)主

料材
さ

|

外   径

変 更 後

最高使用

種類 個数 ―圧  カ材  帯

主要寸 法 (am)
貫迫部

番 号

貫違部

番 号 外  笹 長  さ   厚  さ
棒

1

スンー

0 26X

0 26X

lイ  2

賣選郎1 1に

0

貫通霊督500

貫通部

増   榎

スリーブ

守
ヽ

削
霊
夢
ユ

（
巾

ω
＼

時

ヾ
）

（◆
曽
ω
常
ユ
洵
い
口

，　
０
口
）



｀
変更 な し

変更な し

変 更な と

変 更 な し

k鶴

変更なし

138

変更なじ

x38

最 高使 用

圧   カ

(題Pa)

主要 す法 (lm)

外
戒雹類

貫通都

番 さ   厚  さ

変 更 後

長後

験再使用

ゼ風  度 籍個 数

(℃ )

変更なし

変更 な し

0 305

0 306

蛮買な し

変更 な し

査費なし
変更な し

0 305

４中＝頼

踊止板

騎止板

スジー

スノー

1

k

サ

磯止板

蒸

3

t12CI 1 122

0261 1 122Ⅲ゛

0 261      122

最高使用 |

濾  魔 韓

(く ) |

主 要寸 族 (ヽ rョE)

種類 1圏数 料材

幾 市:使 局

力睡

外  径 長  さ   厚  さ

変 更 前

(MPa)  i

貫通部

436紀

(注 1)公称値

(と2)監五手計画書に記載がないため鵞歳の適韮化を行 う,Iと載内容は、設計囲春による.

(注3)童大子故幸時における使用時¢〉値

(連4)囃工事計画書にrと 載がないため記燎
')遠

重化を行 う.                ―

(遣患)既こ守計画書 こヽと正韓がなしヽため記敬の適ヨ1化を行 う1営息破内容tは 、既■挙針画書に配載の蘇子炉構綸容器の段商使用歴力の値

(装 6〕 屍工事計画書 I二 配章ねヽないた埒ノ驚載の適正化を行 う.確載内容は、雛五響計画■1こ 紀球の原子伊格納容器
',最

高使用【駐歳(')値

(産7)記載の適正rとを行 う。擬互事計自
‐
書には         と翠戦

〈産8)班と 拝ヽ熟繭書 ,こ了ε黛み1な ,ヽ ため記練
')適

正化を行 う。鷲疎内容
`ま

、昭和4眸 5月 6母 付け関工発第18号にて軽微変更基出 した工事附霞書の森付囲面第2鐵 f質通部スリープおよび補強頼十滋図Jに よる

(謹 9,真連建管について,t、 原子炉冷却累縦施設の うち余熱除義設備及び1看 子ヽ炉冷抑系線施機のうち非常用炉心冷却様鋳そ〔
')伯

原子炉注ホ繊鱒と兼窮

(重 XO)麓載①通重f鼈 を行 うⅢ焼I手計画凄にI■ 「StS82確 PJと 記増

(謹 ll)SI単 位 :こ 携算 したこのである,

測
霊
郵
ユ

（
や
０
＼
Ｎ
Ｎ
）

（↓
雷
ω
構

ユ
油
ω
団
一
Ｏ
Ш
）



(注 12)

(滋 i3)

(滋 14)

(注 16)

(滋節)

(控 17)

(津 18)

(逮 19)

(盤 20〕

〈越21)

(捜 22)

貢る建管については、鷹子炉冷却系縦造繊のうち
`償

Ⅲ熱礫芸段曽と業掘:

JIS C81i8舗 V494母 基材                                      ´

資通a管については,原子炉冷算纂織機僚めうち非常翔炉心冷却散織その儀原子が歳ホ機的農び計溜鶴魯票陰歯段oう ちほう戯繊λ機健を有する段信と兼翔

縄卓の道霊化を行うュ既工事針画書には「S嶋2'ユ攣Jと協患

貫通観管4こういては、露子が冷却蒸機瘤機のうち餌手静繊 冷却被0と な用                     1   ‐

責通霊管については、原子,藤格納南横のうち盛力機減段強その色,〕 安全景● (― 器安全段0)と歳用      ′

質通邑管については、ヨⅢ綺磯脅蕪繊歯段のうち鶴御帰空気隣韓と鎌用                    ´

女通韓誉については、原子炉帝部累虚造僚のうち非常周炉心冷節繊麟その色燃子炉建水俄韓及〔ド原子炉格れ歯数のうち籠力低減激構その機の安全段常 r格熟客鶴安全搬輸)と厳翔

■槃め適正化を行う。長五事計田,には
'ATS善

なこlS Gl.?0(sGVれ押湖)」 とれ,                                     ‐    1
残工事計雷書に穂織がないため霊載の道垂化を行う,4段内容は、昭和4イ年8月 26日 付け4?会郷6032考にて路耳された工事件爾の参考資料2r格納容番を貫通する管…監装1,こ よる,

粛通避管については、,「潤翻魯栞織穂戯と兼層
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関西電力株式会社

蔦浜発電所第 1号機

発電用原子炉に燃料体を挿入することが

| できる状態になった時に係る

使用前検査成績書     r

施 設 名 1族射線管理施設

系 統 名 :放射線管理用計測装置

エリアモニタリング設備

緊急時対策所の線量当量率を計測する装置

要領書番号  :原規規収第 1610071号 1-21■

令和 元年 6月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発電所名    関西電力株式会社畠浜発電所第と号機

2検査の種類 発電用原子炉に燃料体を挿入することができる状態になった時に係る

使用講検査

3検査申請 使用前検査中請番号

関療発第 29

閥原発第 48

関原発第 4
閥原発第 20

関原発第 25

開原発第 41

闘原発纂 50

関原発第 51
i 関原発第 58

関原発第

関原発第 6

自 令和

至 令和

9号 (平成 28年 二〇用

4号 (平成 30年 3月

6号 (平成 80年 4月

2号 (平成 30年 7月

9号 (平成 30年 8月

5‐号 (平成 30年 と2月

4号 (平成 3t l年  2月

2号 (平成 31年 2月

2号 (平成 31年  3月

3号 (平成 31年 4月

8号 (令和 元年 5月

7日 )

20日 )

20隠 )

4開 )

20日 )

5日 )

と日)

6日 )

18日 )

4日 )

16日 )

/4検査期日

5検査場所

6検査範囲

元年 6月

元年 6月

12日

14日

関西篭力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

高浜尭篭所第 1号機 発電用原子炉施設

放射線管理施設

放射線管理用辞r測装置             ́     i

エリアモニタリング設備

緊急時対策所の線量当量率を計測する装置        ・

緊急時対策所外可搬型エリア=と エタ (1'2 ・` 3・ 4号機恭Яl)

と個 (予備 l個 )

緊急時対策所内可撤型エリアモニタ (1・ 2・ 3・ 4号機共驚)

とイ匿l(予補 1個 )

検奪実施普及び検査結果・ 覧表のとおり               ,

/1

7検査結果



検査実施者及び検査結果―覧表

検査項目
検査

結果
原子力施設検査宮 検査立会責任者

性能検査

校正検査
碓ヽ

審 D乱 年 ム 月 2,I学 日 今わえ 年
`月

,こ 準日

矛'11生

い

雅`電静旅れア主任技衡着

■
■
■
■
■

8 特記事項

9 添付資料 1 検査前確認事項

2 校正検査記録

3 検査用計r器一覧表

2



添付資料 1-1

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

本通事項    (
使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

本検査に係る使用前検

査中講書 (変更中請を

含む。)が準イ庸されてい

ること。

記録確認

神 通 年

6月 12日 孔
使用前検査ヵ免績書の「3検査

申請」に申講番号 (変更顛請番

号を含む。)を記載する。神 通 年

ム月キ午日 R
年 本

検査をする工事のI

程と期目及び場所が中

請書どおりであるこ

と。

記録確認

4和亀年

6月 |ユ 零 盛

桑和 亀年

忠月十年目 孔

年 /

工事計画の認可番号の

記載が適切であるこ

と。

記録確認

鶴 穐 年

ム月1ユ 日 磁

や的′穐年

色月l字 日 民
年 /

Ь



添付資料 1工 2

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

性能検査

校正検査

確認事項 確翻方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

褐 施 年

も月,2日 &
窄静 怠年

ム月1午 日 整

年 /

必要な関面等が準備さ

れていること。
図面等確認

鵞櫛亀年

ム周12日
F＼

牟偽亀年
ム月t牛 霞 R

年 /

検査用討器が校正され

ており有効期限l大]であ

ること及び必要な測定

範囲、測定精度を有し

ていること。

記録確認

孫 迅午

ム月12H 甍

や軋 亀年

色月1牛 日
監

年 /

字



添付資料 2-1

高浜発電所第 1号機

校正検査記録

(計測範囲確認検査)

検査場所 :関西電力株式会社鳥浜発電所

検査範囲 :放射線管理施設 放射線管理用吾r測装置 エリアモニタリング設備

緊急時対策所の線量当量率を計測する装置

緊急時対策所外可搬型エリアモニタ (1・ 2・ 3・ 4号機共用):1(予備 1)

判定基準t計測範囲が工事廉r禅1の とおりであること。

工事計画記載値 :0,001～ 99,99避Sv/h

検査対象 (製造番号)
計狽ll範囲

lttSv/h)

測定値
(mSv/れ )

検査年月目
検査
結果

検 査

方法

205T0525
Dto心 | 儡 亀 年

ム月1争 日驚
日視/

iOO、 OD 電録確誕

205Wi566

(予備)

DRDOi 鶴 亀 年
ム月十年目R

目視/

toO、 θ8

備 考

・記録確認は、申講者の品質記録 (※ 1)による。

※ li適合性確認検査成績書の識癖i基 貯 :下■-3ィ IIDΔ

5



源訂ヽ,〕簑準12-2

高浜尭篭所第 1=}機

校正検査記録

(指示機能確認検査)

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範踵li放射線管理施設 放射線管理用計測装置 エリアモニタリング設備
.  

緊急時対策所σ)線量当量率を計測する装置

緊急時対策所外可搬型エリアモニタ (1・ 2・ 3・ 4号機共痛)11(予備 1)

判定基準 :理定値が詐容値を満足すること。

検査対象
(製造番号)

基準値
(題SV/h)

許容値
※1

1ЫSv/h)

測定値

(mSv/h) 検査年月日
検査
結果

検査
方法

表示値 記録値

20510525

DR θO` D、o65

琴壻も亀年
▲月

|チ
ロ発 置視/

0、ё争? ё、心牛9
ё、80D 0、 5∂O

こtO00 5、 OOD

D (DO 60、oO

205Wi506

(予備)

6(DO患 も、oOS

石預も花準
ふβl字

日R
目視/

0(6子9 0、0字 9

o、 660 0、 δ00

もR060 S、860

Sot D? 66(o9

備 考

※ と:許容値はメーカ基準による。

・記録確認は、嚇1講者の品質記録 (※ 2)による。

※2:適合

'L確

認検査成績書の識》,番 号 :下q,も…1106

6



添付資料 2-3

高浜発電所第 1ケチ機

校正検査記録

(線源校正検査)

検査場所 :Fttl西電プ,株式会社高浜発電所

検査範移‡li放射線管理施設 放射線管理用言予測装置 エリアモニタリング設備

緊急時対策所υ)線量当量率を計測する装置

緊急時対策所外言∫搬型エリアモニタ (1・ 2・ 3・ 4号機共用):1(予構 1)

判定基準 :測定値 (正味線1量当量率)が静容値を満足していること。

検査対象
(製造番号)

基準値
lmSv/h}

許容値※1

(霞SV/h)

lttSv

当量率 当量率

検査年月需
検査
結果

検査
方法

205T0525

0(oOも 0、 0餌

絲 恥
ム月1争 日R

日視/

oRDS2 D、 0改

0、 牛95 0、子字3

気?76 気9磨

SD、饉 も6、恐D

D、 60∂

205171566

(予備)

oく心O学 O Ц00字

牟れ亀年
6月 十子日癸

目視/
も、6S3 0=鶴亀

O、 患01 ё蕊01

S、 6o2 S、 062
ー

字9、瑚 脅、湖
0、 OOθ

備 考

※ 1:許容値はメーカ基準による。

・記録確認は、申請者(ノ多用1質記録 (※ 2)による。

※2:適合性確認検査成績書の識別番号:T石 ―も-410Δ

▼



添付資料 2-4

高浜発電所第 1',機

校正検査記録

(計測範囲確認検査)

検査場所 :関西篭力株式会社蔦浜発電所

検査範囲 i放射線管理施設 放射線管理用計測装置 エリアモニタリング設r薦

緊急時対策所の線量当駄率を計測する装置

緊急時対策所内百J搬型エリアモニタ (142・ 3・ 4号機共用)11(予備 1)

平J定基準 :計測範拶醤が工事計画のとおりであること。

T_事計画譴載値 :0,001～ 99,99mSv/h

検査対象 楔 造器91 
謎慰霧♂

積llttfl巨

(mSv/h)
検査年月日

検査
結果

検査
方法

R1879701
D、 001 神 亀 年

忠癖「十
日畿

目視/

?9、 9?

R1379702

(予備)

θH θ01 御 亀
年

▲月12籍 R 働
革 確 魅 rを制

??、 99

備 考

・記録確認は、申講者の輝t質記録 (※ 1)による。

※と:適合性確認検査成績書の識別番号:T環 …5・■■0も

8



添付資料 2-5

高浜発電所第 1暑機

校正検査記録 (1/2)
(指示機能確認検査)

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範鬱H:放射線管理施設 放射線管理用計測装置 エリアモニタリング設備

緊急時対策所の繰量当盈率を辞

`測

する装置

緊急時対策所内藤手搬型エリアモニタ (と ・ 2・ 3・ 4号機共チマl)il(予備 と)

判定基準 :測定値が許容値を満足することc

検査対象
(製造番号)

基準値
(lBSv/h)

許容値
※1

(lllSv/h}

測定値
lmSv/ね )

検査年月厨
検査
結果

検査
方法

R1379701

⑤、oOS

絲 孔 年

ふFi今 日斑
雷視∠

θ(0升ワ
D、 も00

5、 D∂∂

50、 DD

R1379702

(予備)

D、 Daγ

鶴 凸 年

ム月
t≧

H
R 餞

部 繹 確 頚

Bi a夕?

D、 ふD∂

5、 DaD

SO、 00

備 考

※ 1:詳容値はメーカ基準による。

・詑

'D‐

表確認は、
I申

請者のょIと質記0・段 (※ 2)'こよる。

※2:適合性確認検査成績書の韓別番号 :Tl、 3-44oム

9



添付資料 2-6

高浜発電所第 1号機

校正検査記録 (2/2)
(指示機能確認検査)

検査場所 :関ブil‐ 電力株式会社廃浜発電所

検査範移母:放射線管理施設 放寡,線管理角言,諌1装置 エリアモニタリング設備

緊急時対策所の線 :裁当亀率を計測する装置

緊急時対策所内可搬型エリアモニタ (1・ 2・ 3・ 4号機共用):1(予備 1)

判定基準 :測定値が詐容値を満足すること。

検査対象
(製造番号)

基準値
(mSv/h)

許容値
※1

(テ
`カート・)

記録値
(mSv/h)

測定値
※″

げカード)
検査年月囲

検査
結果

検査
方法

R1379701

D、 Oa5D 0、 DO

琴朔苗亀年
Δ月十争目監

目視/
O、 OSD D、 80

D、 Ьa 0、 OD

ξミD δ、oO

50 0、DD

R1379702

(予備)

ё、86子d -0、 DS

絲 印年

ム月12極 l

&
記録確認

010ケ9 -0、 61

∂、字? ra、 ol

4滑 =a、 at

牛?
す

a、 6キ

備 考

※ と:講容値はメーカ基準による。

※2:測定値 (誤差)=lo冨 (記録値/基準値)

・記録確認は、申請者の占と質記録 (※ 3)による。

※3:適今後確認検査成績書の識別番号 :¬瀬 一B一 rlο ム 、

‐
Tl―も ヽ

||∂乙憲コ咽

|て)



添付資料 2-7

高浜発電所第 1号機

校正検査記録

(線源校正検査)

検査場所 :関西電力株式会社巌浜発電所

検査範囲 :放射線管理施設 放射線管理用計測装置 エリアモニタリング設備

緊急時対策所の線駿当琺率を計測する装置

緊急時対策所内可搬型エリアモニタ (1・ 2・ 3・ 4号機共用):1(予備 と)

判定基準 :測定値 (正味繰殿当盈率)が許容値を満足していることと

検査対象
(製造番号)

基準値
(mSv/れ )

詐容値
※1

(mSv/h)

(髄S

者穀率 当駐率

検査年月H 検 査

糸占果

検査
方法

R1379701

心、00字 0、 60ケ

鶴 亀
年

6月 1守と日
碓

員視/
θ、∂63 0、Od3

じ、S饂 0、S弼

字ヽ9螂 ■929

Sё i欝 5ё 、99

o(oOO

Rと 879702

(予備 )

∂ιoO字 0、 Oθ字

儡 亀 年

ム月「争目
馳

田視/
∂(OSI δ、DSI

0、キ79 D、 学7?

∫、10S 5tiOδ

St、 |も SI、 8
a、 心aa

縮 考

※ 1:許容値はメーカ基準による。

と記録確認は、申請者 (ノ)品 質記録 (※ 2)による。

※2:通合性確認痰査成績警lノ

r,識別番号:下4-3-14◇ も

tキ



高浜発電所第 1号機 使用講検査記録

検査用計器一覧表

添付資料■3

/虫ワ /

検査項目 検査用計器 管理番号 測定筆電l,穏 測定精度
校正年月日

有効期瞬長
備考

指示機能確

認検査

マーキュリ

ーク リスタ

ルパルサーー

2019,4.28

2020.4.22

以 下余白

IZ



関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

使用前検査成績書

要領 善番 号  :原規規収第 1610071号 99

成絞書管理番号 :1二 21-2

清孝
~日

 3 年  / 月

原子方規制委員会



使用前検査成績書

1発電所名    関西電力株式会社高浜発電″丁f第 1号機

2検套申講   
―
検査申請工覧表のとおり

3検査期日 自】線還3準 /月 /7日

至ア持a3年 /月 な騒

4検査場所    使用前検査記録のとおり

5換査実施者   検査結果一覧表のとおり

6検査結果    検査結果r覧表のとおり

7添付資料    使用縮検査記録

成績書管理番号 :1-21-2



検査申講書番号

(申 請年月自)

関原発第 299号 (平成 28年 10月 7日 )

関
'京

‐
発第434号 (平成 30年 3月 20日 )

関原発第 46号 (平成 30年 4月 20日 )

関原発第 202号 (平成 30年 7月 4日 )

関原発第 259号 (平成 30年 8月 20日 )

関原発第 415号 (平成 30年 12月 5日 )

関原発第 504号 (平成 31年 2月 1目 )

関原発第 512号 (平成 31年 2月 6目 )

関原発第 582号 (平成 31年 3月 18日 )

関原発第 3号 (平成 31年 4月 4日 )

閥原発第68号 (2019年 5月 16日 )

関原発第 115号 (2019年 6角 24日 )

闘原発第204号 (2019年 8月 23日 )

関原発第478号 (2020年 1月 23日 )

関原発舞 510号 (2020年 二月31回 )

関原発第542号 (2020年 2｀月26日 )

関原発第 609号 (2020年 3月 24日 )

闘原発第 20号 (2020年 4月 7目 )

関原発第236号 (2020年 8月 21風 )

成績書管理番号 il… 21-2

検査申請一覧表

ti話以降の変更を検査申講書の変更申請により確認し表中に追記する。
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検査結果∵覧表

成績書管理番号 主1-21-2

し

特記事項

なし

検査立会責任者 日程

食浅盆凝正■育 主任技術育

原子力籍暴検査宮 騨

孝米 み

と,形 柔晃

検査結果

疑

検査年月日

今ん3年
~

/ 月/4日



検査結果一覧表

成績書管理番号 :1-21-2

ヘ

特記事項

ご融tノ

検査立会責任者

碁 決 喰 持 、|■
主
守
技術者

原子力検査奮

孝人 /
多
子

検査結果

贄

検査年月日

〆湖9'年

/月 /∫ 臓



添付資料 と

関西電力
・
株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

1  共通事項
成績審管理番号 :1-21-2

襟査年月 日 iノ街D3年  /月  /〒 日

検 査 場 所 1関 西電力株式会社高浜発電所

検査競確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 f篇考

本検査に孫 る使用講

検査申講書 (変 更申

請を含む。)が準備 さ

れていること。

記録確認 ①

検査をする工事の正

程.鶏 園及び場所が

申請書どお りである

こと。

記録看後認 ⑧ た

工事 H章十画の認可番 号

の記載が適切で ある

こと。  ′

記録確鳥懇

す



関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

(三号検査)

添付資料 3工 1

使用前検査記録

成績書管理番号 :と -21-2

検査年月日:浴紺 テ年 /月 /平 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社嵩浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申講者の品質記録が準備されていること。 記録石荏認

必要な園画等が準備されていること。 露面等確認 0た
検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲.測定精度を有してい

ること。

記録確認

系統構成が完了していること。
記録確認 く謗!下

ど



添付資料8-1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(三 号検査)|'
成績書管理番号 :と -2と -2

襟査年月日 :浴釉 ,年  /月 /す 日

検 査 場 所 :関西篭力株式会社高浜発電所

検査飾確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準観療されていること。 記録確認

必要な図面等が準備されていること。 図画等確れコ忍エ

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、判定精度を有レてい

ること。

記録確認 ①・

系統構成が完了していること。
さな

7



添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(三号検査〉
成績書管理番号 11-21-2

.        I  検査年月日 :溶総 3年  /月  /等 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検 査 対 象

放射線管理施設

エリアモニタリング設備

放射線管理用計測装置

可搬式使用済燃料ピット区
'或

周辺エリアモニタ (僻〕ム3琴 磁)

検査項目 判定基準 検査結果 | 検査方法

機能検査

計測範囲確認検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

徽
記録確認

備考

・目視で確認した範理 :添付資料3-3参照

群報 報 串
轟擁霊私常鞄 予

ガ
∵ ∵ 響 XttF甲迎

'斑
蟻
聟
帥` T患)各

∵
硼

a



関西電力株式会社萬浜発電所第 1号機

(三号検査)

添付資料 3-2

使用前検査記録

成績書管理番号 11-21-2

換査年月目 1浴和 3年  /月 /す 目

検 査 場 所 :関顔電力株式会社鳥浜発電所

検査結果

検 査 対 象

放射線管理施設

エリアモニタリング設備

放射線管理用計測装置

可搬式使用済燃料ビット区域周辺エリアモニタ (ワ)'飛 3寡塑 )

検査項自 判定基準 検査結果 検査方法

性能検査

計測範囲確認検査

設備及び機器が工事計画iに従い製作

され、搬付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

魚
目視

記録確認

備考

・ 記録確認は、工事計画に基づき申請者力半すった試験 e検査の品質記録 (※)による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 : Tt十 三r Oη 02

守



検査結果

添付資料 8-2

関洒電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(三号検査)       ―

成績書管理番号 :生 =21‐ 2

検査年月芭!胎期 3年 /月 /子 目

検 査場′所 :闘 ,町

‐
電力株式会社高浜発電所

検 査 対 象

放射線管F塁施設  :

エリアモニタリング設l篇

放射線管理用計測装置      |
可搬武使用済燃料ピット区域周辺エリアモニタ (鞘 1看、3考艶)

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

性能検査

線源校正検査

設備及び機器が工事計画‡こ従い製作

され、据付けされれ所定の性能を有し

ており、技術基準に通合するもので

あること.           下

盈
記録確認

イ薦考

。日視で確認した範囲 :添付資料 3‐ 3参照

氏輻期KムV葉鞘れ濯 |キ摯ット圧武a愛 め rt,,(lR■・TξB)t翔た044盈 (燃苗tTζ)負秀ι

31移j体 っ“彰強章急

/δ



添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(三号検査)

f成績書管士竪番号 :と -21-2

検査年月爾 :溶
釉 3年 /月 た⊂ 白

検 査場所 :関西篭力株式会社高浜発電所

検査結果

検 査 対 象

放射線管理施設

エリアモニタリング設備

放射線管理用計測装置   ′

可搬式使用済燃料ピットX域周辺エリアモニタヽ
(勢 ,桑 ら孝學♪

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

性能検査

線源校正検査

設備及び機器が1こ事言,回 に従い製作

され、据付けされ、所定の機能を有し

ており、技術嵐⌒準に適合するもので

あること。

従
目視

備考

・記録確認は、工事計画に基づき中講者が争Fっ た試験・検査の晶賀記うi議 (※)による。

※適合性確認検査成績書の識朋番号:TI‐ 3上 D7,2

//



添付資料 3-3

検査結果

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(工号検査)

. (立会検査)       |
成績書管理番号 11-21-2

検査年月口:活恥 B年 /月 /孝 1日

｀  検査場所 !関西電力株式会社高浜発電所

検査対象設備名 項 目 測定イ直等 検査結果 検査方法

放射線管理施設

放射線管理用計測装置

エリアモニタリング設備

可搬式使用済燃料ビット

区城周辺エリアモニタ

性能検査

計測範囲確認検査
別添 /参照 魚

性能検査

線源校正検査
射添Z参照 往

備考

′Σ



添付資料 3-4

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査用計器一覧表
成績書管理番号 ,1-21-2

検査年月日 府dら 年 /月 /7目

検査瑛園 検査用計器 管理番号 測定範囲 測定精度
校π年月霞

有効期眼
備考

計測 範諄H確
認検査

フ ァンクシ

ョン/任 意

波形発生器

20虫 0、と,2つ

2o2212、 1マ

線源校 fと 検

査

ス トップウ

オッチ

ユ0⊇り i?、 す∂

ヵ 73,7.2守

検査項日
使用標準

線源
管理番号 線量当量率 lm S v/h) 値付日 備考

線 源校 正検

査

1併
Cs 2020.5。 26

線 源校 正検

査

ta?Cs 2020,5.26

線 源校 正検

査

187cs 2020.6.26

以 下余産l

/S



一（

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

機能…性能検査 (計測範囲確認検査)記録

成績書管J塁番号 こと-21-2

擦査年月日1癖Dtt r角 /ィl同

検査場所 IF美司西篭力株式会社高浜発電所

潮工Ｎ卵
　
＼

結果

疑

確認方法

目視

指示値

表示値

nSv/h

/つデ/サが'

ス沙

'ズ

/つ
‐
r

x'T//'C

文 θξ＼ /or

Aつ0(/0 2

許容誤差範囲

(基奉値±2%以内)

ぬSV/h

と,00X10‐2 ※1- 1,25× 102

7,95X10~2～ 1.25× 10~1

7,95× 10~1～ 1,25X10°

7.95× 100-1.25X101

7.95X101 ～ 1.00)(102 Xl

基鰺値

mSv/h

1.00X10~2

1.00X10… 1

1.00X10°

1.00× 101

1,00x102

標岸入力

模擬入力

kHZ

4.763X10~3

51783× 10~2

51673X10… 1

4.712× 100

3.420× 101

工学値

mSv/h

1.00X10~2

1,00X10と

l.00X10°

1,00X101

1.00X102

計測範囲

確認計器

SA監視

操作盤

確 認 項 目

1,00X10…2

1.00X102

mSv/h

可搬式使用済燃

料ピット区域周

辺五ジアモニタ

(1阻―T5B)

測定処理装置

(lR 1ヽ「T5)

チャンネルB側

※ lISA監視操作盤の許容譲差範囲は、1.00X10'2未 満と 1.00X102超過において表示機能上の許容誤差がないことによる。



関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

機能・性能検査 (線源校正検査)記録

成績書管理番号 :l-21-2

検査年月
十
日:溶

和 3年 /角 r平 日

検査場所 i関西電力株式会社高浜発電所

ヽ

運
蘇

　

Ｎ

結果

食

標準線源 :博
″
Cs

R∩ 指 禾 結 ・ でノ / /。 平 mRv/h

(注 1)と 線源照射による正味の線量当量率 線源照射時の線量当量率 バンクグラウン ド指示値

確認方法

目視

許容誤差範囲
(± 30%以内)

五sv/h

3.50X10~2 ～ 6.50X10~2

3,50× 10~1～ 6.50X10~1

3.50× 100～ 6.50X100

3.50× 101～ 6.50X101

4Ⅲ 90X101-9。 10X101

7.00X101 ～ 1.30× 102

線源照射による

正味の線量当量率

(注 1)

mSv/h

イ〔締 xばス

4.β X碑
‐

|

浄11?Xrっ
°

す、,3て停
f

6:99〆 ID′

静、報 Xp!

線源照射時
の線量当量率

ilSv/h

軍=999ズ rば 2

球ib34x Fb｀
r

む〕r,3xど oC

(争 i22と x tO'

も、ηηttx lo'

な、4く l k tO.

標準線源による

繰量当量率

nSv/h

5.00X10… 2

5.00X10~1

5,00X100

5,00X101

7.00X101

1.00)(10?

確 認 項 目

可搬式使用済燃料 ピット

区域周辺五 リアモニタ

(lRE一T5B)

測定処理装置

(lR卜l―T5)

チャンネルB側

備  考



設 備 概 要

加圧水型発電用原子炉施設に係るものにあっては、次の事項

1 中 計測装置に係る次の事項

(2)エ リアモニタリング設備に係る次の事項

ホ イ吏用脚 エンアの線量当量率を計測する装置の名称、検帥 種類、計測範囲、取付箇所及び個数

・ 可搬聖

浜

変  更 前

1竃

線 百

"歯
取 帯  鯨 ″

個

変 更 後

イl 祠;

|
検出器の精類 計 瀬 亀 l浄, 数

警

縫

一
取

作

醒

勒一線
所 個   数

保 f鵜 所

衝所
2

(卜備 !

(1。 2号
縫典用))

露F擁式捜月〕済燃41ピ ット

に域周辺エ ジアモニタ

0.01ESV/‖

100mSv/h

嘔
謙
ω
（
ぶ
）
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解
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０
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編
離
肘

燎
屈
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Ｈ
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ゴ
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櫂

潔
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．

玉

イ
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ヽ
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ｉ
う

“
ド

護

！
卜

「
≡

ど
生

確
胆
ド

軍
灯

一癬
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電
読

に
譜
拍
牽
工
饗

，

属
習
祥
〓
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饗
製
停
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選

濯

択

イ

革

々

穏

ｔ

エ
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関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

発電用原子炉に燃料体を挿入することが

できる状態になつた時に係る

‐ 使用前検査成績書

施  設  名 :放射線管理力筐設

系  統  名 換気設備

送風機 (可搬型)

緊急時対策所非常用空気浄化ファン

フィルター (可搬邦望)

緊急時対策所非常用空気浄化フィルタユニット

要領書番 号 :原規規ユ十又第 1610071号 1-221

今かん年 b月

原子力規制萎員会



使用前検査成綾書

1発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

発電用原子炉に燃料体を挿入することができる状態になつた時に係る

使用蔀検査

2検査の種類

3検査申請

4検査期日

5検査場所

6検査範囲

至今か'角 年あ月
'6自

関彊電力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡葛浜町田ノ浦

高浜発電所第 1号機     チ

発電用原子炉施設

放射線管理施設

換気設備

送風機 (可搬型)

緊急時対策所非常用空気浄化ファン

(1・ 2・ 3・ 4号機共用)1個 (予備 2個 )

フィルター (再搬整)

緊急特対策所非常痛空気浄化フイアレタユニット

(1・ 2・ 3・ 4号機共用)と 個 (予備 2個 )

7検査結果    検査実施者及び検査結果一覧表のとおり

4



8特記事項

9添付資料

検査実施者及び検査結果一覧表

毎 し

使用前検査記録

｀ 1 検査前確認事項

2 ファン運転性能検査記録

3 工場におけるよう素フィルタ性能検査記録

4 現地におけるよう素フィルタ性能検査記録

5 微粒子フィルタ性能検査記録

6 検査用計器一覧表

2

検査項目
査

果

検

結
原子力施設検査官 検査立会責任者

今小'λ tt Ь月子&口 今和え年6月 好日系統性能検査

ファン運転性能検査

性能検査

工場におけるよう素

フィルタ性能検査

現地におけるよう素

フィルタ性能検査

微粒子フィルタ性能

検査

庭

次蜜́

（角一福

4境
"事

ん与よゴとイ生耳真m

主任技術落療奄凧漁子ザ

″・夕引ずツユfi



添付資料 1-1

高浜発電所第 1号機 ナ使用前検査記録

検査前確認事項

共通事項 、

,使用前検査申請書の稚認

確認事項 税整認方法 検査年月日 結果 備考

本検査に係るr吏用前検

査学請書 (変更申講を

含む。1)が準備されて

いること。

記録確認

?倖 允 年

み 月IB日
挺

使用講検査成績書の「3検査

申請」に申請番号 (変更申請番

号を含む。)を記載する。年

月  ジン

月   日

検査をする工事の工

程、期日及び場所が申

請書 どお りであるこ

と。

記録確認

↑鮮 れ ■

ι:角
IB甲

掟
年

月  夢ン
/

月   瞬

工事計画の認可番号の

記裁 が適切であるこ

と。

記録確認

?位 花年

あ月II日
捷

年

月  夢ν
/

月   露

3



添付資料 1-2

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

系統性能検査

ファン運転性能検査

確認事項 確認方法 検査年月 日 結果 奪驚考

申講者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

ぞぶヤみえ 年

6 月 ▼極歯 淀

年

月   潟

年 /

必要な図函等が準備さ

れていること。
図面等確認

↑′修花年
6角 1憲 口 皮

年

月   日

年 /

検査用計器が校正され

ており有効期限内であ

ること及び必要な測定

範囲、測定精度を有し

ていること。

記録確認

↑卜元年
ι月子IF

捷

年

月   日

年 /

系統構成が完了してい

ること。

立会/

鰤
↑′キ′孔年

6月 I宅 日 良

⑭
記録確認

↑舟売年

ふ月18日
た

立会/

記録薙認

年

一

争



添付資料 1-3

高浜発電所第 1号機 使帰前検査記録

検査前確認事項

性能検査

工場におけるよう素フィルタ性能検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申講者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

T締ん年

6月 鳴層 鬼
年

月   日

年 /

必要な図遜等が準備 さ

れていること。
図函等確認

今″ 免年

ひ月子守日 え

年

月   日

年 /

検査月計器が校五され

ており有効期限内であ

ること及び必要な測定

範囲、測定精度を有し

ていること。

記録確認

狩覇とん年

と 月11′ F]

直

年

月   日

年 /

系統楼成が完了・してい

ること。

立会/

続

↑′
～
″ん年

う月lq日
え

立会/

記a監確認

年

月   日

立会/

記録確認

年 /

5



添付資料 1-4

高浜発電所第 1号機 使潟前検査記録

検査前確認事項

性能検査

現地におけるよう素フ身ルタ性能検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申講者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

ぞ経ん年
ι 月 ,極 日 免

年

月   日

年 /

必要な図面等が準備さ

れていること,

図函等確認

↑μ孔年
b昂 チ雹瀑 施

年

月   爾

年 /

検査用計器が校正され

ており有′メ
~力
期限内であ

ること及び必要な測定

範囲、測定皓蔑を有し

ていること。

記録確認

今紳ん年

b角 lg日
之

年

月   日

年 /

系統な薄戒が完了してい

ること。

立会/

ω
↑か為午
6 月 ′守日 之

〇
記録確認

/●′仲ん年

あ 月′8日
え

立会/

記録確認

年

一

ム



添付資料1-5

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

性能検査

微粒子フィルタ性能検査

確認事項 確認方法 検査年月囲 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

↑弁'亀年
‐
b 月

'守

日 淀

年

月   日

年 /

必要な図面等が準備さ

れていること。
図面等確認

?′停ん年
う 月

'1日

之

年

月   日

午 /

検査犀計器が校正され

ており有効期限内であ

ること及び必要な測定

範囲、測定精度を有し

ていること。

記録確認

?なつた年
|う 月lq日

之

年

月   日

年 /

系統機成が完了してい

ること。

立会/

ω
↑
～

■年

ぅヴ吾子q日
淀

立会/

記録確認

年

月   日

立会/

記録確認

年 /

▼



添付資料2

高浜発電所第 1与機

フアン運転性能検査記録

検査場所 F関西電力株式会社高浜発電所
＼

検査範囲 :放射線管理施設 換気設備 選風機 (可搬型)

緊急時対策所非常用空気持亀ファン(1・ 2・ 3・ 4暑機共用):1(予 備2)

判定基準 :緊急時対策所非常用空気浄化ファンの運転状態に異常がなく、容量が許容値を満是するこ

と。

検査対象

容量舒 /nin)

検査年月日
検査

結果
検査方法

工事計画

記載値
許容値

※2
測定値

A緊急路寺紺策所

非常用空気浄化ファン
38.

令か為年

と月,8魯
え Φ

記録確認

B緊急厨守対策所

非常昂空気浄化ファン
36

骨鮮 え年

あ驀′7日
2 目視/

⑩

C緊急時対策所

非常用空気浄化ファン
3=

4俸亀年
び月

'7日

健
目視/

⑩

備 考

※ 1:公称値

※2:許容値は工事計画によると

・記録・確認は、申請者の品質記録 (※ 3)による。

煎3:適合性確認検査成績書の識別番号:T子-3-つ ,D今 (モの2)

く

電



添付資料3

高浜発電所第 1号機

工場におけるよう素フィルタ性能検査記録

検査場所 I関西電力株式会社高操発電所

検査守F働畷 :放射線管理施設 換気設備 フィルタと
(可搬型)

緊急時対策所非常用空気浄化フィルタユニット(1・ 2・ 3・ 4号機共漁)・ :1(予備 2)

判定基準 :単体除芸効率が有機よう素95%以上、無機よう兼99%以上であること。

検査対象

単体除去効率

(工事計画記載値)

(%)

測定値

(%)
検査年月日

検査

結果
検査方法

有
機
よ
う
素

A緊急時対策所

非常用空気浄化フィルタ
ユニツト

前段 99、 81 ↑癖孔年
う月

'lβ

虚
目視/

⑭後段 9,.gi
B緊急時対策所

非常用空気浄化フィアレタ
ユニノト

前段 99、 31 ′字′存ん年

b月
'1日

と
目視/

後段 ?9、
gt

C緊急時対策所

非常用空気浄化フイルタ
ユニツト

前段 守9、 91 等や ん年

か月
'q日

え
目視/

鰯後段 ?9、 81

無
機
よ
う
素

A繁急時対策所

非常痛空気浄化フイルタ
ユニツト

前段 ?9、99 ↑′俸ん年
ι tt r7日

え
目視/

⑩後段 ?,、
91

B緊急時対策所

非常用空気浄化フィルタ
ユニツト

前段 99、 ,7 ↑かユえ年

b月 19隠
た

目視/
鬱 鰍 濁後段 99、  守

｀
C緊急時対策所

非常用空気浄化アィルタ
ユニツト

前段 ?9、 9▼ 命紳元年

と月
'守

日
2 目視/

鰤後段 9'、 99

備 考

※ 1:相対湿度 95%、 l風度 30℃において

と記録確認は、申請者の品質記録 (※ 2)による。

※2:適合性確認検査成績書の識別基号:TF-3-9'04(そ の2)

9



一
〇

目

目

検査方法

Φ
記録確認

ω
記鞠

魔

ｔ臓

江

・風

検査結果

血

披

検査

年月日

る月′8日

俸 魚年

?れ絲
と澤r8日

今″ん年
6月 !r子 日

命紳え年
ι月,守 日

↑舟亀年
か月′?口

↑孝°え年
6月 ′々 日

9 99. 99

99、
99

Ｏ
Ｔ

Ｄ
７

９Ｄ
７

８
７

０
Ｖ

Ｏ
ｒ

６
７

99、9?

1確認値 l%)

(2段 )

99、
9'

０
７

９０
７

０
ｒ

工事計画

記載値 (X)

?9、 ?4

確認値 (%)

(1段 )

99、 7う

b799

,9、 94

99、94
99、 7b

99、 7争

今ａ
７

０
ア

お
▼

9'、 9⇒

99、 ?b

99、  b

99、 94

∂、θξ

ξ∂θ

θ、つす

θ、θす

∂、つ
=

θ、Ob
θ、0=
θtOb

D、 9争

と
~

0 0

ξ0 D

θ、Oξ

総合除去効率

漏えい率

翰

後段

前段

後段

前段

後段

前段

後段

前段

後段

前段

後段

前段

ミが有櫓

齢 よう兼

有機よう素

無機よう素

有機よう素

無機よう索

有機よう素

)11(
ダ ィ

2(1・ 2・ 3・ 4フィルタユニット

備 考
※ 1二 相対湿度 95%、 温度 30℃において
・記録確認は、申講者の品質記録 (※ 2)に よる。 ※2: θ4(イのユ)′″0稿 谷 推 睦 象 捨 本 講籍 棄 r′う謝 卿I悉暑 ・Tf_■

B緊急時対策所

非常用空気浄化フィルタ
ユニツト

C緊急時対策所

非常用空気浄化フィルタ
ユニント

∞    (1

∞          (2

％

％

闘
醐

[%]X(1-漏えい率と%]/100)
票100X(1-(1-総 合除去効率 (前段)/100)X(1-総 合除去効率 (後段)/100))[%〕
よう素学膵除芸効率 触 1離騎

現地におけるよう素フィルタ性能検査記録

高浜発電所第 1号機

検査場所 :F美尋西電力株式会社高浜発聯つ〒

検査対象

A緊急時対策所

非常用空気浄化アィルタ
ユニ )ト

郭
傘
浴
華
ヽ



添付資料 5

高浜発電所第 1与機

微粒子フィルタ性能検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 i放射線管理施設 換気設備 フィルター (耳搬型)

｀
緊急時対策所非常用空気浄化フイルタユニント(1・ 2'3・ 4号機共用):1(予備 2)

判定基準 ,単体除去声功率が 0,■ 5μ m粒子で99.97%以 上、フィァレタ2段での総合除去効率が

0,7μ m粒子で 99。 99%以上であること。

検査対象

除去効率

(%) 測定イ直
線)

検査

年月日

検査

結果
検査方法

工事計画

記載値

単
体
除
去
効
率

A緊急時対策所

非常用空気浄化アィルタユニット

前段 9919' ?抒允午

6月
'マ

日
施

目

後段
Ｑ
７

６
７

６
７

０
７

B緊急時対策所

非常用空気浄化フイアレタユエント

前段 ? , , 8 ↑′件え年
′

`月

イ?日 虚
目視/

一

後段 ?'(99
ーC緊急時対策所

非常用空気浄化フィルタユニント

前段 ?9、 9' 今′停■年
か月

'q日

掟
:ヨ

後段 ? 9 9 9

総
合
除
去
効
率

A緊急置寺対策所

非常用空気浄化フィルタユニット 99、 99 ↑経花年
ι月!々 日タ 畿

B翠篇騨鞍孵縛折

非常用空鋪鋸ヒクィルタユニット
99、 99 ↑れた年

6月 ,7日
淀 蘊

C緊急時対策所

非常用空気浄化アイアンタユニット 99、
99 ↑″た年

と月
'7耳

之 回視/
鰤

備 考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※)に よる。

※ :適合性確認検査威綾書の識那番号 :T卜 3'0104(Xり 虫,

||



高浜発電所第 1号機 使用講検査記録

検査用計器T覧表

:命炸ぇ

添付資料 6

b r8

検査項目 検査用計器 管理番号 測走
~範

囲 測定精度
校正年月日

有効期限
備考

77>運泳

越禽亀椋在
了みt翌久7-
駄匙繊

2'′ΔttFORIBI

2,'9年 FOAWa

常り 7 ・
や
お
鞣

1

たo19舞すR31β

″:曽 ITR,Da

解
明
匪
瀬 数十

2つ t'毎ξttJI B

沖:,痺 1lR,9B

躙
7ア‐生?み守―

樋囚峰E量浜宏士

とo′ι準′∂武180

1】 ,舟 ,ORIta

均u孵挺ぬ

キ2
岳



関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

発電用原子炉に燃料体を挿入することが

できる
.状

態になつた時に係る

使用前検査成績書

系 統  名

施  設  名  :原子炉格納施設

:圧力低減設備そお他め安全設備       ・

放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備

並びに格納容器再循環設備

再結合装置及び電熱器

原子炉格納容器水素燃焼装置

要領書番号 :原規規士1又第 1610071号 と-23-1

熱 I二売
字

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発電所名 関西電力株式会社高浜発電所第 1争機

2検査の種類 発電用原子炉に燃料体を挿入することができる状態になつた時に係る

使用前検査

3検査申請洋| 使用前検査申請番号

F尋旅蒼力2??考 f卒歳28午ノ7月
周『 鷺狂舞∫′之子貯成Jr年3再 /,別
閣舜朝理π ==r早残むr葛 夕月 箕8)
閣 丘生訂 ど

'す

r2′ /,手 す月′ど日|

闇津雅汗′ン∫晉ととp/ワ ネす824富 う

闇津憂策Z9″ξ
`を

,/7卑 ′1お日)

瑠承凝:ウ

『
″夕″そてゑ売り年 ,舟 Zど営)

爾津発芽出 θすoっ身′奪 !厨奪,F)
題津、発芹丁″2晉 f2ο2,卑 2月 2渉 ぼ〕

騒 霧 駆 籐 子:齋

瀾

朝
岬
珀

郎
羽

翠

身

舟
午
舟
オ
４
舟

″

η
ヵ
ヵ
ヵ
３‐
引

鰯

ｍ
ｍ
ｍ
ｍ

船
帥

7ロ

20B
29郵

4日
ユ,a

歩

う

，

，

，

，

，

，

β

凰

日

む

―

√

4幹査期日Ⅲl  星幕 毎fiF:IF
蛉帯警 卒 手

5検査場所

6検査範囲

関西電力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

高浜発電所第 1号機

発電用原子炉施設

原子炉格納施設

圧力低減設備その他の安全設備

放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納

容器再循環設備

再結合装置及び電熱器

原子炉格納容器水素燃焼装置  12個 (予備 1個 (ドーム部頂部

付近用))

7検査結果    検査実施者及び検査結果一覧表のとおり

′

′

′

茉1:房1欲み平,



男ll紙

3検査申請

4検査期日

使用前検査申請番号

B翻原する第60争号 (2021年 2月 25日 )

関原発第

'90号
(2021年 3月  2日 )

関原発第56f号 (2022年 2月 2g日 )

自 平成31年 2月 學6口
|

至 イ
令
予
奉置学 年 ヨ 戸 ,lr'日       ,

事業者が適合性確認検査を改めて実施したことから

検査を追加で実施したことによる追緞

|一
|



検査実施者及び検査結果一覧表

検査項目
検査

結果
原子力施設検査官 検査立会責任者

性能検査

電気容量確認検査

え

森 ど十年 良月之ど日
｀

子成91年 二月ab口

Tす .考ql

身7'1盈劉

電気 主任技術落

8特記事項

9添付資料

お レ

使用前検査記録

1 検査前確認事項

,2 性能検査記録 (電気容量確認検査)

3 検査用計器一覧表
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添付資料-1-1

蔦浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

共通事項  |
｀
r克用講検査申講書の確認

協亀認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

本検査に係 る使用前

検査申請書 (変更申講

を含む1)が準備 され

ていること。

記録確認

井永
'/年ユ 月2丁 日 碓

使用前検査成績書の「3検査

申請」に申講番号 (変更申請

番号を含む。)を記裁する。年

月  ゲン

月   日

検査 をする工事の五

程、期日及び場所が申

請書 どお りであるこ

と。

記録確認

孝歳ゴ
'年ユ 月鬼ど日

え

月

年

身

月   日

S



添付資料一とす 2

高浜発電所第 1号機 使帰前検査記録

検査前確認事項

性能検査

電気容量確認検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

か
'′

年

ユ 月技ど日
危

年

月   日

年 /

必要な図面等が準備さ

れていること。
図面等確認

>~卜角 J/年 i

二 月虫ど冒 え

年

月   日

年 才

検査用計器が校正され

ており有効嘉月限内であ

ること及び必要な測定

範囲、測定精度を有し

ていること。

記鶴

津歳∂/年

ユ 月ユど日 λ

年

月   日

年 イ

系統構成が完了してい
′

ること。

⑬
記録確認

葬歳P/年

2月 ユど歯 魚
年

月   日

年

今



特

査

法

検

方

日視/

簸
目視/

勒

園視/

鰤
目視/

観
目視/

鰤

査

果

検

結

え

鷹ヽ
一入

魔

た

検査年月日

矛慕

'′

年
良 月 食ど日

矛残 ど′等
ユ月 虫ど口

和操デイ_年
二月 ユι日

拍氏
'/年ユ月虫丁 日

釉歳
'/年鬼月 二ぢ日

確認値
澪

‐
/個 )

電気容量

(W/個 )(V)
鑑 雛

/ブ 7、 フr

/ど 禁、デb

/ゴ窯、窯,

/ゴ 移ざおタ

/ぎひ、rT

裁r、 ?●

2ど、とえ

原子炉格納容器

水素燃焼装置抵抗

(Ω )

ユづミ}ど

ュぢ、かど

ユど、浄?

対象機器

原子炉格納容器

水素燃焼装置 No.1
原子炉格納容器

ホ素燃焼装置 No.2
原子炉格納容器

水素燃焼装置 No,3
原子炉格納容器

水素燃焼装置 No.4
原子炉格納容器

水素燃焼装置 No,5

※ 1:適合性確認検査成績書の識別番号 二 Tイ =づ
二

'7p鬼※2:「原子炉格納容器水素然焼装置のコイル部が発熱により赤色化すること」を確認する。

備 考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 1)に よる。

性能検査記録 (電気容量確認検査)

高浜発電所第 1

検査範囲 :原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備

放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備
:12個 (予備 1個 (ドーム部頂都付近用))び電熱器  原

判定基準 |,電気容量が所定の性能を有すること。
ること。

瀬2・正常

郭
韓
浴
華
や
―
解



ぷ

査

法

検

方

目視/

翰
目視/

翰
目視/

勒
目視/

観

硼
記録確認

査

果

検

結

一λ

鷹ヽ

Ｒヽ

民

λヽ

キ晨 P/年
虫 月 ,丁 日

キ残ブ/年
ユ月 ′丁日

界歳デ′年
ユ月ユ/日

検査年月日

昇柄お r年
虫月 ユr口

寿ギ■Jr年

ュ月 虫ど日

確認値

(W/個 )

電気容量

(W/個 )(V)
供給電圧

/ザず、ユど

おど～T2

/PF、 θ/

/ゴ掌、72

/J2、 室伊

原子炉格納容器

水兼燃焼装置抵抗

(Ω )

,歩 、,7

,ど 、むど

五す、9?

ュど、,ご

鬼S、 移渉

原子炉格納容器

水素燃焼装置 No.6
原子炉格納容器

水索燃焼装置 N6.7
原子炉格納容器

水素燃焼装置 No.3
原子炉格納容器

水素燃焼装置 No.9

10
原子炉格納容器

水素燃焼装置 No.

ユ記録確認は、申請者の品質記録 (※ 1)による。

※ ll適合性確認検査成績書の識別番号 :Tユーど―θ?つ虫

※ 21「原子炉格納容器水素燃焼装置のコイル部が発熱により赤色化すること」を確認する。

備 考

性能検査記録 (電気容量確認検査)

高浜発電所第 1号機

放射性物質濃度制御設備及ぴ可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備

))

検査範囲 :原子炉格納施設 歴カ その他の安全設備

12個 (予備 1個 (ドーム再結合装置及び電熱器  原

判定基準 :・ 電気容量が所定の性能を有すること。
ることⅢ

※2
正

対象機器

郭
尊
が
華
］
―
博



輪 日視/

鰤

∞
日視/

査

法

検
方

目視/

鋤

」λ

λ

査

果

検

結

一λ

検査年月日

ガ義k∂ ′年
ユ月免τロ
好及 デ/年
ユ月 虫お爾

砕れ瀞r年

ュ月ュど日

確認値

(W/個 )

電気容量

(W/個 )

な 浄.'つ

供給篭F上

(V)

んざ、ユど

/と,β、浄ど

原子炉格納容器
水素燃焼装置抵抗

(Ω )

虫ど、
'θ

iご 、,虫

虫ど、7芝

性能検査記録 (電気容量確認検査)

浜発電所第 1号機

放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備

)(ドーム:12個 (予備 1

検査範囲 :原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備

~再
結合装置及

判定基準 :・ 電気容量が所定の性能を有すること。
・正常に動作すること。

※2

対象機器

原子炉格納容器

水兼燃焼装置 No.11
原子炉格納容器

水素燃焼装置 No.12
原子炉格納容器

水素燃焼装置 No,13
(予備 )

備 考      |
・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 1)による。

※1:適合性確認検査成績書の識別番号:T,予 づP,字ρ2       1
※2:「原子炉格納容器水素燃焼装置のコイル都が発熱により赤色化すること」を確認する。

郭
尊
浴
華
〕
―
∞



添付資料-3

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査用計器一覧表

管理番号 測定範囲 測定精度
校正年月日

有効鋼限
l薦考検査項目 検査用計器

制
ギジ勢レぞlЧ

X―ク織
力だ早摯患観
》じr寄勢獅線

→甲
彎

/

/

/

/

/

争



検査実施者及び検査結果一覧表

孝莱考 機 的 戦 殊 溺 雄 伽 て・疑

8特記事項

9添付資料

rDこ

使用前検査記録

1 検査前確認事項   ~
2 性能検査記録 (電気容量確認検査)

3 検査用計器一覧表

′

珂|1棒査昔原 子 検査立会責任者

|

検査

結果
検査項目

君湖膨2年 ダ月′
/日 f急 2年 q、 月I守 日

主任技術者電 換

■ヽ
性能検査

電気容

堆彰 永



添付資料-1-1

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

共通事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

本検査に係 る使用前

検査学誇書 (変更申請

を含む。)が準備 され

ていること。

記録確認

鶏解芝年

夕月′″日 縫
使用前検査成績書の「3検査

申請」に申請番号 (変更学講

番号を含む。)を記載する。年

月  メ″

月
1日

検査 をす る工事の五

程、鶏厨及び場所が申

請書 どお りであるこ

と。

記録確認

◆稗 2年

,月 ノ7日 挺
年

月   瞬

年 /

′p



添付資料Tl-2

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

性能検査

電気容量確認検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

学請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

若瀬酵2年

9月 ′タ ロ 挺
年

月   :ヨ

年 イ

必要な図面等が準備さ

れていること。
圏面等確認

冷騨 Z年

夕月ノタ日
ヽ

花
年

月   日

午 イ

検査用計器が校正され

ており有効期限内であ

ること及び必要な測定

範囲、瀕1定精度を有し

ていることc

記録確認

君

"解

粋年

′F′タロ 麓
年

月  岳|

年 イ

系統構成が完了してい

ること。

②
記録確認

今永,2年

夕月/7日 &
年

月   日

年 イ

′ノ



1手謝幾

性能検査記録 (電気容量確認検査)

ゝ
”

目視/

記録確認

郭
草
埒
華
中
―
騨

査

法

検

方

周卒見/

記録確認

差3 了働 /

記録確認

目

記録確認

負

査

果

検

結

才

才

9γ,与亀

検査年月日

月

年

目

沸

月

年

田

日

年

確認値

(W/個 )

電気容量

(W/個 )

供給電圧

(V)

ノθ房 /タ

原子炉格納容器

水素燃焼装l腎_抵抗
‐
 (Ω )

Zよ √2

歩 轟 穂 建 鎌 で 3

原子炉格納容器

水素燃焼装置 No.1
原子炉格納容器

水素燃焼装置 No.多

原子炉格納容器

水素燃焼装置 No.4
原子炉格納容器

水迫然雌基選碧氏イ責r
備 考

※ 2:「原子炉格納容器水素燃焼装置のコイル都が発熱により赤色化すること」を確認する。

メJ3:矛櫂 ガ薄捗I上朔膨慰険童移ab"こ レガ〉本擁 を渤 りで望力屯

放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備

検査範囲 :原子炉格納施設 圧力低減設備そ

:12個 (予備 1個 (ドーム部頂都付近用))再結合装置及び電熱器  原子炉

判定基準 :・ 電気容量が所定の性能を有すること。
・正常に動作すること。

※2

対象機器



＼
”

高浜発電所第 1号機

性能検査記録 (電気容量確認検査)

検査場所 と関西電力株式会社高浜発電所

:原子炉格納施設 圧力低減設備その他の安全設備
放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備

:12個 (予備 1個 (ドーム ))

判定基準 :・ 電気容量が所定の性能を有すること。
・正常に動作すること ※ 2

検査

方法

記録確認

目視/

記録確認

日視/

識 編

目視/

記録確認

目視/

記録確認

備 考
こ記録確認は、申請者の品質記録 (※ 1)に よる。

※ 1:適谷性確認検査成績書の識別番号 :

※2:「原子炉格納容器水素燃焼装置のとイル部が発熱により赤色化すること」を確認する。

検査

結果
検査年月日

月

年

日

月   日

年

月 日

年

月 日

年

日月

確認値

(W/催 l)

=

電気容量
(W/個 )

齢 観

(V)

原子炉格納容器

水素燃能装置抵抗

(Ω )

対象機器

原子炉格納容器

水素燃焼装置 No,6
原子炉格納容器

水素燃焼装置 No,7
原子炉格納容器

水素燃焼装置 No.8
原子炉格納容器

水素燃焼装置 Nb.9
原

郭
草
埒
華
Ｎ
Ｉ
Ｎ



ヽ
ト

査

法

検

カ

記録確認

目視/

記録確認

目視/

記録確認

査

果

検

結
検査年月日

年

…

日

年

月

日

年

月

確認値
(W/個 )

電気容量

(W/個 )

供給電歴

(V)

原子炉格納容器
水素燃焼装置抵抗

(Ω )

性能検査記録 (電気容量確認検査)

高浜発電所第 1拳機

検査範囲 :原子炉格納施設 歴力低減設備その他の安全設備
放射性物質農度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備

12個 (予備 1個 (ドーム部頂部付近用))び電熱器  原
:。 電気容量が所定の性能を有することも

※ 2・正常に動作するこ

対象機器

11
原子炉格納容器

水素燃焼装置 No.
原子炉格綸容器

水素燃焼装置 N oJと 2

原子炉格納容器

水素燃焼装置 No.

※1:適合性確認検査成績書の識別番号 :

※2:「原子炉格納容器水素燃焼装置のコイル部が発熱により赤色化すること」を確認する。

備 考

。記録確認は、申請者の乱質記録 (※ 1)による。

郭
傘
聯
華
］
―
∞



高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査用計器一覧表

添付資料-3

Z ア ′

測定精度
校正年月H
有効デ器限

イ薦考管理番号 測定範囲検査項目 検査用計器

2∂刺 Zど面

2ク2ノ与す月期

鯉
庭雄

ギプタ:レ

て
'婿

メーダ
2妙刺 荘

P′ノ竹 η宅″g
力

゛
夕1レ

て,ジテノーダ

支孵

羅織

/

/

/

/

メ烙



検査立会責任若原子力麹誤検査官検査項目
検査

結果

今妹a4年 9月 |1日冷朔ね学年3月 11日

雹ス  事任技術落

書魔

ゎ輔 曽 R
F各 た

幹

>
絶 イ

幹

性能検査

電気容量確認検査

検査実施者及び検査結果一覧表

穿蕉〆が望斑却才藩 ゼ徽Ж 環花 陸 多レおう τttv,ど瑠絶

8特記事項

レ

9添付資料 使用前検査記録

1 検査前確認事項

2 性能検査記録 (電気容量確認検査)

3 検査用計器一覧表

rd―

Iる



添付資料-1-1

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

共通事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

本検査に係る使用前

検査申請書 (変更申請

を含むざ)が準備され

ていること。

記録確認

冷邪 学年

J月 1'日 魔
使用飾検査成績書の「3検査

申講」に申請番号 (変更申請

番号を含む。)を記載する。年

月  )″

月   日

検査 をする工事の五

程、期日及び場所が申

請書どお りであるこ

と。

記録確認

病 閥 十 年

3月 〕1日 た
年

月  )″

月 日

/7



添付資料-1-2

性能検査

電気容量確認検査

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

加 十年

,月 !,日 孜
年

タ月

月   日

必要な図面等が準備さ

れていること。
図面等確認

今汗口学年

3月 II日 晨

月

年

身

月   日

検査用計器が校正され

ており有効期限内であ

るこど及び必要な測定

範囲、測定精度を有し

ていること。

記録確認

みコ封十年

,月 I,日 λ
年

月  テ
″

月   日

系統構成が完了してい

ること。

〇
⑭

榊 学年

3月 H日 た
年

月  タ

月   日

18



ヽ
式

圧力低減設備その他の安全設備

放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備

再結合装置及び電熱器  原子炉格納容器水素燃焼装置 :12個 (予備 1個 (ドーム部頂部付近用))

備 考

・記録確認は1申請者の品質記録 (※ 1)による。

※11適合性確認検査成績書の識別番号 :イ i… 3-つ P′2C幕壌左

'を

の2
※2:「原子炉格納容器水素燃焼装置のコイル郡が発熱により赤色化すること」を確認する。

章31孝帝彬4癖 癖潔′ヽ絵五とまぁてヽえ海喉多
"多

楡互換鋤ロゼ主才ル

鶉
韓
溺
華
］
Ｉ
Ｐ

記録確認

査

法

検

方

目著y
記録確認

目視/

記録確認

ユ.鶴次

査

果

検

結

イ

才

日

年

検査年月日

月

年

綱

年

月

年

日

仲
移月

年

日

半

″

確認値

(W/個 )

電気容量
(W/個 )

/

/子宏 7θ

供給電圧

(V)

/

z渉 、♂/

原子炉格納容器
ホ素燃焼装置抵抗

(Ω )

原子炉格納容器

水素燃焼装置 No.4
原子炉格納容器

水素燃焼装置 No.5

判定基準 :。 電気容量が所定の性能を有すること。
,正常に動作すること。

※2

対象機器

原子炉格納容器

水素燃焼装置 No.1
原子炉格納容器

水素燃焼装置 No.2
原子炉格納容器

水素燃焼装置 No.3

性能検査記録 (電気容量確認検査)

高浜発電所第 1号機

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所



目視/

記録確認

目視/

記録確認

国視/

記録確認

査

法

検

方

記録確認

目視/

記録確認

査

果

検

結

月   日

日

年

月

デヨ

年

日

隠

年

月

検査年月日

日

年

月

=

確認値

(W/個 )

電気容量

(W/個 )

供給電屋

(V)

原子炉格納森暑離
水素燃焼装置抵抗

(Ω )

判定基準 :.・ 電気容量が所定の性能を有すること。
・正常に動作すること。※2

対象機器

原子炉格納容器

水素燃焼装置 No.6

原子炉格杵内容器

水素燃焼装置 No.8
原子炉格納容器

水素燃焼装置 No,9

備 考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 1)による。

※ 1:適合性確認検査成絞書の識別番号 :

※2:「原子炉格納容器水素然焼装置のコイル都が発熱により赤色化すること」を確認する。

性能検査記録 (電気容量確認検査)

高浜発電所第 1号機

放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備

部頂部付近用))112個 (予備 1個 (ドーム

検査範囲 :原子炉格納施設 その他の安全設備

再結合 ぴ電熱器  原

脚
９

原子炉格納容器

水素燃焼装置 No.7

辣
韓
埒
華
〕
ｒ
〕



1号機

性能検査記録 (電気容量確認検査)

Ｗ
一

目視/

記録確認
原子炉格納容器

水素燃焼装置 No,

沸
奪
埒
華

］
ｌ
ω

査

法

検

方

記録確認

目視/

記録確認

査

果

検

結

年

月_穏 ―

月

年

日

日

年

月

確認値

(W/個 )

電気容量

(W/個 )

供給電圧

(V)

原学炉格納容器

水素燃焼装置抵抗

(Ω )

原子癖格納容器

水素燃焼装置 No.12

備 考

,記録確認は、申請者の品質記録 (※ 1)による。

※1:適合性確認検査成績書の識別番号 :

※ 2と「原子炉格納容器水素燃焼装置のコイル部が発熱により赤色化すること」を確認する。

放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備

検査範囲 !原 圧力低減設備その他の安全設備

再結 12個 (予備 1個 (ドーム部頂部付近用))び電熱器  原子炉格納容器水

対象機器

判定基準 :・ 電気容量が所定の性能を有すること。
・正常に動イ牛すること。

※2

検査年月日

原子炉格納容器

水素燃焼装置 No,11



高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査用計器一∵覧表

添付資料-3

3 ,

校正年月日

有効期限
備考管理番号 測定範囲 測定精度検査項目 検査用計器

み″lttT月♭β

う,,塑好′用すβ
電気1潜ユ
施拠 i餓食

ギ
〔
プウIν

て
'明'メ

イ?

宛7 臣



関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

使用前検査成績書

要領 書番 号 :原規規収第 1610071号 99

成績譲管理番号 :1-23-2

↑組J年 十月

原子力規制委員会



使用鶴秩査成絞書

1発電所名    調西電力株式会社高浜発電所第 1号機

2検査申請    検査申請一覧表のとおり

3も鶯査期日   自◆細 3 年 1月 と歯

至琴Mね 3年 1月 ム白

4々鶯査場所    使用前検査記録のとおり

5検甕実施着   検査結果す覧表のとおり

6検査結果

ヽ

検査緒暴―覧表りとおり

7添付資料    使用前検査記録

威績書管理番号 :1-23… 2



検査中請書番号

(申請年月日)

関原発第299号 (平成28年 10月 7瞬 )

関原発第434号 (平成30年 3月 20日 )

闘原発第46号 (平成30年 五月20日 )

関原発第202号 (平成30年 7月 4日 〉

関原発第259号 (平成30年 3月 20日 )

関原発第415号 (平成30年 12月 5日 )

関原発第504号 (平成31年 2月 1爾 )

関原発第 512号 (平成 31年 2月 6厨 )

関原発第582号 (平成31年 3月 18日 )

B尋原発第 3号 (平成 31年 4月 4鶏 )

開原発第68号 (2019年 5月 16目 )

関原発第 115号 (2019年 6月 24日 )

関原発第 204FサⅢ(2019年 8月 23日 )

関原発第478号 (2020年 1月 2 3 BI)

関原発第 510号 (2020年  1月 81日 }

関原発第 542号 (2020年  2月 26日 )

関原発第609号 (2020年 3月 24日 )

関原発第 20号 (2020年 4月  7日 )

関原発第 23｀ 6F子 (2020年 8月 号1日 )

成績書管理番号 :卜23-2

検査申請二覧表

上記以降の変更を検査申請書の変更申請により確認し表中に追記する。

2



検査結果す覧森

成績書管理番号 :卜23-2

″

特記事項

なし

検査立会責任者 樹と

袋真n冷 .み 消■在義管着

Aヾ勺・ ▼`▼ブγ手

原子力施議検査官 尋

推歓漁ヒ

検査結果

決

検査年月日

命ぶヽ43年

十月る日



添付資料 1

関適電力株式会社高浜発電所第1号機 使用前検査記録

共通事項        ―

成績書管理番号 :卜23-2

検査年月甲 :令組 己年 1月 心 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申講書の確認

確認事項 孵重認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 鰻勢i一

検査 をする工事 (l多 工

程、期日及び場所が申

請書 どお りであるこ

と。

記録確認 Q―

工事計画の認再番号の

記載が適切である こ

と。 |

記録確認 0エ

4



関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

(三号検査)

添付資料 3-1

使用前検査記録

成績書管理番号 :1-23-2

ナ淡査年月日 :今ホ己s年  十月 6麟
検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜菱電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 イ席考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 ⑧・T

必要な図面等が準備されていること。 圏面等確認 ⑬―
検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。            ′

記録確認 ①―

系統構成が完了していること。
υ
優録確か ①―

5



添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(三号検査)

(                    成績書管理番号 :1-23-2

検査年月日 :今熱 3年 十 月 6日

検 査 場 所 :関西電力株式会4と嵐浜発電所

検査結果

検 査 対 象

原子炉格納施設

歴力低減設備その他の安全設備

放射提物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備

再結合装置

静的触媒式水素再結合装置    別添 1参照

検査項目 半1定基準 検査結果 ィ 検査方法

性能検査

触媒反応確認旗査

触媒重量確認検査

設備及び機器が工事計画fに従い製作

され.据付けされ、所定の性能を有じ

ており、
十
技術基準に適合するもので

あること。

Ｒヽ ③

備考

・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行つた試験・検査の品質記録 (※)による。

※ 適合性確認検査成績書の線 1番号 :Tl-3-012と
。日視で確認した範囲 :添付資準13r3参照           |

ふ



添付資料 3-3

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(三号検査)

(立会検査)

成績書管理番号 :1・23-2

検査年月日:令組 Stt f月  6日
検 査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検査対象設備名 項 目 測定値等 検査結果 検査方法

静的触媒式水素再結合装置 触媒反応確認検査

ヽ

R
目視

以下余白

備考 :静的触媒式水素再結合装置 FRI-380T―MB-035、 FRI-380T― MB-036、 FR卜3801・MB-087Ⅲ

FRI-380卜 MB-038、 FRIi380T― MB-039の うちFR卜380T―MB-036の触媒プレートの3枚

(G045162、 G045163、 G943117)について確認  ・

帝
′

，



添付資料 3-4

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査用計器一覧表 |

成績善管理番号 :卜 23-2

検査年月日 : d年 十月心歯

備考管理番号 測定範囲 測定精度
校正年月日

有効翔Ⅲ長

検査項

日
検査用講器

2019年 7月 と0日

2022年 7月 9日

触媒反応

確認絞査
蔵尺

2018年 5月 23日

202〔1年 5月 22日

触煤反応

確懇検査
ストップウォッチ

2020年 11月 24躍

2023年 ■月23需

触媒反応

確認験査
流盈詩r

2020年 H月 24日

20を 8年 11月

'3日

BI::毎 |1掲 与:目 :

触媒反応

確認検査

1入 Elガス温度計

(データ表示機)

年
年
年

年

０

８

０

３

０

０

０

０

２

２

ｐ

ｕ

圏

爆

目

口

４

３

５

４

月

月

月

潟

触媒反応

確認検査

触媒プレート温度計

(データ表示機)

以 下余白

?



別添生(今組う各IR`且)

工事計画本文(原規規発第1606104号 (平成28年6月 10日認可))

原子炉格納施設

加圧水型発電用原子炉施設に係るものにあつては、次の事項

3 圧力低減設備その他の安全設備に係る次の事項

(4)放射性物質濃度制御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備に係

る次の事項

ル 再結合装置の名称、種類、容量、最高使用圧力、lttk・ 高使用温度、再結合効率、主要寸

法、材料、個数及び取付筒所並びに電熱器の名称、種類、容量、個数及び取付筒所

・常設

(注 l)重大事故等時における使用時の値

(注2)再結合効率 ti、 メーカ型式FRI-380Tの 性能評価式の代表点での値

(注 3)公称値

?,E

最 高 使 用 圧 力

最 高 使 用 温 度 (注 1)

名

種

容

称

類

量

静的触媒式

500

変 更 前

静的触媒式水素再結合装置

変 更 後

再 結 合 効 率 ←LI) kg/h/個

(本素濃度 4vol%、 圧力 0,二 bs

1.2

経lm

mm

数

統   名

ラ イ ン ″■ )

設   置   床

途 水 防 護 Lの

溢 水 防 護 上 の
i配

慮が必要な

取
付
箇
所

主

要
十ヽ

材
料

横

本 体

奥   行

法  高

き

さ

さ

号

一系

く

個

一



関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機 |

使用前検査成績書 |

要領 書番 号  :原規規収第 1610071号 99

成綾書管理番号:卜24(4′轍

'

容れ十年フF

原子力規制委員会



使用前検査成績書

成績書管理番号 :卜 24

と発電所名    関西篭力株式会社高浜発電所葬 1号機

2検査申請    検査申講一覧表のとおり

3検査期日 自浴や会年フ丹彦日

至眉湯b今 年7月 と日

4検査場所    使用前検査記録のとおり

3検査実施者   検査結果一覧表のとおり

6検査結果    検査結果一覧表のとおり

7添付資料    使用前検査記録

1



成績書管理番号 :卜24

検査申請一覧表

検査申講書番号

(申請年月日)

閑原葬第299号 (平成 28年 10月 7日 )

関原発第434号 (平成80年 3月 20日 )

闘原発第46号 (平成30年 4月 20日 )

関原発第202号 (平成 30年 7月 4日 )

関原発第259号 |(平成 30年患月20日 )

閥原発第415号 (平成30年 12月 5日 )

関原発第504号 (平成 3■ 年2月 1日 )

関原発第 512号 (平成31年 2月 6日 )

関原発第582号 (平成 31年 3月 18日 )

関原発第 3号 (平成31年 4月 4日 )

関原発第 68号 (2019年 5月 16日 )

掛電原発第 115号 (2019年 6月 24日 )

闘原発第204号 (2019年 8月 23日 )

閥原発第478号 (2020年 1月 23日 )

関原発第 510号 (2020年 1月 31日 )

関原発第542号 (2020年 2月 26日 )

関原発第609号 (2020年 3月 24日 )

関原発第 20号 (2020年 4月 7爾 )

関原発第 2息 6号 (2020年 3月 21日 )

関原発第603号 (2021年 2月 25日 )

関原発第290号 (2021年 8月 2隠 )

関原発第561号 (2022年 2月 23日 )

関原発第531号 (2022年 3月 15日 )

関原警第136号 (2022年 6月 10日 )

関原発第195号 (2022年 7月 1日 )

ユ



検査結果一覧表

成績書管理番号 :卜 24

6

特記事項

庁
J｀ t/

検査立会責任者

環請桑甲蝠註孝>† 主任技術者

電 気五佐擁術ゑ

原子力検査官

疾 _本 爺え

移 ″ミ 産 r¢νて

検査結果

破

検査年月日

Σ湧卜4年

フ
角心 日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

共通事項
― ―       ′

成績書管理番号 :卜24

機基幕角日プ錫心4年 7月 ど 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所 .

検査前確認事項

使用前検査申請書の権認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること心    i

記録確認

検査をする工事のエ

程Ⅲ期日及び場所が申

請書 どお:り で あるこ

と。

記録確認

工事計画の認可番号の

記載が適切である こ

と。

記録確認

今



添付資料 3工 1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(三号検査〉
成績善管理番号 :1-24

検査年月苫 :泥乃ん壻肝  7月  ι 日

検 査 場 所 :甚母西電力株式会社高浜発電所

検査飾確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 ○
必要な図面等が準イ薦されていること。 図画等確認

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい
ヽ

ること。

記録確認

系統構成が完 Fしていること。 ○ |

J



添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

(三号検査)

使用前検査記録

検査年月日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

備考

a記録確認は、工事二r画に基づき申請者が行った試験・検査の品質記録 (※)によると

※ 適合性確認検査成績書の識別番号:Tl-1-0907(再 検査)

Tと -3-0909(そ の 1)(再検査)

Tと -3-0909(そ の2)(再検査)

・置視で確認した範l劇 :添付資料3-3参照

Xと :立会は、B空冷式非常用発電装置の外観検査、運転機能検査.讐報検査、インタ†ロック検査

を対象として実施した。

成績書管理番号 :卜 24

筋 1年 フ月ι目

心

検‐査 対 象

その他発電用原子炉の附属施設

非常用電源設備

非常用発電装置

内燃機関

発電機

別添 1参照

検査方法検査結果判定基準検査項目

盈
設備及び機器が工事計画に従い製作

され、才用付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に通合するもので

あること。      ,

外観検査

絶縁耐力検査

機能検査

・讐報検査

・インターロック検査

性能検査

i運転性能検査



添付資料 8-3

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(三号検査)

(立会検査)

―    涙基年月諷煽撃岳昇1毒孔弯
検 査 場所 :関西篭力株式会社高浜発電所

検査結果

検査対象設備名 項目 測定値等 検査結果 検査方法

非常用発電装置

B空冷式非常用発電装

置

外観検査 孔

目視

運転性能検査 別添 2 甍

警報検査 不足電圧継電器Ⅲ過電圧

継電器を動作させ,しや

断器が トリップし警報

(重故障)が点灯するこ

と。

従

インター ロッ

ク検査

備考

7



添付資料3-4

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査用計器一覧表

検査年月日 今年 月

iど

亀
備考測定精度

校正年月園

有効期番長
検査用計器 管理番号 測定範囲検査項目

篭 力 言,

RESI一 MASTER

2400H

運転性能検

査

2019年 4月 24目

2023年 4月 23日

2019年 4月 24回

2023年 4月 23囲

電歴計

RESI―綸代STER

2400H

運転性能検

査

2020年 2月 19日

2028年 2月 18録

ストップウ

オ ツチ

運転性能検

査

2020年 9月 10・ 目

2024年 9月  9目

趣転性能検

査
周波数

8



別添1(1/5)
工事計画本文(原規規発第1606104号 (平成28年 0月 10日 認可))

その他発電用原子炉の附属施設

l 非常用電源設備

2 非常用発電装置に係る次の事項

(2)内燃機関に係る次の事項

口 調速装置及び非常調速装置の名称及び種類

(空冷式非常用発電装置)

変 更 前 変 更 後

名 称 調速装置

種 類 電気式

変 更 前 変 更 後

非常調速装置名 称

種 類 電気式

?



一
〇

(5)発電機に係る次の事項

イ 発電機の名称、種類、容量、主要寸法、力率、電に、相、周波数、回転速度、結線法、冷却方法、個数及び取付箇所

・常設

(空 冷式非常用発電装置)

ヨ
郭

洋

ｇ

＼

こ

60

,l S23!く ヽ|、

!ヽ1,た I

〕:,1 技   |,″

了ざ

4空  |,1 ‖」 変 更 後

″ ,i 空冷式非常用とと科i技 縦

':!I

跡油保護、空気冷却 rl己 丁II'1逓 風型

， 一
一　
一　
　
　
　
　
ｉ

ｌ，‐′

2)326   ユ

t,( けヽ4 1,75お

1,FⅢ Tど   '|

。ヽ ('軽

'1.)

1: 3

|〔     Ⅲi    ir    itt   rI)m 1,800

構
'It形

空冷イ !

=(

イァ A空冷武非常サ11発 電装世 爆空冷式サr常
'II耗

遮撲笹

″   「   :フ    イ,

,(

II

IⅢ
I

t,1

1｀

i11

Ⅲl

:,ト

Ⅲ等  .|を    '  !メ ,

「F1  1、   ケ)

||ア ∫  i強   「   t'|

,「 長と イ
荘 |ど 11五

―r

‖t

(注 1)公称値



ロ 励磁装置の名称、種類、容量、個数及び取付箇所

。常設

(空 冷式非常用発電装置)

(注 1)励磁機界磁の値

VA/個

水 防 護 上

永 防 護 上

が 必 要 な 高

の

号

の

さ

途

区

途

配

画  番

量容

プラシレス方式 (PMG付 )

2

類

称

置

統

名

個

種

系

(

設

変 更 前

ラ イ ン 名 用発電装置式非

数

名

，

床取
付
箇
所

A励磁装置

変 更 後

励磁装置

B励磁装置
B空冷式非常用発電装置

遥
郭

牌

奮

＼

豊



月呼i終 1(4/5)

ハ 保護継電装置の名称及び種類

(空冷式非常用発電装置)

変 更 前 変 更 後

名 称 遮断器盤

種 類

不足電圧継篭零

過電圧継電器

過電流継電器

Fエ



別添l(5/5)

二 原動機との連結方法

(空 冷式非常用発電装置 )

~T '~一 ―「 ―――― _____ ___,一
―____ 変 更 前 変 更 後

連 結 方 法 直結

13



奉
、

B空冷式非常用発電装置 運転性能検査

Xl:算出式 :発電機容量 (kV熾 =発電機出力 (k村,/力率 0.3

※2:励磁装置容量 78il‐ Aの代替検査

※3:100%定格での運転時間

備考

運転状態

η
碓

発電機

周波数

(Hz)

60

60と と,2

測定檀

60.0

60,1

60.0

60.4

60.0

60.0

60.1

発電機電圧

(W)理

T一 R

6600

6600こと380

測定値

6496

6494

6490

6490

6490

6489

649 0

S― T

測定値

6500

6499

6497

6496

6499

6498

6494

R― S

測定値

64

6500

6488

6488

6486

標)。  6485

G485

発電機

容量

(kVA)

※1

1825

1825

以上

測定楢

i833.6 
ど

1830.11

4

1881.6デ

1882.5
ニ

金 撫

噌

発電機

出力

(kV)

1460

以上

測定値

1466.9

14641

1466.1

1465.3

1466.0

1465,8

1464.2

確認項目

工事計画記載値

詳容値

運転時間
※a

0分

10分

20テ)

30分

40分

50分

60分

削
と
郭
円



関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

発電用原子炉に燃料体を挿入することが

:  できる状態になった時に係る

使用前検査成績書

施  設  名 :その他発電用原子炉の附属施設

系  統  名 :非常用電源設備  |

そのイ也の電源装置 (非常用のものに限る。)

無停篭篭源装置

要 領 書 番 号 :療規規収第 1610071号 1′

=25‐
1

を牙F之年/え月

原子力規制委員会



使用講検査成績書

l 発電所名    関西篭力株式会社高浜発電′
~ジ

子第 1号機

2 検査(″)種類 発電用原子炉に燃料体を挿入することができる状態になわた時に係る

使用前検査

3 検査申講 使用前検査申講番号

田康発拓ユ守砕電(平卜我
｀
2浄年

'θ

tt η n)

阻 療発 箕 牛ど卒
g(平晟BO年 ′B農 虫備 )

PkR最発箕 牛
`=(キ

ル磯
Ⅲ
ヨ0本 牛n2o8)

!馳R緑発第202=(平歳ユθtt ηR 4爆 )

Fk乱 最4第 21η
=停

群30を 患n20掛 〕

(漱下′矛1魏 F滲盟 ′

4 検査期日 go年 すθ月
'2日2年′2月 ,零 日

5 検査場所 関西竃力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡高浜町鶴ノ浦

三菱電機株式会社 電カシステム製作所

兵庫県4申戸市兵庫区和四崎町

6 検査範囲 高浜発電所第 1号機

発電用原子炉施設

その他発電用原子炉の購属施設

非常用電源設備

その他の電源装置 (非常用のものに轟長る。)

無停篭篭源装置

SA監視詩器用電源 1掴

7 検査結果    検査実施者及び検査結果一覧表のとおり

朝
躾

自

至



別紙 と

3検査申請    使用前検査申請番号´

関原発第4ュ 5号

関原発舞 504号
関原発第 512母
関原発第 532号

課原発第  .3号

閥原発第 68号
関原発第 115号
関原発第204丹
関原発第478母
関原発第 510号
調療舞鶏 542号
関原発第609号
掛轟原発第 20号
開原発第236号

(平成 30年 1

(平成 31年

(平成 31年

(平成 31年

(平成 31年

(2019年
(2019年
(2019年
(2020年
(2020年
(2020年
(2020年
(2020年
(2020年、

2月  5目 〉

2月  1日 〉

2月  6日 )

3月 18隠 )

4月  4日 )

5月 16日 )

6月 24日 )

3月 23日 )

1月 23日 )

1月 3と 日)

2月 26日 )

3月 24日 )

4月  7目 )

8月 2と 日)

2



検査実施者及び検査結果一覧表
査

果

検

結
原子力施設検査官 検査立会賛任者検査項目

年  月  日 月/年

Ｈ
Ｐ

重
ト

夕臨 検査

主任技術者

印

智内み′0年 10月 l)日平腺=o年
/0月 1生 甲

薇
鶏免キ転

,づ 園%

工 ∂ 今■

嘔|

４

／

Ｉ

　

Ｉ

咤と呼乳 
主任

挙
術吉

警報保護装置検査

年  月 ノ 〆年  月  日

印

主任技術者

印

系統運転性能検査

8 特記事項

とし
9 添付資料 使用前検査記録

l 検査前確認事項

3 警報保護装置検査

ぢ



検査実施者及び検査結果二覧表

検査項目
検査

結果
原子力絶識検査官 検査立会責任青

外観検査 え

食んた年,2月 2む 日 会盈 2年 12月 23日

"頻
夕妥晃

算

静

砲 負 主任技術者

幹

警報保護装置検査 夕く

浴ぬえ年/ぇ月だ 日 食朱,2年 ″2月 23目

凸彩災ぽ
辞

亀 欽 主任技術者

幹

系統運転性能検査 滋

灌功傷ぇ年″戸ぇご日 食れ 2年 ,2月 23目

エル薬ガ
幹

亀 気  主任技術者

卑

8 斡記事項

9 添付資料

な し
使用前検査記録

甍 検査講確認事項

2 外観検査記録

3 警報保護装置検査

4 系統運転性能検査

5 検査用副・器 ・覧表

4



添付資料-1-1

高浜発電所第1号機 使痛前検査記録

検査前確認事項

共通事項

使用説検査申請書の確認

確認事項 れ亀認、方法 検査年月日 結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更審I講を

含む。)が準備されて

いること。

記録確認

平瀬J9年

'0月
 '2尋

,

R
使用前検査成績書の「3検査

申講1に申講番号 (変更申誇

番号を含む。)を記栽する。塗んえ年

プ2月 Z3日 く́
年 /

検査をする工事のエ

程、期日及び場所が申

請書どお りであるこ

と。

記録確認

平残́ o年 ヽ

'9月
1虫 日

R
独

～

2年

′Z tt Zこ 日 史
年 /

す



添付資料-1-2

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

外翻倹査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の晶貿記録:が準

備されていること。
記録確認

全ん 2年

ノ烹月2こ 日 え
年 /

年 /

必要な図面等が準繕さ

れていること。
隠函等確認

浴赤▼え年

/2月 23日 た
年 /

年 /

う



添付資料-1-3

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

警幸R保護装置検査

確認事項 確認方法 検査年月翔 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

キ膚ヨ。年

'0月 '2日

R
赫 2年
′′月z3日 え

年 /

必要な図面等が準備さ

れていること。
図函等確認

子声 ユ0年
rθ 月''▲ 日 R
澄ん 2年

/2月 23日 え
年 /

回路構成が完了してい

ること。

②
記録確認

手康ヨθ年

'0月 '2日
魚

立会/

魏
れを2年
/2月 必 日 た

立会/

記録確認

年 /

タ



添付資料…1-4

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

系統運転性能検査

確認事項 確認方法 検査年月封 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていることこ
記録確認

分赤コ2年

/2月 23日 夕く
年 /

年 /

必要な囲函等が準備さ

れていること。
図面等確認

滲赤4え年

ノえ月ZS日 夕く
年 /

年 /

検査用計器が校正され

ており有効期限内であ

ること及な必要な測定

範囲、測定精度を有し

ていること。

記録確認

鶴無 え年

/ス 月2毬 日 え
年 /

年 /

2



添付資料-2

高浜発電所第 1号機

外観検査記録

検査場所 :F,轟西篭力株式会社高浜発電所

非常用電源設備     ′    ―

その他の電源装置 (非常用のものに限る。)

無俸電電源装置
SA監視計器用電源

検査範囲 :その他発電用原子炉の附

半ll定基準 :工事計画のとおり製作、据付けされ.有害な欠陥がないこと。

査

果

検

結
検査方法検査対象 検査年月日

日視
強氣え年
′z月2S歯 たSA監視計器用電源

備 考
|

″



＼
鶴

高浜発電所第 1号機

警報保護装置検査記録 (現地)

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設

非常用電源設備 その他の電源装置 (非常濡のものに限る。) 無停電篭源装置 S本監視計器用電源

子

備考

鵡

鶴

鵠

鶴

鵠

鶴

鶴

畠
・記録確認は、申講者の品質記録 (Xl)による。
※li適合性確認検査成績書の識別番号: T/>J…

/θつヱ

検査
結果

夕く

k
潔

え

え

皮

え

た

検査
年月日

全角 二年

/文月23日

浴み「2年
メZ周 ,S日

全ん2年
′2月が 日

倉 舟 2年
/Z月2'日

軽魚 2年

/二月23日

浴 ん藤
ノヱ月23日

婚≫静Z年

/2月ユこ日

妙 多年

/二月,3日

盤 薗警 靴 1薮不

重故障

点灯

点灯

点灯

点灯

点灯

越

点灯

点灯

放電終止

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

過負荷停止

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

軽故障

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

直流運転

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

交流運転

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

直流起動

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

検査方法

直流回路電圧
200V以上

ファン篭源断

フィン温度異常

(フ
ァン異常

重 鬱台)

リレーボード
伝送異常

115V竃源異常

-16V竃源異常

24V電源異常

所 :関西電力株式会 i

信号名称

直流電圧異常 重
冊F102〕

ファン回P各異常
重側F212〕

ファン回路異常
重 lUF2131

ファン回路異常
重
「

F21瑠

制御回路異常
重側F30呵

制御回路異常
重 障F306]

検査ち

判定 i

項
目

重
故
障

郭
爺
漆
筆
ｌ
ω
ｌ
牌



ヽ 、

ヽ

高浜発電所第 1号機

警報保護装置検査記録 (現地)

検査範囲 :その他発電用原子停
~の

附属施設
非常用饉源設備 その他の電源装置 (非常用のものに限る。) 無停竃篭源装置 SA監視計器用電源

備考

鶏

‰

鶏
鶴

畿

畿

絲
備考
・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 1)による。
※ 1:適合性確認検査成績書の識別番号 :T/″ 3//θ′え

検査
結果

λ

え

捷

女

夕く

夕く

え

検査
年月日

2本72年
/2月2S日

食んぇ年
/鬼月2S日

揚 え年
/2月ク3日

今秀諄ぇ年
メZ月パ 日

嫉 2年
′二月2ど 日

赫 二年
ノユ月疼 日

鶴 2年
ノ2月メ 日

盤面警報・ 表示

重改 l腎
1‐

点灯

点灯

点灯

点灯

消灯

消灯

消灯

歿電終止

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

過員荷十予止

消灯

消灯

消灯

消灯

点灯

点灯

点灯

軍

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

騒 改直而連転

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

交五運転

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

直流通動

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

検査方法

出力電麗
キ15%以上

出力電厳
一15%以下

インバーダ電凝が
定格電流の
1250%以上

72BC開指令異常

定格饉力の

105%以上 125%未満
10min継続

定格出力の

125%以上 150%未満
10sec継続

定格出力の
150%以上 0.6sec継続

信号名称

出力電圧異常
重にF201〕

出力電圧異常
重障F202〕

インパータ故障
冊F2031

直流スイッチ
異常 ‖F10珂

過負荷
〔UA8061

過負荷
〔UA808,

過負荷
[UA8091

項
目

重

故

障

過
負
荷

郭
傘
療
章
―
∞
―
博



＼
Ｎ

高浜発電所第 1持機

警報保護装置検査記録 (現地)

検査範囲 :その他猪篭用原子炉の附属施設
非常用電源設備 その他の電源装置 (非常用のものに限る。)無 停電竜源装置 SA監視計器用電源

備考

鵡

絲

畿

鶴

絲

絲

絲

鵡
備考
・記録確認は、申請者の品質記録 (※ 1)による。
※ 11連合性確認検査成績蓄?識別番号

・:T/,ご ″
/θρ2

検査
結果

夕く

え

え

夕く

A
λ

薇

夕く

検査
年月日

′膨徹二年
/二月郎 日

裟々 2年
ノ2月 ,ど日

鋏 ぇ年

/2月 2こ日

鋏 芦
′ヱ月だ 日

跡 2年
/二月ユS日

食盈 2年
′2月2も日

後角 ュ年

'2月

2こ日

鋏 歩
/2月 2ヨ日

盈

盤面誓報 お表示

重故障

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

放電終止

消灯

消灯

消灯

消灯

消打

消灯

消灯

消灯

過負荷停止

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

軽故障

点灯

点灯

点灯

点灯

述

越

点灯

‐
点灯

直流運転

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

交流運転

点灯

点灯

点灯

点灯

点灯

運

点灯

煙

直流起動

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

検査方法

ファン異常 軽
(1台)(88Tぽ 1)

ファン異常 軽
(1台)(88THF2)

制御電源
ヒューズ 断

表示用制御電源
異常 (SWil,12)

表示用制御電源
異常 (SWi3,14)

出力電圧+5%以上
60sec継続

出力電圧-5%以下
60sec湘騰窮竜

直流入力竃圧異常

信号名称

ファン回路異常
軽にF25咽

制御回路異常
軽 障F351〕

制卿回路異常
軽 ltlF369〕

出力電歴異常
軽障F256〕

直流入力竜圧異常
軽郎F1711

慮

目

軽
故
障

辣
森
離
牽
―
∝
―
∞



＼
鶴

高浜発電所第 1号機

警報保護装置検査記録 (現地)

非常用電源設備 用のものに る。) SA監視計器用電源

備考

絲

鶴

‰

%
絲

鶴

鶴

‰

畿

・記録確認は再申請者の品質記録 (※ 1)による。

※ 1:適合性確認検査成績書の識別番号 :T/″
ど'/',ゑ

検査
結果

費

史

淀

2
λ

A
費

た

え

検査
年月日

窪約 2年
′Z月 2、ヨロ

全れ2年
′2月2S日

全ん 2年
ノ2月塞 目

ぷ 奉

ノ2月必 日

食れZ午

'2月

23国

塗約 2年
ノ2月 23日

妙 2年
′2月ユふ日

獲ン移2年
ノ2月 23日

養患 2年
/2月ユ3日

重占支障

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

放電終止

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

過負荷停止

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

軽故障

点灯

点灯

点灯

点灯

点灯

点灯

点灯

点灯

消灯

直流運転

点灯

点灯

消灯

消灯

消灯

点灯

消灯

消灯

点灯

交流運転

消灯

消灯

点灯

蝕

点灯

消灯

消灯

点灯

消灯

百臨爾運動

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

検査方法

52Rト リップ

8Aト リップ

52Lト リップ

72Bト リップ

8DDト リップ

52RC指令と
状態の不一致

コンパータ過電流
と分間に 10回発生

直流入カヒューズ

断

M開放

信号名称

NFB
トリップ異常

[UF4581

整流器故障 軽
〔ビF032〕

整流器故障 軽
tUF0561

直流入カヒユー
ズ断 MFIT21

制御回路異常
阿A8261

模 :

項
目

軽
故
障

歯

流

遼

郭
爺
述
華
―
∞
―
ト



ふ

高浜発電所第 1号機

警報保護装置検査記録 (現地)

較査 範囲 :その他琵電用原子力苗の酎属麗設

非常用電源設備 その他の電源装置 (非常用のものに限る。) 無停電電源装置 SA監視計器用電源
る

備考

記録確認

記録確認

記録確認

記録確認

備考
。記録確認は、申請者の品質記録 (※ 1)による。
※1:適合性確認検査成績書の識別番号 :Tr'ど 一 /θθ2

検査
結果

文

淀

掟

え

検査
年月日

絲 2年

'2月
必 日

鋏 ュ年

′Z月 23日

倉れュ年

'2月

Ek3日

浚ん ユ年

/2月23日

盤面警報 。表示

重故障

点灯

点灯

越

消灯

放電終止

消灯

消灯

消灯

消灯

過負荷停止

消灯

消灯

消灯

消灯

軽故障

消灯

消灯

点灯

点灯

直流運転

消灯

消灯

消灯

消灯

交流運転

消灯

消灯

消灯

消灯

直流起動

消灯

消灯

消 灯

消灯

検査方法

趙/DA異常

SQ―DSP異常

CN―DSP桑牟苦

こ]ンバエタ過電流
10sec継続

信号名称

制御回路異常 重
臣F3011

制御回路異常 重
ttlF302〕

制御回路異常 重
lllF3031

整流器故障 軽
障F0561

項
目

重
古女
障

軽
故
障

郭
奪
述
牽
ｌ
ω
，
朗



＼
特

高浜発電所第 1号機

警報保護装置検査記録 (工場)

ス

検査範囲 :その他発電用原子炉の附属施設
非常用電源設備 その他の電源装置 (非常用のものに限る。)無 停電電源装置 SA監 視計器用電源

判定墨撃 :機器及び警報表示が正常に動作すること.

備考

‰

鰍

象

鍮

鍮

鍮
υ
記録確認

飴
備考

検査
結果

R

熊

R
R
農

R
農

淀

検査
年月日

半原二。年

'9月

f空日

平艤 o年

十θ月12日

平森SO年
′o月 !2日

皐熊ど。年
′0月 !宜 日

鵜 30年
rθ 月

'ユ

日

帝牌わ 年
′く)月

'2日翻 ウ°年
′。月 ′鬼 日

穏 a苺 年
′9月

'ユ

概I

盤面琴報・表示

重故障

点灯

点灯

消灯

消 灯

消灯

消灯

消灯

消 灯

放電終止

消灯

点灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

過負荷停止

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

軽故障

消灯

消灯

点灯

点灯

消灯

消灯

消灯

消灯

直流運転

消灯

消灯

消灯

点灯

触

点 灯

点 灯

越

交流運転

消灯

消灯

点灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

直流起動

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

検査方法

直流回路電歴
90V以下

直流入力電F土低
下

(100V以 下)

直流篭源側への
充電電流あり

コンバィタ異常

入力電源電圧
+18%以上

入力電源電圧
…300/。以下

入力電源周波数
+7%以上

入力電源周波数
-7°

/。以下

信号名称

直流電圧異常 重
[暉103]

放電終止
〔UA884〕

ダイオー ド
スタック異常 軽

〔OF170]

整流器故障 軽
〔醒059]

交流入力電源異常
[UA801]

交流入力電源異常

[じA802]

項
目

童
故
障

欣
電
終
止

軽
故
障

直
流
通
転

郭
奪
奉
章
ｌ
ω
ｌ
ω



＼
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高浜発電所第 1号機

系統運転性能検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 1その他発電用原子炉の附属施設

非常用電源設備 その他の電源装置 (非常用のものに限る。) 無停電電源装置 SA監視計器用電源

交流及び直流入力運転、交流入力運転t直流入力運転において、出力電圧、出力周波数が許容範囲内であること。

検査方法

銃

線

塩
備考

※1:詐容範囲はメーカ基準による。

検査

結果

λ

夕く

欠

検査

年月日

浴為2年
メ2月 2S日

ぷ
′ユ月

Z年
23日

裟 角 2年
′z月 23日

出力電流 (A)
(参考値 )

必/17

歩/tB

ど/i7

出力周波数 (Hz)

測定値

歩′、υ/

肋、,r

D、,r

工事計画記載値
許容範囲

※1

60
±0,06

60

±0.06

60
±0.06

出力篭圧 (V)

測定値

/府1/▼

/た、κ

//す、,7

工事計画記載値
請容範囲

※1

H5
±2.3

H5
圭2.3

H5
±2.3

判定基準

検査対象

交流及び
直流入力運転
(通常運転時)

交流入力運転
(72B開放時)

直流入力運転
(52R開放時)

鶉
黛
船
華
―
ヽ



添付資料-5

高浜発電所第 1号機 使用前検査

検査用計器一覧表
え

検査項目 検査月討器 管ナ樫番号 測定範囲 測定精度
校正年月臓

有効期鰻
備考

系統運転

性能検査

デジタルマル

チメータ

2020,3.25

2021,5,24

以下余白

/7/E



関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

発電用原子炉に燃料体を挿入することが

|できる状態になった時に係る

1使用前検査成績書

施  設  犠 :その他発電用原子炉の附属施設

系  統  名 :非常用電源設備

その他の電源装置 (非常用のものに限る。)

無停電亀源装置

要 領 書 番 号 :原規規収第 1610071号 1-25-2

年奉口え年
『

月

原子力規制委員会



使用講検査戒績書

1 発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

2 検査の種類 発電用原子炉に燃料体を挿入することができる状態になった時に係る

使1房 説検査

a 検査申請

4 検査期日

3 検査場所

使用講検査申請番号

闘原発第 299号

関原発第434号

関原発第 46号
関原発第 202号

関原発第259号

関原発第415号

関原発第 504号

関原発第 5と 2号

関原発第 582号

関原発第  3号
闘原発第 68号

(平成 28年 1

(平成 30年

(平成 30年

(平成 30年

(平成30年

(平成患0年 と

(平成 31年

(平成 31年

(平成 31年

(平成 31年

(希和 元年

0月

3月 2

4月 2

7月

3月 2

2月

2月

2月

3月 1

4月

5月 1

7日 )

0風 )

O日 )

4風 )

O掛 )

5日 )

1日 )

6日 )

8日 )

4日 )

6臓 )

6 検査範囲

自 令仲 え 年 す 月JO白

至 金和 ん 年 す 魔JO日

関西電力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡高浜町園ノ浦

高享兵発電所第 1号機  ′

発電用原子炉施設

そのイ也発電用原子炉の附凝施設

非常用電源設備

その他の篭源装置 (非常用のものに限る。)

無停電電源装置    I

(取水路防潮ゲート電源装置)

電源装置 (1・ 2・ 3・ 4号機共用) 2個

7 検査結果    検査実施普及び検査結果一覧表のとおり



検査実施者及び検査結果一覧表

検査項日
検査

結果
原子力施設検査富 検査立会責任者

外観検査

1

R

↑ホロ忠 年J月 ヨ0日 令わえ年 J月 こθ日

工 輸
11

チ理,盈孝■亡

河 0拓

翅為 主任技術者

性能検査

運転性能検査
民

神 危 年」月36日 命れ為 年 J月『
p日

〆
‐
切

銀夕争i之

′ヽ

狙
汀硼 籠

竜 象 主任技術者

8 特記事項

9 添付資料

し

使用前検査記録

l 検査講確認事項

2 外観検査記録

3 運転性能検査記録

4 検査用計器 i覧表

媒

2



1添付資料 1-1

高浜発電所第 1′号機 使用前検査記録

検査前確認事項

共通事項

使用講検査F静請書の確認

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含むと)が準備されて

いること。

記録確認

令紳亀年

J ttgO日 農
使用前検査成績書の『3検査

申請どに申請番号 (変更申請

番号を含む。)を記載する。年

月  メィ

月   日

検査をする工事のこ

程、期目及び場所が車

講書どおりであるこ

と。

記録確認

今赤Lぇ年

と
~月

ど0日 民
年

月  ′日

年 /

工事計画♂)蔵怒、可番号の

記載が適切であるこ

と。

記録確認

令未口え年

算 月 3o働 民
年

月 自

年 /

ど



添付資料 1-2

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査講確認事項

外観淡査

確認事項 手雀認方法 検査年月日 結果 構考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

奪ゃ ぇ 年

す 月ヨ0霞

,

R
年

月 日

年 /

必要な区l面等が準備さ

れていること。
図画等確認

令未Oえ 準
す月,o日

,

R
年

月   日

年 /
市

字



添付資料と-3

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

性能検査

運転性能検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申講者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

令未色え年|
ま 月g。 目 薇

年

月   日

年 イ

必要な図面等が準備さ

れていること。
園白

‐
等確認

令なDん 年
f月 す。日

〕

R
年

月   日

年 /

検査用計器が校正され

ており有効期限内であ

ること及び怒要な測定

範囲、測定精度を有し

ていること。

記録確認

令未りぇ 年

『

月Fo日 良
年

月   日

年 /

す



添付資料 2

嵩浜発電所第 二号機

外観検査記録

検査拶,・所 I闘藤電力株式会社高浜発電所

検査範″樹:その他発電用原子炉rノ)附属施設

非常用電源設備 その他の電源装置 (非常用のものに限る。)

無停電篭源装置 (取水路防潮ゲエト電源装置)電 源装置 (1'2`3・ 4号機共用)

判定基準 と工事言,爾のとおり製作、据付けされて有害な欠陥がないこと。

検査束、子象 検査年月厨
検査

結果
検査方法

電源装置 !(速隔操作機 (機械式)電源装置)

令未勇を年
ξ ttF電》隠 R ω

認繰確認

電源装置 (遠隔操作盤 (電磁式)電源装置)

金紳胞 年
す 月姿 日

『

R 臨

備 考

,

薬
=藤

簿艤臨細陣鈎翻躊鎖霧翻腕甲井二 i

う



特

高浜発電所第 1号機

運転性能検査記録

検査場所 :関西電'力株式会社高浜発電所

検査範囲ユ:その他発電用原子炉の附属施設

非常用電源設備 その他の電源装置 (非常用のものに限る。) 無停電電源装置 (取水路防潮ゲー ト篭源装置)

電源装置 (112・ 3・ 4号機共用) 電源装置 (遠隔操作盤 (機械式)篭源装置)

通常運転、入力竃源 (交流)切、入力電源 (交流)入の各運転状態において、出力篭圧、出力周波数及び容量が許容範囲内であるこ

と。

検査

方法

塩

備考

※ l

※ 2

許容範囲はメr力基準による。

容量=出力竜戸土×出力電流

検査

結果

f

農

検査

年月日

命線 年
す 月′θ国

容量 (k4)

計算値
※2

|《 011

|、 OFη

,、92空

工事計画
記載値

士

1

1

出力
電流
(A)

? ,6

|ひ、2,

T,7`

出力周波数 (Hz)

測定値

よ7 守恐

j7、 7?

とo(02

工事計画記載値
(許容範囲

※Ⅲ
)

60

(59,9～ 60.1)

60

(59.9γ 60.1)

60

(59.9～ 60.1)

出力篭圧 (V)

測定値

,o運、0子

9,、守∫

′02、 とダ

工事計画記載値
(講容範囲

潮
)

100

(94.0～ 106.0)

100

(94,0～ 106.0)

と00
(94,0～ 106,0)

判定基準

運転状態

通常運転時

入力竜源
(交流)切時

入力電源

(交流)入時

一誤
｛
謹
沖
活
十
ω
■

洋



OO

鍮

査
　
法

検
　
方

検査

結果

ｔＲΥ猛晶

検査

年月日

０
，

′

ｒ

7似|

|(θ lぢ

計算値
XP

容量 (麟0
工事計画
記載値

士

l

1

lθ _59

,0～

'0

勘
動
岱
lθ、ιηJ?、 ?Ⅲ

∫?ヽ守?

耳 ↑ヽ?

測定値

60

(59,9～ 60.1)

出力周波数 (Hz)

工事計画記載値
(許容範囲

※1)

60

(39,9～ 60.1)

60

(69.9～ 60。 1)

?決】o

9?`'θ

?負 ?|

測定値

通常運転、入力電源 (交流)切、入力篭源 (交流)入の各運転状態において、出力鷺圧、出力周波数及び容量が許容範囲内である

と。

出力電圧 (D

工事計画記載値
(許容範囲

※1)

100

(94,0～ 106.9)

100

(94,0～ 106.0)

100

(94.0～ 106.0)

通常運転時

入力電源
(交流)切時

入力電源

(交流)八時

備考

※ 1:許容範囲はメーカ基準による。

X2:容 量=出力電EX出力電流

運転性能検査記録

高浜発電所第 1号機

検査場所 I関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :その他発電用原子炉の齢属施設

非常用電源設備 その他の電源装置 (非常用のものに限る。う 無停篭篭源装置 (取水路防潮ゲート電源装置)

(1・ 2・ 3・ 4号機共嬬) 電源装置 (遠隔操作盤 (電磁式)電源装置)電源装置

判定基準

運転状態



高浜発電所第 1号機 使用前検査

検
「
査用計器一覧表

添付資料 4

検査年月露:令和元年 5月 30回

検査項目 検査用計器 管理番号 測定範囲 測定精度
校正年月日

有効期限
備考

運転性能

検査

デジタルマ

ルチメータ

2018.8.17

201儀 8,16

デジタルマ

ルチメータ

2018.8.17

2019.8.16

クランプオ

ンハイテス

タ

2019,3,11

2020,3,10

推



関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

発電用原子炉に燃料体を挿入する,こ とが

できる状態になった時に係る  .
使用前検査成績書 ― ●

施  設 ィ 名 :その他テl糧電用原子炉の附届施設

系  統  名 i非常用篭源設備

「     非常用発電装置

内燃機関

発電機

要 領 書 番 号 :原規規収第 1610071号 1-25-3

令鳥 暴年
｀
心月

原子力規制委員会



使用前検査成績善

l 尭電″アr名    調西電力株式会社高浜発電所勢 1号機

2 検査のフ麓類 発電用原子炉に燃料体を挿入することができる状態‡こなった時に係る

使用前検査

3 検査申請 使用講検査申請番号

闘原鬼単第290号 (平成28年 iO月  7隠 )

歯原発第434号 (平成30年 尋月20日 )

闘原発第 46号 (平成30年 4月 20掛 )

関原発第202号 (平成30年  7月  4理 )

関原発第259号 (平成SO年  8月 20日 )

闘原発第415号 (早成30年 12月  5瞬 )

閥原発第504号 (平成31年 2月  1罰 )

関原発第512号 (平成31年  2月  6置 )

関原舜第582号 (平成31年 3月 1 8 Fi)

開原発第  3毒 (平成31年  4月  4 El)

関原発第 6患号 (令和 元年 5月 16日 )

4 検査期囲

5 検査場所

6 検査筆電囲

白F々 49ん
至今れる

月 ′F日

月 川 日

ノ

Δ

年

年

関西電力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡商浜町鵬ノ浦

高浜発電新第 1号機

発電用原子炉施設

その他発電用原子炉の附属施設

非常用電源設備          、

非常鳩発電装置                   ィ

内燃機房尋

機関並びに過絵機 (科丁搬型)

篭源車 (緊急時対策所用)内燃機関 (1・ 2・ 3・ 4号機共

用)

電源車 (緊急時対策,折用)1台当たりと個

調速装置及び非常調速装置

(電源車 (緊急時対策所寿〕))

4



調速装置 (1・ 2・ 3・ 4号機共用)  一式

非常調速装置 (1・ 2・ 3・ 4号機共用) 一武

内燃機関
'こ

附属する冷却水設備 (毎チ搬型)

(電源車 (緊急時対策所用))

冷却水ポンプ (1・ 2・ 3・ 4号機共用)  
｀

篭源車 (緊急時対策所用)1台当たり1個

燃料デイタンク又はサービスタンク (可搬型)

(電源車 (緊急時対策所漏))

燃料タンク (1・ 213・ 4号機共用)

篭源車 (緊急時対策所用)l台当たり2個

発電機

発電機 (可搬型)           
イ

電源車 (緊急時対策所用)(1・ 2・ 314時機共用)

2纏l(予備 1個 )

励磁装置 (可搬型)

(電源車 (緊急時対策所用))

励磁装置 (1・ 2・ 3・ 4号機共用)

電源車 (緊急時対策所用)と 台当たり1個

保護継電装置

(電源車 (緊急時対策所用))

保護継電装置 (1・ 2・ 患・ 4号機共用) ∵式

原動機との連絡方法

(電源車 (緊急時対策所用))

直結 (1・ 2。 3。 4号機共用) 一式

7 検査結果 検査実施者及び検査結果一覧表のとおり

2



検査実施者及び検査結果一覧表

検査項目
検査

結果
原子力施設検査宮 検査立会責任者

外観検査

性能検査

運転性能検査

系統性能検査

容量確認検査

飛

弁'47ズ,年 ど月′′目 令和る年ど月/十 日

矛'1す 佐

福侶ん窪

奪為 主任技術者

8 特記事項

なじ

9 添付資料 使用前検査記録

1 検査前確認事項

2 外観検査記録

3 運転性能検査

4 系統性能検査

5 検査用計器一覧表

3



添付資料 1-1

高浜発電所第 1号機 使用禽t検査記録

検査講確認事項

共通事項      |
使用議検査申請書の確認

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

本検査に係る使用前検

査学講書 (変更申請を

含む。)が準l薦 されて

いること.

記録至復認

◆4Pん年

ノ月 F'日 盈
使用前検査成績書の「3検査

申請」にr神講番号 (変更申請

番号を含むむ)を記載する。年

月  夢″

月  『l

検査をする_E事の正

程、期日及び場所が申

請書どおりであるこ

と。

記録確認

みをみ年

ど角 rr日 え

年

月   日

年 イ

工事言r画の認可番号の

記載が適切であるこ

と。

記録確認

霧 げ緋

ど月 r'日 λ

年

月   日

年 イ

午



添付資料 と-2

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

外観検査

確認、事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

分んん 年

ど月
''′

日 え

年

月   日

年 /

必要な囲函等が準備さ

れていること。
図面等確認

霧 ァる年

F角 〃日 え

年

月   日

年 /

5



添付資料■-3

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

性能検査

運転性能検査

確認事項 確認方法 検査年月目 結果 備考

申講者の訂:質 記録が準

備されていること。
記録確認

霧 7る 年

ど  ナ1  /,  日 R
年

周   Li

年 /

必要な図画等が準備さ

れていること。
囲l重二等確認

稔蒻修る年

ど周 rサ 日 λ
年

月   日

年

検査用計器が校正され

ており有効期限内であ

ること及び必要な測定

範 lす穏、測定精度を有し

ていること。

記録確認

→んあ年
/月  ′チロ え

年

月  れ1

年 /

系統構成が完了してい

ること。

②
ω

擦諧膨急 年

√月
'1鳳

筵

立会/

記録確認

年

月   目

立会/

殖 月   欝

イ

心



添付資料 1-4

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

系統性能検査

容量石雀認検査

確認事項 確認方法 検査年月囲 結果 構考

申請者の品質記録iが準

備されていること。
記録確認

?な,え年
'拶 月 ′1日 た

年

月   日

年 /

必要な園面等が準備さ

れていること。
図面等確認

◆ん心年

丁月 ri日
え

年

月 日

年 /

検査用計器が校正され

ており有効期限内であ

ること及び必要な測定

範囲、測定精度を有し

ていること。

記録確認

今ん紳
rtt F/日 た

年

月   日

年 /

▼



添付資料 2

高浜発電所第 1号機

外観検査記録

検査場所 :関西篭力株式会社 高浜発電所

検査範郷 :その他発電用原子炉の鮒戸麓施設 非常屈篭源設備 非常用発電装置
'    

発電機

原動機との連絡方法 (電源車 (緊急時対策所用))直結 (1・ 2・ 3・ 4号機共用)

:一式           ―

判定基準 :検査対象の設置状況が工事計i弱のとおりであること。

検査対
rぶ 検査年月田

検査

結果
検査方法

電源車 (緊急時対策所用)(A) 今んん年す耳′F日 え 記録確認

電源車 (緊急時対策所用)(8) 搾瑚彬急年Ftt r,日 庭 記録確認

電源車 (緊急時対策所用)(予備) 彿 心年ど月Fれ え 記録確認

備考

じ記録確認は、′F騰昔者の品質記録 (※ 1)による。

※ 1:適合性確認検査成績蕃の識μl番号 : イ| ―う一θ9沙 |(髯つBジ

8



ゆ

記録

備考

⑪
/

査
　
果

検
　
結

に

常がない
こと

月 | 日

温度
(℃ )

年

回転速度
(r

測定値

検査年月日 :

測定値

(Hz)

周波数働

測定値

2

〉くホ

測定値

22か

22S

22

2125

225

22も

225

容量
※R

(k醐
出力
(kヽ〕

※

※

※

※

※

1:発電機容量 (k4)=発電機出力 (k耳)/発電機力率 (0,8)※
。 ※2:工事計画記載値 (発電機容動 を満是するためり申請者管理値

3:許容値は工事計画による。 ※4:許容値は」EC-2130に よる。※5:許容値はメーカ基常準による。

6:発電機力率は工事計画の表記 (機器銘板の表記) ※71発電機回転速度 (rp砒)零 120X発電機周波数 (観z)/極数 4

8:計測開始時 (出 力 100%)

基量塗竜,喜墓量合言薔望蜃≒重手等季暑羞暑子蔭岳辛;望篭悪化亀岳棧毯機亀曽暑盈可邊畳1誓:ξとず躍務
冷響Ⅲポンプ含

運転性能検査記録
高浜発電所第 と号機

い こ

満是すること。

検査対象 :篭源車 (緊急時対策断用)(A)

確認項目

許容値

運転時F臓司

0分来8

10分

20分

30分

40分

50チナ

60分

鶉
森
漆
撃

∞
Ｉ
Ｐ



ヽ
０

目視

/

備考

一疑

査
　
果

検

結

み幸むL

運転状態に

黒常がない

こと

検査年月日 : 日月年

測定値

冷却水
温度
(℃ )

発電機
米̀

回転速度

(rpm)

1.800

測定値測定値

発電機
周波数
十量を)

60

下 ビV一 l〒百―了

140

測定値

(喘

発電機電圧

の

2とり

220以上
X tS

測定値

ユ鬼″

ユユす

寂 )く

工共ε

ユ 導

共導

ユユさ

発電機
容量

※1

はⅦ

発電機
出力
(kテ軒)

80分

彗0分

50テ)

60角｀

1:発電機容量 (「A)=莞電機出力 (k下)/発電機力率 (0.8)※
6 ※2:工事計画記載値 (発電機容譴 を満是するための申請者管理値

31許容値は工事計画による。 X4:許 容値はJEC-2130に よる。※5:許容値はメーカ基準による。

6:発電機力率は工事計種回の表記 (機器銘板の表記) X7:発 電機回転速度 (rpm)=120X発電機周波数 (Hz)/極数 4

穏ど噂睦嘗客錢ご≒欝岳こ騨報磐選懲雪勲電ぴΥ解
｀
露伊絲 ;器ギ1幹

※

※

※

検査対象 :電源車 ( 対策断用)(B)

確認項目

I事計瀬記穏値

許容値

運転時間

0分 )r、

10分

20分

運転性能検査記録
高浜発電所第 1号機

することっ

ゝ

郭
森
癖
章

∞
Ｉ
Ю



一
一

備考

目視

/

査
　
果

検

結

一駄

種転状態に

異常がない
こと

製踊轄b

月 //国年心検査年月国

冷却水
温度
(℃ )

測定値測定値

発電機
※F

回転速度
(rpttl

と,800

菱電機
周波数

(Hz)

60

測定値

i設 非常用信

440

測定値

薇子炉の附属

225

22Ь

226
223
223
923
225

Z必0

Z材0以上
XP

測定値

発電機
容量

※モ

億硼

発電機
出力
(kW)

I事計饉記豪僅

詳容値

運転時間

0分邪

10分

20分

30分

40分

50分

60分

発電機容量 (「A)率発電機出力 (1下)/発電機力率 (0.8)X6 ※2:正事計画記載値 (発電機容勘 を満足するための申請着管理値

許容値は工事計画による。 ※41許容値はJEC… 2130に よる。※ 5Ⅲ 許容値はメーカ基準による。

発電機力率は工事計画の表記 (機器銘板の表記) ※ 7:発電機回転速度 (rpm)=120X発 電機周波数 (Ⅲι)/種数 4

1与屋翻攀絲 辞鶏夢幹 謎懃輿鋲を鷲蓬I平写:上       
冷却水ポンプ

骨

※ 1:
※ 31
※ 6:

運転性能検査記録
高浜発電所第 1号機

検査場所 :関西竃力株式会社 高浜発電所

判定基準 ェ運転状態に異常がないことc発電機出力、発電機容量、発電機電圧Ⅲ発電機周波数、発電機回転速凝、冷却水温度が計谷恒を

満是することc

検査対象 :電源車 (緊急時対策所用)(予備)

確認項目

鶉
奪
麟
筆

∞
―
∞



添付資料4二 i

高浜発電所第 と
'サ

機

容量確認検査記録

検査場所 :閲醜 力株式会社 高浜発電所

検査範囲 :その他発電痛原子炉の附滅施設 募卜常,穏電線設備 )諄常用発電装置 内燃機関

燃料デイタンク又はサービスタンク

判定基準 :容量が静容値を満足していること。

検査対象 容量 0)

検査年月用
検査

結果

検査

方法名称
工事言h対
記載値

許容値
来2 測定値

電源車 (緊急時

対策所用)

電源車 (A)

燃琳||タ ンク

(A)

446以上

(495×
1) 446以上 ネタむ

希券?戸
―碑

渉月/十 日 か
夕
く 記録確認

燃料タンク

(B)

446以 _L

(495※
1) 446以 上 望9む

牟んみ年
渉月アイEl え 記録確認

電源車 (緊急時

大簾所,司 )

電源若 (13)

燃料タンク

(A)

446ウス十二

(495※ ')

446以 に 亨″ど
併 ″紳
渉月/チ 劇 柔 言己a礁需饉浄継

燃料タンク

(3)

446以上

(495※
1) 446以上 掌7す

擦蒻θえ年

ノ月r/Eヨ λ 記録確認

電源車 (緊急時

対矧 用)

電源車 (予備)

燃料タシク

(A)

446彦(L
(495※

1) 446以上 掌2●
拿珠″3年
渉月r,卜4

λ 記録確認

燃料タンク

(3)

446以上

(495※
1) 446以上 掌が

彿 ん年
b月 1'日

え 記録確認

備考

※と:軸
※2i許容値は工事言,面による。

・記録確認は.学講者の品質記録 (※ 3)による。

※31適合性確認検査成績書の識別器寺:丁 |む ―沙7沙 /rf吟 ぢジ

12



熙 1ヽ与食オ:5

高浜発電所第 1号機 使用前検査

検査用計器一覧表

機査年角麟 :令為 角 年 ム テュキヽ 日

絨理浮貫日 検査用津l・盈器 管理番号 測定範囲 測定精度
校正年月日

有効期限
艤

運僚性能検査
デジタル

パワーメ∵タ

2018/H/13

2019/11/14

迎距騨騎縄
ァジタル

パワーメータ

2018/11/15

2019/ti/14

運転性能鹸査
デジタル

パワーメータ

2018/11/15

2019/11/14

運転性能鹸査
ワイヤレス電圧

熱電対避ガー

2018/11/13

2019/11/12

運転性能検査
ストップ

ウォッチ

2016/728

2019/727

以下余白

13/戸



関西電力株式会社 :

高浜発電所第 1号機

使用前検査成績書

要領 書番 号 :原規規収第 1610071号 99

成績書管理番号 :卜 25i4

今仲 3年 ′月

原子力規制委員会



使用講検査成績書

成績書管理番号 :卜25-4

1発電所名    房電西亀力株式会社高浜発電所第 1号機

2検査申請   ^検査申講一覧表のとおり

3検査理日 自 令奉o2年 trtt lb白

至″今漁'S 年メ月′ё日

4検査場所    使用前検査記録のとおり

5検査実施者   検査結果一覧表のとおり

6検査串薄暴   検奪結果一覧表のとおり

7添付資料 
′
 使用説検査言己録

メ



検査中語善番号

(申請年月日)

関原発第 299号 (平成28年 10月 7日 )

調原発第434号 (平成30年 3月 20日 )

関原発第 46号 (平成30年 4月 20日 )

関療発第 202号 (平成 30年 7月 4日 )

関原発第 25,9号 (平成 30年 3月 20自 )

関原発第415号 (平成30年 12月 5日 )

麗原棄第 504号 (平成31年 2月 1日 )

関原発第 512号 (平成 3二 年 2月 6日 )

関原発第 532号 (平成31年 3月 18日 )

関原発第 3号 (平成31年 4月 4目 )

関原発第 6事 号 (2019年 5月 16耳 )

関原発第 115号 (20と 9年 6月 24翻 )

関原発第 204号 (2019年 8月 23日 )

関原発第478号 (2020年 二月 23日 )

闘原発第 510号 (2020年  1月 31日 )

闘原発第 542号 (2020年  2月 26日 )

B轟原発第 609号 (2020年 3月 24回 )

闘原発第 20号 (2020年 4月  7日 )

関原発第 236号 (2920年 3月 21日 )

成績蕃管理番号 :1-25-4

検査申請一覧表

上記以降の変更を検査申請書の変更中請により確認し表中に追記する。

と



検査結果工覧表

成績書管理番号 :卜25-4

修

特記事項

チし

検査立会責任者 標瞬

季
　
　
ィ電

】奏 管_移淳 主任技術者

備

原子力義農検査宮 卑

´
=週

券

検査結果

と

検査年月日

全ネa2年

ヒ月tt日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

i          共通事項
戒績書管理番号 :Ⅲ 25・4

検査年月日:蝉 2年  12月  tと 由

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査説確認事項

使用講検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 l熊考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 Q一

検 査 をす る工事の正

程、期日及び場所が申

雷書書 どお りであるこ

と。

記録確認 σ ―

工事計画の認可番号の

記載が適切であるこ

と。

記録確認 ⑧―

猟



添付資料3-1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(三号検査)

成績書管理番号 :卜 25-4

検査午澤目:石潮血之年 2`月  tも 日

検 査 場 所 i関西電力株式会社高浜発電所

検査講確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考 ―

中請音の爺I質記録が準備されていること。 記録確認 0・ エ

必要な図画等が準イ薦されていること。 園画等確認 Q―
検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。  1
記毬隷確認 0た

系統機成が完了していること。 飴 Q―

♪



添付資料 3-2

関西篭力株式会社高浜発電所第 1号機 使用講検査記録

(三号検査)

成績書管理番号 :卜 25-4

機査年月翔:鮪 2年  12月  (6日

検 査場所 :闘西篭力株式会社高浜発電所

検査結果

検 査 対 象

その他発電用原子炉の附属施設

非常用電源設イ薦

無停電篭源装置   (ダ▼奪添 1参照)

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

性能検査

運転性能検査

設備及び機器が工事討固に従い製作
´
され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。    I

彼 Φ

鷲墾竪覇雀醇
↓

備考

・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行つた試験・検査の品質記録 (※ )による。
・
※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :Tli3-10と 4

・目視で確認した範囲 :添付資料3-3参照

*運転静母始 24時間後については記録にで確認               
′

6



添付資料 3-3

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録 I

!   (三 号検査)

(立会検査)

,                            成績書管理番号 :卜254

・             痰査年月日 :会灘B2年 12月 「る 日

検 査 場所 :関西篭力株式会社高浜発電所

検査結果

検査対象設備名 項 目 測定値等 * 検査結果 検査方法

可搬式整流器 運転性能検査

入力周波数 (Hz)

す? 由

目視

出力電圧 僧)

0″ /ダ。 a
鵬力電圧 (定格値)(B

r2す.9ダ 捜
容量 (出力電流)(A/個 )

rο /.ュ 法

結考   !
*i入力周波数 45～ 65(Hz)

出力電歴 0～ 150(Vl(可変できること)

出力電圧 (定格値)124.35～ 125,15 1Vl

容量 (ltt力 電流)1001△/観)以 L

ク



添付資料3-4

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査用計器一覧表
成績書管理番号 :卜25-4

検査年月日解静膊 2年
'2月

rう 爾

検査項目 検査用計器 管理番号 測定範囲 測定精度
校二年月爾

有′メ
汽ジJ射襲眼

備考

運転性能検

査

デジタルマ

ルチメータ

2020/6/26

2021/6/26

運転性能検

査

クランプオ

ン AC/DCハ

イテスタ

2020/2/19

2022/2/18

運転機能検

査

ストップウ

オ ツチ

2019/6/25

2022/6/24

以下余白

ギ



ヽ

'

工事計画本文 (原規規発第1606104号 (平成28年6月 10日 認可))

その他発電用原子炉の附属施設

1 非常用電源設備

3 その他の電源装置 (非常用のものに限る。)に係る次の事項

(1)無停電電源装置の名称、種類、容量、電圧、周厳 主要寸法、個数及び取付箇所

以下の設備の子備は、既海の3号機設備 (3号磯及碗 号機共用)であり、本工事計画で1ザ勢監 2戦 3号機及倶 号磯共用とする。

・
樫

に政)碑 鰯 ま( 輔 醐 鞭
―

る。

に陵)  
ノム`称ヽf直

鉛⇒ 1・ 2・ 3・ 4浄磯共用の予備tム 3号機設備である。

は動 ケ=ブル機続箇所をく 、  
‐     |

渡
郭

μ

曾

斗

″路

一島

変 更 後

可搬式整流器仙)

100

0～1硝

45輔

1)始4働

7(Xl(理)

1,263(Iレ )

1く
湧 )

変 更 前

名    称

V個

V

IIz

た て | 肛 El

m

ニロl

取  付  箇   所

種 類

容 量

電 圧

周 波 数

横

一角 さ

個 数

主
要
寸
法



検査結果―覧表

成績書管理番号 :卜 26-4

ヽ
ぐ

特記事項

二子(

検査立会責任者 騨

驀 主任技術者

静
ハ
亀

下
｀
4均 お

原子力施穀検査官 亭解

彰 八 考

検査結果

費

検査年月日

紳 3年
/月 ノe日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

共通事項   i
成績書管理番号 :卜 25-4

検査争月目 :看透静a年 ィ 月 プo日
検 査 才場所 :関西篭力株式会社高浜発電所

検査講確認事項

使用講検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 Q一

検査 をする工事のエ

程、期目及び場所が中

講書 どお りであるこ

と。

記録確認 ⑧,一

工事計画の認可番号の

記載が適切であるこ

と。

記録確認 ⑬ ―

′

'



添付資料 3-と

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(三号検査)

、                       成績書管理番号 11-25-4

1検査年月日 :堵》静 患年  ノ 月 /θ 目

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確碑ヨ冦1方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 Q`一

必要な図面等が準備されていること。 図面等確認 0'「
検査用討器力1校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲.測定精度を有してい

ること。

記録確認 Q。 一

系統構成が完了していること。
@
∽ Q・ 一

)之



検査結果

添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
“ (三号検査)

成績書管理番号 :卜 25-4

検査年月日 1今澪!θ 午 ノ 月 /e目

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検 査 対 象

その他尭電痛原子炉の附属施設

非常用電源設イ篇

発電機   (男 litt t参照)

検査項日 判定基準 検査結果 検査方法

性能検査

・運転性能検査

絶縁耐力検査

機能検査

・インターロック検査

設備及び機器が工事計綽iに従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

癸
⑪

ω

備考

・記録確認は、工事言r薗に基づき鮮l講者が行つた試験・検査の品質記録 (※ )による。

※ 適合推確認検査成績書の識別番号 :Tl-3-0917(そ の 2)

・目視で確認した範囲 :添付資料 3-3参照

′3



検査結果

添付資料 3-3

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(三号検査)

(立会検査)

成績書管理番号:卜25-4

検査年月露I彿 3年 ノ 月 ノさ 日

検 査 場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査対象設備名 項 目 測定値等 検査結果 検査方法

可搬型電源車

(lA)
運転性能検査

発電機回転数(rpm)Xl

/ク アク
ヽ

発

目視

発電機周波数 (Hz)※ 2

くすダⅢ9 批

発
電
機
篭
圧
(Vl

※3

U― V
貶之宝.Ψ

ヽ

及V… W 々々 χ、

'
W― U 資々 4ど 、伊

発電機出力徹V船 ※4

孔

発電機容量 lkVA)※ 5

挺

備考

※1:判定基準 :1800± 36(rpm)(算出式 :発電機戸1転速度 (rpm)=120X発電機周波数lHz)/極数 4)

※21判定基準 :60± 1,2(Hz)

※3:判定基準 i440と 22(V)

※4:判定基準

※5:判定基準

(kW)

(kVA)(算出式 :発電機容量 徹VAl竿発電機出力徹慟/力奉 0,8)

′7



添付資料3-4

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査用計器一覧表
成縦書管理番号 :Ⅲ 25-4

検査年月日:今紳S年 /月 だ 日

検査項目 検査用識器 管理番号 測定範囲 測定精度

校正年月

置l

有効期限

備考

運転性能

検査

ァジタジレパワ

ーメータ

2020/10/6

2021/10/5

以下余曲

/ξ



別添 1(1/11)

工事計画本文 (原規規発第 1606104号 (平成28年 6月 10日 認可))

その他発電用原子炉の附属施設
1非常用電源設備
2非常用発電装置に係る次7)事項               ヽ

,可搬型

(電源車)

(注 1)電源車の附属機器である。

(注2)電源車1台 当たりの個数を示す∫

変 更 前 変 更 後

名 称 電源車内燃機関 (遊け

機
関

種 類 ディーゼル機関

出 カ kW/個 565

回 転 速 度 rpm 1 300

燃 料 の 種 類 軽油又はA重油

燃 料 の 使 用 量 〃h/個 126

個 数 1(泣?)

取 付 箇 所

過
給
機

種 類 排気タービン式

出  目 の 圧 kPa 200

I回 転 速 度 rpm 62.000

個 教 1(注 2)

取 付 箇 所

/6



別添 1(2/11)

・ 可搬型

(電源車 (可搬式代替低圧注水ポンプ用))

(注 1)電源車 (可搬式代替低圧注水ポンプ用)の附属機器である。

(注2)電源車 (可搬式代替低圧注水ポンプ用)1台当たりの個数を示す。

変 更 前 変 更 後

ネ 称

(rL l,

電源車 (可搬式代替低圧注水ポンプナ穏)

内燃機関

機
関

種 類 ディーゼル機関

出 カ kW/個 565

回 転 速 度 rpm 1,800

燃 料 の 種 類 軽油又はA重 油

燃 料 の 使 用 量 ノh/個 126

個 数 1(注 2)

取  付  箇  所

過
給
機

種 類 排気タービン式

出 日 の 圧 力
' kPa 200

回 転 速 度 rpm 62,000

個 数 1(注 2)

取 付 簡 所

/″



変 更 前 変 更 後

名 称

種 装
||

調述装直
I`二 り

電気式

別添 1(3/11)

(電源車 )

(注 1)電源車の附属機器である。

(注 1)電源車の附属機器 である。

(電源車 (可搬式代答低圧注水ポンプ用))

(注 1)電源車 (可搬式代替低圧注水ポンプ用)の附属機器である。

(注 1)電源車 (可 搬式代替低圧注水ポンプ用)の附属機器である。

変 更 前 変 更 後

名 称 非常調速装置 (4:)

種 類 電気式

変 更 前 変 更 後

名 称 調速装置 住こ1)

種 類 電気式

変 更 前 変 更 後

名 称 非常調速装置 (注 I)

種 類 電気式

/″



別添 1(4/11)

・可搬型

(電源車 )

(注 1)電源車の附属機器である。

(注密)公称値    ヽ

(注3)電源車1台 当たりの個数を示す。

・可搬型

(電源車 (可搬式代替低歴注水ポンプ用))

(注 1)電源車 (可搬式代替低圧注水ポンプ用)の附属機器である。

(注2)公称値

(注 3)電源車 (可搬式代替低圧注水ポンプ用)1台当たりの個数を示す。

―
一

  =ィ _^ 
～ 、 1_ 

… 変更油 変 更 後

名 称 冷却水ポンプ (}11)

種 類 遠心式

容 量 0/min/イ歴l 990以 _L(990(ユ ID)

欄 数 1(IL3)

取 付 箇 所

変更前 変 更 後

名 冷却水ポンプ (注 1)

種 類 遠心式

容 量 0/min/個 990以 上 (990。
と2))

個 数 1(r'1ユ

取 付 箇 所

/タ



別添 1(5/11)

以 下の設備の予備は、既存の 3号機設備 (3を機及び 4号機共用)であり、本工事計画で 1を i

機、 2号機、 3号機及ぴ 4号機共用 とする。

,可搬型

(電源中:)

(注 1)750監VAの変圧器により6,600Vに 昇Fとする。

変  更 前 変 更 後

名 莉ξ 電源 車

種 類 回転界磁形同期発電機

容 盈 kVA/個

七
要
寸
法

た て mm

横 mm

一品 さ mm

車 両 全 長 mm

mm車 両 全 幅

車 両 高 さ mm

カ 率 %

電 腫 V 440(注 1)

相 3

周 波 数 Hz 60

回 転 速 度 rpm 1,800

結 線 法 星 形

冷  却  ・方  法 自由通風形

個 数 2(れ 3)

取 付 箇 所

2沙



別添 1(6/11)

(注 2)公称 1lf

(注 3)1 ・ 2・ 3'4号 機 すtttlアゝ許備厳、 3`チ 1幾 1渋 備であるっ

2/



別添 1(7/11)

以下の設備の >備 は、既存の 3号機設備 (3号機及び 4号機共用)であり、本工事計画で 1聯

機、 2号機、 3号機及び 4号機共用とする。

・ 口∫搬型

(電源革 (可搬式代替低圧注水ポンプ用))

変 更 前 変 更 後

名 称
電源車

(可搬式代誉低圧注水ポンプ用)

種 類 口櫨界磁形同期発電機

容 量 kVA/4占 l 6と 0

主
要
寸
法

た て mm

横 mm

一品 さ mm

車 両 全 長 mm

車 両 全 幅 mm

車 両 高 さ mm

ノ」 率 %

電 圧 V

相

1lzサ封 波 数

回 転 速 度 rpm

結 線 法

冷 却 方 法

個 数

取 付 簡 所

2(注 2)

(注 1)公称値

Z之



月ll添 1(3/1葛 )

(≠|12)と ・ 2・ 8・ 4号機共用l'),鮪 4土 、 3岩機設備であるギ

どと



別添 1(9/11)

・可搬型

(電源車 )

(注 1)電源車の附属機器である。

(注2)電源車1台 当たりの個数を示す。

可搬型

(電源車 (可搬式代替低症注水ポンプ用))

(注 1)電源車 (可搬式代替低圧注水ポンプ用)の附属機器である。

(注2)電源車 (・丁搬式代誉イ氏圧注水ポンプ用)1台 当たりの個数を示す。

・可穀型   、

(電源車 (緊急時対策所用))

(注 1)電源車 (緊 急時対策所用)の卜

`1属

機器であるぅ

(注2)電源車 (緊急時対策所用)1台 当たりの個数を示す。

変更前 変 更 後

名 朝ヽ 励磁装置 (濤!1)

種 類 プラン レス方式 (AVR付 )

容 量 kVA/個 14

個 数 1(■
12)

取 付 箇 所

変更前 変 更 後

j名 称 励磁装置 (注 1)

種 類 プランレス方式 (AVR付 )

容 量 kVA/個 14

個 数 1(注
2)

取 付 箇 所

変 更 前 変 更 後

名 称

(江 1,

励磁装置

(1・ 2・ 3・ 4号機共用 )

種 類 ブ ラシ レス方式 (AVR付 )

容 量 kVA/個 6.8

個 数 1(注』

取  付  簡  所

2″



変 更 が, 変 更 後

過電流継電器

漏電継電器

別添 1(10/11)

(篭 源車 )

(注 1)電源車の附属機器 である。

(電源車 (可搬式代誉低歴注水ポンプ用))

(注 1)電源車 (可搬式代替低圧注水ポンプ用)の附属機器である。

(電源車 (緊急時対策所用))

(注 1)電源車 (緊急時対策所用)の附属機器である。

変 更 前 変 更 後

名 勃ミ 保護継電装置 (種 い

種 類

過電流継電器

漏電継電器

変 更 前 変 更 後

名 称

(子【1,

保護継電装置

(1・ 213・ 4号機共用)

種 類
過電流継電器

漏電継電器

をす



月 ll添 1(11″ /11)

(電源車 )

(電源車 (可搬式代替低圧注水ポンプ用))

(電源車 (緊急時対策所用))

変 更 前 変 更 後

連    結 方 法 直結

変 更 前 変 更
｀

後

連 縛 方 法 直結

変 更 前 変 更 後

連 結 方 法
直結

(1・ 2n3・ 4ロザ‐機共用)

どJ/健



:関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

使用前検査成頼書

要 領 書 番 号  :原規規収第 と610071号 99

戒籟書管理番号 :卜 26

令和 2年 rz月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発電所名    関西篭力株式会社高浜発電所第 1号機

2検査申請    検査申請一覧表のとおり

3ヽ検査期日 自   令和 2年
'P月

′争ゴ_

至  令和 2ヽ 年′2月 ′

'日

4検査場所    使用前検査記録のとおり

5検査実施普   検査結果と覧表のとおり

6検査結果    検査結果一覧表のとおり

7添付資料    使用前検査記録

成績書管理番号 :と =2お

′



検査申請書番号

(申請年月翔)

関原発第 299号 (平成 28年 10月 7日 )

関原発第434号 (平成 30年  3月 20日 )

関原発第  46号 (平成 30年  4月 20日 )

F)§ 原発第 202号 (平成 30年  7月  4日 )

関原発第 259号 (平成 30年  8月 20日 )

関原発第415号 (平成 30年 12月  5日 )

関原発第 504号 (平成 31年  2月  1日 )

関原発第 512号 (平成 31年 2月  6日 )

関原発第 582号 (平成 Sl年  3月 18日 )

関原発第  3号 (平成 31年  4月  4日 )

関原発第 68号 (2019年  5月 16日 )

関原発第 115号 (2019年  6月 24日 )

関原発第 204号 (2019年  8月 23日 )

関原発第478号 (2020年  1月 23日 )

関原発第 510号 (2020年  1月 31日 )

関原発第 542号 (2020年  2月 26日 )

関原発第 609号 (2020年 3月 24日 )

関原発第 20号 (2020年 4月  7日 )

関原発第 236号 (2020年 8月 21日 )

成績書管理番号 :と -26

検査申請一覧表

上記以降の変更を検査車請書の変更申請により石雀認し表中に追記する。

と



検査結果一覧表

成績書管理番号 :卜 26

生

特記事項

手し

検査立会責任者 卑

発 貴 爺 各 ミ

'々
キ

任技術者

ゑ 二 吉ケ
要丑気iイ生す釧 名

乱 咽 整 惹

原子力縫農検査官 卑

ニ ロ 考

検査結果

虫

検査年月日

令和 2年
r2月 ′夕日



添付資料 と

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

共通事項
成績書管理番号 ,1-26

検査年月日:令和 2年 'Z月 メす 日

検 査 場 所 :関西電力 (株)高浜発電所所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 ○ ―

検 査 をす る工事 の工

程、期 日及び場所が申

請書 どお りで ある こ

と。

記録確認 ○―

工事計画の認可番号の

記載が適切で ある こ

と。

記録確認 〇―

牛



関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

(三号検査)

添付資料3-1

使用前検査記録

成績書管理番号 :卜 26

検査年月日:令和 2年  ′2月
./ダ

日

検 査 場 所 :関西電力 (株)高浜発電所所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 @

必要な図面等が準備されていること。 図面等確認 Q―
検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲.測定精度を有してい

ること。

記録確認 0エ

系統構成が完了していること。

Ⅲ



添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(三号検査)

成績書管理番号 :卜 26

検査年月日 :令和 2年 /Z月  /す 日

検 査 場 所 :関西電力 (株)高浜発電所所

検査結果

検 査 対 象

その他発電用原子炉の郎1属施設

非常用電源設備

電力貯蔵装置 (可搬型〉 別添 1参照

検査結果 検査方法検査項目 判定基準

性能検査

運転性能検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

皮
鋤

⑭
*

備考

・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行つた試験・検査の品質記録

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :Tl-3-1018

・目視で確認.し た範囲 :添付資料3-3参照

ネ召細
"Aタ

トk,虫■壱と1渫で乙tttbi

(※ )による。

`



添付資料 3-3

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(三号検査)

(立会検査)

成績書管理番号 :1-26

検査年月日:令和 2年 ′2月  rす 日

検 査 場 所 :関西電力 (株)高浜発電所所

検査結果

検査対象設備名
イ
項目 測定値等 検査結果 検査方法

高浜 1号機

可搬型バッテリ (加圧器逃

がし弁用)

性能検査

運転性能検査

※と

容量:デ∂6"h
電圧:r2394ユ V

渡
目視

以下余白

備考

※ と:(容量:780Wh以 上、電圧 :125V主 5%以内)

,



添付資料 3二 4

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査用計器一覧表
成績書管理番号 :卜 26

検査年月日:令和 み年

'2月

| 日

検査項目 検査用計器 管理番号 測定範囲 測定精度
校正年月日

有効期限

備

考

運転性能検査
ディジタルマ

ルチメータ
TCFAEC0047 0-500V

士 (0.1%of

rdg +2dgt)

2020ノ /05ッ/25

2021/05/24

運転性能検査
パワーアナラ

イザ
46414356 12～ 1320W

士 (0.0625%

of rdg

+0,0875%of

F.S。 キ0.02mW)

2020/11/02

2021/11/30

運転性能検査 電流プロTブ 39035911 0-200A

土 (0.3%df

rdg+0,02%of

F.S.)

2020/05/01

2021/05/3と

運転性能検査
ス トップウォ

ツチ
TCFAZX0008

0～99日寺間

59分 59秒

99

±0,0012%
22/06/24

19/06/25

以下余白

,



↓
＼虜

工事計画本文 (原規規発第1606104号 (平成28年 6月 10日 認可))

その他発電用原子炉の附属施設

1 非常用電源設備

3 その他の電源装置 (非常用のものに限る。)に係る次の事項

(2)電 力貯丁蔵装置の名称、種類、容量、電圧、主要寸法、個数及び取付箇所

・可搬型

(注1)公称値
遭
郭

岸

（
ド
＼

Ｐ
）

」げ
雷
爵
が
一Ｎ
れ
一ηい

変 更 後

ミンテ ジ

(加圧器逃が し弁用)

ヅチゥムバッテジ電源装置

780

125

690(注 1)

320(注 1)

595(注 1)

1(予備1(1・ 2号機共用))
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関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

発電用原子炉に燃料体を挿入することが

できる状態になった時に係る

使用前検査成績書

施 設 名 :その他発電用原子炉のFfヽl属施設

系 統 名 :非常用電源設備

非常用発電装置

燃料設備

補機駆動用燃料設備

燃料設備

主固己管 (可搬型)

凌領書番号 :原規規収第 16と 0071号 1-27-1

令和 元年 6月

原子力規制委員会



使癖前検査成績書

1 発電所名  関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

検査の種類  発電用原子炉に燃料体を挿入することができる状態になった時に係る使用前検査2

3

5

白

至

検査中請 使嬬前検査申請番号

関原発第299号 (平成 28年 10月

関原発第434号 (平成 30年  3月

関療発第 46号 (平成30年 4月
関原発第202号 (平成30年  7月
関原発第259号 (平成 80年  8月
関原発第415号 (平成30年 12月

関原発第504号 (平成31年  2月
関原発第512号 (平成 31年  2月
関原発第582号 (平成31年  3月
関原発第  3号 (平成31年  4月
関原発第 68号 (令和 元年 5月

7日 )

20日 )

20日 )

4日 )

20日 )

5日 )

と日)

6日 )

18日 )

4日 )

16日 )

4 検査期日 令和 元年 6堀
令和 元年 6月

18日

13日

検査場所 関西電力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

高浜発電所第 1号機

発電用原子炉施設

その他発電用原子炉の附属施設

非常用電源設備

' 非常用発電装置

燃料設l帯青        
′

補機駆動用燃料設備      .
燃料設備         、

主配管 (可搬型)

タンク曲―リー給油ライン接続用30mホース

(1・ 2・ 3・ 4号機共月) ‐式

6 検査範囲

7 検査結果    検査実施者及び検査結果一覧表のとおり

¬



検査実施者及び検査結果一覧表

検査項目
検査

結果
原子力施設検査官 検査立会責任者

系統性能検査

燃料給油検査

盈

4床D乱年患月IS日 倉弟,ヵ年'渉 月′3日

殆 '1 す狂発鰤

誂 絨 鬱

芽ツタン,デ′ぜノ主任技術者

哲小警
“
⑬

8 特記事項

ケユし

9 添付資料  使用前検査記録

1検査前確認事項

2燃料給油検査記録

2



添付資準れ -1

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査講確認事項
共通事項

使用繭検査申請書の確認

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

本検査に係る使用講検

査申請書 (変更申請を含

む。)が準備されている

こと。

記録確認

神 ね 年

心月IS日 碓
使用鳶t検査成績書の「3検査申

請」に中請番号 (変更 F停 講番号 .

を含む。)を記載する。年 /

年 /

検査をする工事の工程、

期日及び場所が申請書

どおりであること。

記録確認

茶努も抱年

ム月|も 日 碓

年 /

年 /

工事計画の認可番号の

記載が道切であること。
記録確認

慟 通 年

も月IS日 碓

年 /

年 /

3



添付資料 1-2

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項
系統性能検査

燃料給油検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

申請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

仲 砲 年

ム月IS日 R
年 /

年 /

必要な図面等が準備さ

れていること。
図面等確認

苓覇も預」年

Δ月6日 腱

年 /

年 て

系統構成が完了し

ていること。
立会

儡 コ融年

Δ月ヒЬ日碓

年 /

年 /

牛



添付資料2

高浜発電所第 ≧号機

燃料給油検査記録

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範理l:その他発電用原子炉の附嵐施設

非常用電源設備 )F常用発電装置 燃料設備

補機駆動帰燃料設備 燃料設備   ′

主麓管 (可搬型):一式      、

判定基準 :重大事故等時の系統構成において、異常なく燃料を給油できること。

検査対象
検査

年月日

検査

結果
検査方法

タンクロ▼リー

供給ライン接続用

30mホース

(1・ 2・ 3・ 4号機共用)

◆衛亀年
△月|も 日 碓 目視

備考

S


